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「コロッセオ」　撮影　 伊奈病院　倉内　克憲　氏 
 

コメント　イタリアの首都ローマにある世界遺産 
紀元80年頃建設されたこの闘技場では、何千人もの剣闘士が 
命をかけて闘ったとされる。当時のローマ帝国の繁栄を伺い 
知ることができる、歴史的遺産である 



 

あなたの肺（葉）はいかがですか 

表紙の解説 
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　年度が替わり早2月、若
葉香る心地よい季節になり
ました。今年も、放射線技
師として永年働いてきた会
員の方が定年を迎え退職し
ていきました。本当にお疲
れ様でした。一方で若々し

い放射線技師の卵が各施設に誕生していると思い
ます。きちんと教育し、診療放射線技師として一
人前に育てていただきたいとお願いすると同時
に、本会もお手伝いをさせていただきますので、
是非とも本会への入会をお勧め下さい。
　従来、始めることより終えることが難しいと言
われます。最後まで力を抜かず全速力にて駆け抜
け、次のランナーにバトンを渡すことができる人
を私は尊敬します。大なり小なり権力につくと、
往生際が悪くなります。政権交代とともに数々の
改革案が打ち出され、医療界においても変革の予
兆を感じ取ることができますが、一方で権力を手
に入れた民主党は、当初の切れ味のある改革案は
影を潜め、すべて選挙対策用に見えてしまいま
す。技師会のような小さな組織でも同様であり、
会員のために変革していくことは大切なことです
が、会員へ媚びる改革となってしまう恐れもあり
ます。不確実性の高い時代に、そして迅速性を求
める時代に、対応していくのは大変ですが、期待
が失望に変わらぬよう、おわるものは終え、そし
てはじめるものは始めます。
　さて公益社団法人を目指して定款案を提示させ
ていただきました。その中の目的及び事業に「こ
の法人は診療放射線技師の職業倫理を高揚すると
ともに、診療放射線科学の向上を図り、もって地
域医療の向上及び県民の健康の保持増進に寄与す
ることを目的とする」とあります。つまり技師会
は、診療放射線技師の基礎となる知識や技術を普
及させ、県民に良質な医療を提供する責任があり

ます。一方医療を提供する管理者は職員を教育し
て質の高い医療を提供する義務があります。この
二つの事柄から言えることは、技師会は病院長か
ら診療放射線技師の教育・研修を委託されるよう
な団体組織にならねばなりません。本会の研修病
院制度、技術アドバイザー制度はその一端とご理
解下さい。また医療職として個人的な向学心に対
しても、答える仕組みは必要であり種々のセミ
ナーや講演会が開催されております。そして学習
成果を評価する生涯学習係数は指標として機能さ
せなければなりません。本会が過去に実施してい
た係数ポイントは日本放射線技師会へと統合する
という意味で終焉を迎え、現状ではまったくの不
十分な状態と認識しています。
　専門性の向上と安心かつ高度な医療の提供を図
ることを目的に、専門技師の認定制度が始まって
います。私が知っているだけでも13種の認定技師
制度がありますが、資格取得マニアでもない限り
すべてを取得、維持していくことは難しい。私は、
リーダーとなる放射線技師がとるべき認定技師と、
多くの会員がとるべき認定資格を分けた方がよい
と思っています。専門性が高く、ハードルの高い
認定技師を得た放射線技師は指導者として活躍し、
放射線技師に必要な認定技師は多くの会員にとら
せるよう、例えば放射線管理、機器管理、医用画
像管理の3つ程度でよいのではなかろうか。そして
その維持更新には全国放射線技師学術大会、地域
放射線技師学術大会、JRC学術大会等において医
療被曝や医療情報セミナーを5年間に数回受講する
ことを義務付け、簡単な試験をクリアすればよい
と思う。更新時に資料を作り上げ評価基準が不明
確な現状より、多くの会員の理解を得られると思
います。またこの認定技師は放射線公衆衛生学会
などの技師会の学会等にまかせないで、予算をつ
けて、日本放射線技師会の根幹事業として位置づ
けるべきと考えています。

 社団法人埼玉県放射線技師会
会長　小　川　　　清

おわるもの、はじまるもの
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　日　　時：平成22年5月29日（土）午後2時～5時
　会　　場：埼玉会館　（2階　ラウンジ）
　　　　　　さいたま市浦和区高砂3-1-4　　048-829-2471（代）
　内　　容：
　　　　　　 1）第26回　社団法人埼玉県放射線技師会総会（決算）
　　　　　　　　総会運営委員
　　　　　　　　第一地区　城處洋輔　第二地区　武田義昭　第三地区　戸矢雅人
　　　　　　　　第四地区　斉藤幸夫　第五地区　鈴木　孝　第六地区　榎本雅彦
　　　　　　 2）特別講演　「情動の共有が革新を生む」
　　　　　　　　演者　エーザイ株式会社知創部部長　高山 千弘 様

　総会終了後に懇親会を予定しておりますのでご参加ください。午後5時～
　　埼玉会館内レストランシンフォニー2階　（会費1,000円）
   

会場案内図

※  委任状（往復はがき）を後日郵送いたします。欠席されます会員の方は、必ず委任状を返信
していただきますよう宜しくお願い致します。

第26回　社団法人　埼玉県放射線技師会　総会の開催

社団法人　埼玉県放射線技師会
会長　小　川　　　清
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　新入会員の方を対象として行われているSARTセミナーは、本年も学術関係の基礎的な知識と実習を加
え、新入会員の方のみでなく全ての会員を対象とした講習内容を予定しています。皆様の受講をお待ちし
ております。

プログラム（敬称略）
平成22年7月11日（日）
　　　09：30～　　　　　　受付開始

　　　09：30～09：35　　　オリエンテーション

　　　09：35～09：40　　　会長挨拶

　　　09：40～10：20　　　患者さんに優しい診療放射線技師

　　　10：20～11：00　　　技師会について（認定制度）

　　　11：00～11：40　　　技師会の上手な活用法

　　　11：40～12：30　　　昼食（ご用意いたします）

　　　12：30～14：00　　　症例検討会（30分×3回）

　　　　　　　　　　　　　乳房

　　　　　　　　　　　　　肺

　　　　　　　　　　　　　消化器

　　　14：00～14：10　　　総括

記
日　　時：平成22年7月11日（日）
場　　所：さいたま赤十字病院5F講堂
　　　　　〒338-8553　埼玉県さいたま市中央区上落合8-3-33
受 講 料：無料
受講資格：どなたでも受講できます
定　　員：50名程度
申込方法：今号巻末のFAX用紙にてお申し込みください
締め切り：7月2日
連 絡 先：（社）埼玉県放射線技師会　〒331-0812　さいたま市北区宮原町2-51-39
　　　　　TEL　048-664-2728
　　　　　FAX　048-664-2733
問い合せ：田中　宏　h-tanaka@sart.jp
　　　　　矢部　智　s-yabe@sart.jp

平成22年度（第12回）SARTセミナー

社団法人　埼玉県放射線技師会
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会

告

会員証発行について

社団法人　埼玉県放射線技師会
会長　　小　川　　　清

　本会では平成21年度事業として会員証を作成し、5月中に発送する準備をしています。そして、この会
員証を有効利用するためデータベースの再構築を行っているところです。今後、本会の企画に参加する際
には恒に携帯し身分証としてご利用いただきますようよろしくお願いいたします。
　また、この会員証作成に伴い、埼玉県放射線技師会の会員番号を新たに発番いたしました。したがっ
て、日本放射線技師会と埼玉県放射線技師会共に入会している会員は二つの会員番号を持つことになりま
す。
　会員番号を二種類持つことで混乱される会員もおられると思いますが、会員データベースを円滑に利用
するためには必須条件となるため、会員のご理解をよろしくお願いいたします。

SART：埼玉県放射線技師会会員番号
JART：日本放射線技師会会員番号
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会費納入に関するお知らせ

社団法人　埼玉県放射線技師会
会長　小　川　　　清

財務担当理事　結　城　朋　子

　埼玉県放射線技師会の年会費は、以下の通りです。

（社）埼玉県放射線技師会年会費

現　会　員 年会費9,000円

新　入　会　員 初年度年会費無料
再入会の場合

当該年度12月31日まで
年会費9,000円

＊再入会金は不要です
再入会の場合

当該年度１月以降３月まで
年会費4,500円

＊再入会金は不要です

＊当該年度：4月1日から翌年3月31日まで

平成20年度以降、日本放射線技師会への直納制は廃止されました。埼玉県放射線技師会の指
定口座へ直接お払込をお願いいたします。
コンビニエンスストアでのお取り扱いは 7月31日までとなっております。

当会の活動はすべて会員の皆様の会費により運営されております。
年会費は早めに納入していただきますようご協力お願いいたします。
尚、新入会および再入会のお届け、会費納入状況の確認につきましては下記までお問い合わ
せください。

（社）埼玉県放射線技師会センター　　植松
電話：048－664－2728（受付時間：月曜～金曜の9：00～15：00）
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放射線漏洩線量測定事業の移管について

社団法人　埼玉県放射線技師会
会長　　小　川　　　清

　平素は本会の事業運営にあたり、多大のご協力を賜わり感謝致します。
　さて、新公益法人 3法が平成20年12月 1 日に施行され、私どもの法人も 5年以内に公益法人、一般社団
法人への移行を選択しなくてはならなくなりました。
　私どもは総会決議により、公益法人への移行を指向しておりますが、その準備段階での指導で、事業内
容の整理・見直しを余儀なくされました。
　私どもは医療施設の放射線漏洩線量の測定は、公益事業の一環と捉えて事業を進めてまいりましたが、
当局の見解により、私どもの法人事業から外さざるを得なくなりました。
　そこで今後の事業を以下のとおり関係団体に移管し継続することになりました。移管先団体のスタッフ
は従来から実質的に当該測定事業を行なってきたもので、事業の精度管理は担保されるものと考えます。
　会員の皆様にはご面倒をおかけすることになりますが、よろしくご理解いただき、引き続きご用命賜わ
れば幸いです。

記

1　事業移管先
　　埼玉医用画像研究会環境測定部
　　住所　〒331-0812　さいたま市北区宮原町 2丁目51番39号
　　　　　　　　　　　 社団法人埼玉県放射線技師会センター内
　　電話048-664-2728
　　FAX048-664-2733
　　代表者　　環境測定部長　藤 間 英 雄
2　事業移管年月日　平成22年 4 月 1 日

以上
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　平成21年度から北関東地域、南関東地域の1都9
県の会員が合同で学術大会を開催することにな
り、平成22年度は社団法人群馬県放射線技師会が
担当し、10月9日（土）～10日（日）に前橋市内
のコンベンションホール前橋テルサで開催するこ
とになりました。
　近年の放射線医学は目覚ましい発展を遂げ、放
射線の技術なくして診療が成り立たない時代とま
で言われています。放射線診断分野ではFPDを
はじめ、MDCT、MRI、PET-CT、また診断技術
を利用したIVR、放射線治療分野ではIMRT、
I-125密封小線源治療などが重要な位置を占める
ようになりました。今年度からは重粒子線治療が
群馬県内で始まり、その治療効果が期待されてい
ます。
　学術大会の内容としては、特別講演を前シカゴ
大学カートロスマン放射線像研究所所長・教授、

群馬県立健康科学大学学長の土井邦雄先生に「世
界における放射線技術に関する研究」並びに社団
法人日本放射線技師会の北村義明会長に「チーム
医療における放射線技師の役割」、市民公開講座
として群馬大学重粒子線医学研究センター准教授
の大野達也先生に「重粒子線がん治療の現状と展
望　～群馬大学の取り組み～」と題して、ご講演
頂く予定です。
　一般演題につきましても、できる限り多くの
方々が発表できるよう計画しています。
　群馬県は、この季節に紅葉も見ごろを迎え、多
くの温泉にも恵まれています。どうか一人でも多
くの方がこの学術大会にご参加頂けますよう役員
一同お待ちしています。また、学術大会の準備に
あたって、ご指導ご協力を賜った関係各位に心よ
り感謝を申し上げ、開催の挨拶と致します。

関東甲信越放射線技師学術大会大会長
社団法人　群馬県放射線技師会会長

高　橋　　　昇

平成22年度 関東甲信越放射線技師学術大会開催にあたって
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平成22年度 関東甲信越放射線技師学術大会
一般演題募集のお知らせ

平成22年度 関東甲信越放射線技師学術大会

大会長　　高　橋　　　昇

　平成22年10月9日（土）～10日（日）の2日間、群馬県前橋市「前橋テルサ」において、平成22年度 関
東甲信越放射線技師学術大会を開催します。つきましては、本大会の一般演題発表を下記の要領にて募集
します。お一人でも多くの研究発表演題をご応募いただきますよう、ご案内申し上げます。

記

1.　会　　　　期：平成22年10月9日（土）～10日（日）
2.　会　　　　場：群馬県前橋市「前橋テルサ」
3.　最　 寄 　駅：JR両毛線　前橋駅下車　徒歩15分

4.　 演題申込資格：発表者（共同発表者含む）は、北関東地域放射線技師会・南関東地域放射線技師会に
所属する都県放射線技師会の会員、または（社）日本放射線技師会の会員で、平成21年度会費の完納
者に限ります。ただし、診療放射線学関連の大学、短期大学もしくは専門学校の学生についてはこの
限りではありません。また、未加入の方が発表される場合には、あらかじめ前記のいずれかの団体へ
の会員登録が必要になります。

5.　演題応募方法：
　・　 インターネットからのオンライン登録となります。他の方法での受付はいたしませんのでご了承く

ださい。
　・　大会ホームページの演題募集へアクセスして、案内にしたがって登録を進めてください。
　・　演題申し込み時に、研究内容概要を400字以内で入力してください。
　・　演題の採否のお知らせ後、抄録原稿を提出していただきます。

6.　演題登録期間：平成22年3月1日（月）～6月30日（水）

7.　演題募集登録に関する注意
　・　発表者の記載について
　　　 発表者氏名、所属施設名、所属放射線技師会の会員番号の記載が必要です。また、学生の場合は在

籍学校名、学年を記載してください。
　・　共同発表者の記載について
　　　 共同発表者の記載は6名までとし、所属施設が異なる場合は次欄に同じ形式でご記入ください。ま
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た、（社）日本放射線技師会会員は会員番号の記載もお願いします。
　・　演題区分について
　　　選択枝の中から該当するものを選んでください。
　・　抄録の提出にについて
　　　 演題の採択後、お知らせする書式にて、下記期間内にメールにてお送りください。提出期間は、平

成22年4月1日（木）～7月31日（土）12:00まで（期間厳守）とします。
　・　抄録原稿は、A4版1枚以内です。所定の書式にしたがって、記述してください。
　・　登録内容の変更について
　　　 抄録提出後の変更は受付けません。提出前の変更は、変更事項を明記し、件名を「演題に関する変

更」としてメールにてお問い合わせください。
　・　演題の採否、発表日時について
　　　 演題の採否、日時の決定は大会実行委員会プログラム委員会にて、審査の後、メールにて通知いた

します。
　・　発表形式
　　　 PCプロジェクターを使用したプレゼンテーション画面1面による、口述発表とします。アナログ

RGB15ピンの画像出力に対応したPCプロジェクターを用意しますので、御自身のノートPCを持参
してください。XGA（1024×768）のみの表示となりますので、作成に関してはあらかじめ解像度
を調整してください。

　　　PC操作は、壇上にて演者自身にて操作していただきます。

8.　大会参加登録について
　　　大会の参加については、インターネット上で事前登録及び宿泊案内を行います。
　　　参加料金　　事前登録　会員　3,000円　非会員　5,000円　学生　1,000円
　　　　　　　　　当日申込　会員　5,000円　非会員　5,000円　学生　1,000円

　　　情報交換会　事前登録　5,000円　当日申込　7,000円

9.　学術大会に関するお問い合わせについて
　　　平成22年度関東甲信越放射線技師学術大会実行委員会　実行委員長　町田利彦
　　　（社）群馬県放射線技師会　学術大会実行委員会

　　　実行委員会代表　　　E-mail：kkr22gunma@cvc.pref.gunma.jp
　　　実行委員会大会ホームページ ：http://plaza.umin.ac.jp/gart/
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メールマガジン配信登録・サーバー引越しの連絡とご案内

社団法人　埼玉県放射線技師会

会長　　小　川　　　清

　現在、埼玉県放射線技師会では、会員や会員が勤務する施設の運用に活用していただく目
的で、数多くの情報を提供・発信しております。
　例えば、厚生労働省から発信され、日本放射線技師会を経由し本会へ届いた情報や、本会
からのお知らせ等がそれにあたります。
　これらを年6回発刊の会誌やホームページを用いて、可能な限り速やかに提供するよう心が
けておりますが、医療政策における展開の速さを鑑みると、会員からの閲覧がないと情報が
伝わらないという媒体の性質上、リアルタイムに十分な機能を果たせているとは言えません。
　そこで、会員の皆様には、技師会からの情報を「的確なタイミングで確実に」受け取る手
段として、メールマガジンへの配信にご登録いただければと考えております。
　メールマガジン配信登録方法は下記の通りとなっています。皆さんのご登録をお待ちして
おります。

■個人情報の利用に関するお知らせ
　ここで入力いただく利用者の個人情報（メールアドレス）は、メールマガジンの配信を目
的として利用し、他の目的では利用いたしません。

■メールマガジン配信登録
　登録方法は２通りあります。
　①ホームページ上からの申し込み。
　　［その他］のカテゴリから［メールマガジン購読希望］へアクセス。
　　必要事項をご記入下さい。
　②メールによる申し込み。
　　申し込み用メールアドレスに以下の内容を記入して送信下さい。

　　　　申し込み用アドレス：magazine_since2007@sart.jp
　　　　件名：メールマガジン申し込み
　　　　本文：（氏名）
　　　　　　　（受信希望先のメールアドレス）
　　　　※申し込み後自動返信にて確認メールが届きます。

■メールマガジンの停止・変更・質問等について
　マガジンの停止・変更・質問等は以下のアドレス宛にご連絡下さい。
　変更削除用アドレス：mail_magazine2007@sart.jp
　※申し込み用のアドレスと異なりますのでご注意下さい。

■サーバーの引越し
　 　昨年度3月まで埼玉県放射線技師会が使用していたHPサーバーを引っ越しました。使用
していたサーバーの容量が限界に近いため、容量アップの対応です。引越し作業において
HPエラー等は修正しましたが、まだ完全でないことが予想されます。

　 　つきましてはHP上で不具合等がありましたら編集情報委員へご連絡ください。また埼玉
会員メールアドレスを取得されている方で、現sartメールアドレス送受信に不具合がある場
合は、会務に支障をきたす恐れがありますので、併せて編集情報委員会にご連絡ください。
ご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。
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お
知
ら
せ

第26回（社）埼玉県放射線技師会定期総会（決算）

次　第

開　会　の　辞
会　長　挨　拶
来　賓　挨　拶
表　　　　　彰

総会運営委員会報告
議　長　選　出
総会職員任命
議　　　　事

 1. 平成21年度事業報告
 2. 平成21年度決算報告
 3. 平成21年度監査報告
 4. 定款の変更の案（特別決議）
 5. その他

閉　会　の　辞

　　　　　　総会運営委員

城處　洋輔　　武田　義昭　　戸矢　雅人
斉藤　幸夫　　鈴木　　孝　　榎本　雅彦
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（社）埼玉県放射線技師会
第26回　定期総会（決算）

平成21年度　事業報告（案）
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1．総括

　歴史的な政権交代から早半年、生活の現場にお
いて、聞こえる声は期待から失望に変わってき
た。本会も利用したことのある嵐山町にある国立
女性教育会館は、昨年の事業仕分けで有名になっ
たが、事業仕分けは私たちの目に触れなかったこ
とを公開したという良い面と、強大な権力が垣間
見られたという悪い面が際立ち、国民は期待から
落胆へと変わった。高速道路の料金値下げ・無料
化、子ども手当支給、高校授業料無料化など、受
益者負担を長く続けてきた我々には、恩恵という
よりも将来不安を感じさせる。不況の中で日本航
空には多額の公的資金が融資される一方で、大学
を出た若者に仕事がないという厳しい現実が国民
を追い詰めている。
　期待値が大きすぎるほど結果が伴わないと失望
は大きい。本会の全ての事業は公益社団法人への
移行を目指して計画し実行しているが、本会の事
業と会員個々の要求とはかけ離れていないか。本
事業は次の4つの基本方針に基づき事業を行った。
（ 1） 「improvement改善」と「diversity多様性」
（ 2） 「complete lifelong education 生涯教育の充

実」
（ 3）「study and investigation研究と調査」
（ 4）「cooperation連携からcollaboration協働」

1）総務
　平成20年度から公益社団法人格を取得するとい
う総会決議をもとに、月1回委員会を開催し検討
をしてまいりました。今回の定款改正を踏まえ
て、平成22年度内には公益社団法人格取得に向け
て申請していく予定ですが、埼玉県における移行
手続き作業は遅遅と進んでいない印象がありま
す。本会単独会員のための会員番号を付与し、会

員証の発行をしました。いかがでしょうか。役員
研修会は役員の資質向上を目指して開催しており
ますが、今回は関東甲信越放射線技師学術大会の
参加支援と他県放射線技師との交流などを目的に
学術大会に参加しました。10回目を迎えたSART
セミナーは新卒放射線技師を主たる対象として診
療放射線技師業務のABCを本会役員が講師とな
り、新人に必要な心から技術、技能までを網羅し
ており好評を博しております。
2）学術
　学術活動において、本会の会員が役員となって
関係者と築いている活動が多々あり、技師会がす
べて組織下にして活動していく必要はないと考え
ております。恒例となった従来の胸部・上部消化
管認定講習会に加えてCT検査講習会を企画して
新しい参加者を得ました。学術大会は会場を県民
活動センターからソニックシティに変更しまし
た。皆さまのご意見を参考にしながらがよりよい
学術大会を目指しました。
3）編集・情報
　編集・情報活動は本会活動においても重要な事
業と考えております。公益法人への移行に伴い、
会員の雑誌という概念が変更を余儀なくされてお
りますが、公益法人の要求仕様にこたえつつも、
会員の皆さまの顧客満足に応えられるような紙面
を目指しました。本会のホームページには、会員
のみならず診療放射線技師として勉強になる情報
はなるべく掲載するという方針のもとに活動して
おります。ホームページは迅速性が要求されます
ので、随時コンテンツの更新に努力しているス
タッフに感謝です。
4）公益
　公益活動は一般市民への貢献が求められ、新時
代の技師会活動の大きな柱の一つになります。地

平成21年度事業報告
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区の健康祭りに参画している画像展開催時に好評
であった超音波式骨密度測定を本会で装置を購入
して準備をしました。埼玉放射線学術大会時には
「県民公開講座：明日の健康のために～」、骨密度
測定や被ばく相談には多くの市民が参加いただき
ました。漏洩線量測定事業に関しては業務委託化
を決定しました。
5）財務
　財務活動は、会計基準の見直しに基づき公益社
団法人格取得に準備をしました。顧問税理士の指
導を受けながら公益法人に適した会計基準を目指
しました。
6）その他
　日本放射線技師会は北村会長2年目を迎え、大
きな変化が生まれました。チーム医療推進協議会
会長となった効果か中医協の委員にも選抜され、
また新聞紙面にも放射線技師という名を目にする
ことが多くなりました。しかし技師会活動は低下
し多くの事業が滞っているのが現状であります。
一方本会でも放射線管理、放射線管理士部会を創
設したが、活動が維持できず停止しました。今後
は本会の学術事業活動の中で進めていく所存で
す。
　どこを向いて、誰のために仕事をするのかとい
うことを常に心がけてきました。見られることで
人に励まされ、守られ、鍛えられていきます。よ
ろしくお願いいたします。

2．事業遂行評価

2．1．職業人としての質の向上（学術）
1） 既存認定講習会・セミナーの定期開催と見直し
・胸部撮影認定講習会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥◎
・上部消化管検査認定講習会‥‥‥‥‥‥‥‥◎
・SARTセミナー ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥◎
・放射線技術部門マネージメント・セミナー
　（医療安全、接遇・クレーム）‥‥‥‥‥‥‥△
・CT検査認定 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥◎

2）新しい講習会の企画
・放射線工業界との合同開催企画‥‥‥‥‥‥×
・ 接遇マナー講習会（クレーム対応を中心に）を
マネージメント・セミナーとして‥‥‥‥‥×
3）会員講師の育成と体制つくり‥‥‥‥‥‥◎
4） 他県放射線技師会や他団体との合同講習会企
画推進

・乳房検査認定講習会（精中委と共催） ‥‥‥◎
・関東甲信越放射線技師学術大会への協力‥‥◎
・埼玉県医師会主催事業への支援の参加‥‥‥×
・埼玉臨床画像研究会
　（臨床検査技師会と共催）‥‥‥‥‥‥‥‥‥◎
・日放技学会関東部会との合同開催企画‥‥‥△
・日本放射線技師会学会との合同開催企画‥‥×
・他学会（関東エリアレベル）
　埼玉開催の推進（開催支援、後援） ‥‥‥‥○
5）研究会活動の見直し‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥○
6） アドバイザー（技術・業務支援）の創設・育
成） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥◎

2．2．組織運営に関わる事業（総務）
1）会員カード（会員証）の発行 ‥‥‥‥‥‥◎
2）行政との連携・
　　埼玉県医療整備課との頻繁な情報交換‥‥◎
3）公益法人制度改革への対応・準備‥‥‥‥◎
2．3．公共事業（公益・情報、地区会）
1）市民公開講座の開催‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥◎
2）漏洩放射線線量測定事業の継続‥‥‥‥‥◎
3）医療画像展の開催と支援‥‥‥‥‥‥‥‥◎
4）ホームページの充実（市民、会員） ‥‥‥◎
5）医療被ばく線量の最適化‥‥‥‥‥‥‥‥△
6）医療被ばく相談の迅速な対応‥‥‥‥‥‥◎
2．4．出版事業（編集）
1）会員を結ぶ情報誌（学術情報の提供）
2）ホームページとの役割分担‥‥‥‥‥‥‥◎
3）企業と会員を結ぶホームページ‥‥‥‥‥○
4）メールマガジンの有効活用‥‥‥‥‥‥‥◎
2．5．財務
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1 ）健全財務状況の継続‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥◎
2）新公益法人会計基準への適応‥‥‥‥‥‥◎
3） 技師会センター修繕計画および再建築への立
案‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥◎

2．6．その他
1）役員外の会員登用による
　　プロジェクトチームの創設‥‥‥‥‥‥‥○
2） 放射線管理士、放射線機器管理士の活動の促
進‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥×

3）中長期計画の策定‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥○
4）医療技術関係団体との連携‥‥‥‥‥‥‥○

平成21年度各事業報告

1．総務事項報告

　（ 1）平成21年度役員は次のとおりである。

　（ 2）会議開催状況

ア．総会
　平成20年度定期総会（予算）を平成21年3月8日
（日）、埼玉県県民活動総合センターセミナーホー
ル1において会員98名が出席、委任状提出549名、
合計647名にて開催しました。総会では平成21年
度事業計画案および平成21年度予算案ならびに諸
規程改正案等について審議し決議しました。
　平成20年度定期総会（決算）を平成21年5月30日
（土）、埼玉県県民健康センター会議室において会員
55名が出席、委任状提出636名、合計691名にて開催
しました。総会では平成20年度事業報告および平成
20年度会計決算報告について審議し決議しました。
イ．理事会は下記のとおり6回開催し、重要案件
について審議し決議しました。
理事会開催状況

ウ．常任理事会は下記のとおり6回開催し、理事
会への提案議題の審議ならびに決定事項について
処理しました。
常任理事会開催状況

役 職 名 氏　　名 担　　　　当

会　　 長 小 川　 清

副 会 長 堀江　好一

橋本　里見

監　　 事 山本　英明

鈴木　正人

顧 問 和田　幸人

常 任 理 事 田中　　宏 総　務

矢部　　智 総　務

松田　恵雄 編　集・情　報

結城　朋子 財　務

富田　博信 学　術

中村　正之 公　益

理　　 事 八木沢英樹 総　務・第一地区

肥沼　武司 編集・情報・第二地区

澁市　直紀 総　務・第三地区

長谷川英治 総　務・第四地区

矢崎　一郎 総　務・第五地区

石川　直哉 総　務・第六地区

尾形　智幸 学　術

西山　史朗 学　術

小林　　剛 学　術

潮田　陽一 編　集・情　報

星野　　弘 公　益

渉外マネージャー 石栗　一男 学　術

年　月　日 開　催　場　所

1 21．05．08 技師会センター

2 21．07．01 同

3 21．09．02 同

4 21．11．14 同

5 21．12．09 同

6 22．02．03 同

年　月　日 開　催　場　所

1 21．04．01 技師会センター

2 21．06．10 同

3 21．08．05 同

4 21．10．07 同

5 22．01．06 同

6 22．03．03 同
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エ．その他
　役員研修会、連絡会議、予算会議並びに公益法
人改革検討会議を開催、会務の重要事項について
審議立案し、必要事項を調整しこれを処理しまし
た。
役員研修会

連絡会議

予算会議

公益法人改革検討会議

　（ 3）各委員会開催状況
　各委員会開催状況は別表のとおりである。

表彰委員会

　（ 4 ）各種委員会名簿

ア．表彰委員会

年　月　日 開　催　場　所

1 21．09．26/27 タワーホール船堀

年　月　日 開　催　場　所

1 21．04．30 技師会センター

2 21．06．24 同

3 21．08．26 同

4 21．10．28 同

5 21．12．02 同

6 21．01．27 同

7 21．03．31 同

年　月　日 開　催　場　所

1 21．11．25 技師会センター

年　月　日 開　催　場　所

2 21．04．15 技師会センター

3 21．05．12 同

4 21．06．17 同

5 21．07．15 同

6 21．09．16 同

7 21．10．21 同

8 21．11．18 同

9 22．01．20 同

10 22．02．17 同

11 22．03．17 同

委　員　会　名 開　催　年　月　日

総 務・ 財 務 委 員 会 21．07．08

総 会 運 営 委 員 会 21．05．30

年　月　日 開　催　場　所

1 21．04．03 技師会センター

22．03．14

編　集　委　員　会 21．05．14

21．05．28

21．07．09

21．07．23

21．09．08

21．09．24

21．11．10

21．11．26

21．12．15

22．01．07

22．02．09

学　術　委　員　会 21．05．21

21．06．16

21．08．19

21．09．29

21．11．10

21．12．08

22．01．28

22．03．09

公　益　委　員　会 21．05．27

21．07．14

21．09．29

21．11．17

21．12．01

22．02．16

北関東地域会長会議 21．05．02

21．09．25

22．02．13

役 職 名 氏　　　　　名

委 員 小川　　清　　　藤間　英雄

渡辺　　弘　　　小島　精一
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イ．医療画像展実行委員会（秩父会場）

ウ．医療画像展実行委員会（深谷会場）

エ．医療画像展実行委員会（さいたま会場）

オ．医療画像展実行委員会（浦和会場）

カ. 医療画像展実行委員会（川越会場）

キ．医療画像展実行委員会（所沢会場）

ク．医療画像展実行委員会（入間市会場）

ケ．医療画像展実行委員会（越谷市会場）

堀江　好一　　　橋本　里見

田中　　宏　　　矢部　　智

役　 職　 名 氏　　　　　名

実行委員長 長谷川英治　　　　　　　　

副実行委員長 山田　伸司　　　持田　雅明

実 行 委 員 尾川　光弘　　　萩原　貴之

斉藤　幸夫　　　小林　成幸

浅見　　肇　　　玉川　　敏

関根　茂夫　　　豊田　　薫

田嶋　陽一　　　大久保直樹

山中　隆二　　　近藤　和彦

吉田　真一　　　　　　　　

役　 職　 名 氏　　　　　名

実行委員長 斉藤　幸夫　　　　　　　　

副実行委員長 長谷川英治　　　　　　　　

実 行 委 員 山田　伸司　　　山崎由紀敏

尾川　光弘　　　吉田　真一

萩原　貴之　　　小林　茂幸

桐生　幸恵　　　富田　欣治

江守亜矢子　　　近藤　和彦

大野　　渉　　　田中　達也

役　 職　 名 氏　　　　　名

実行委員長 宮沢　浩治　　　　　　　　

副実行委員長 八木沢英樹　　　　　　　　

実 行 委 員 高嶋　　豊　　　太田　良平

鈴木　春彦　　　阿野　匡昭

小林　靖雄　　　星野　　弘

富田　博信　　　志藤　正和

浜野　洋平　　　飯嶋亜弥子

城處　洋輔　　　佐藤　吉海

榎本　雅彦　　　仙波　　亮

役　 職　 名 氏　　　　　名

実行委員長 八木沢英樹　　　　　　　　

副実行委員長 宮沢　浩治　　　橋本　里見

実 行 委 員 太田　良平　　　阿野　匡昭

鈴木　春彦　　　富田　博信

小林　靖雄　　　長谷川直樹

城處　洋輔　　　志藤　正和

浜野　洋平　　　双木　邦博

佐藤　吉海　　　佐々木貴彦

役　 職　 名 氏　　　　　名

実行委員長 澁市　直紀　　　　　　　　

実 行 委 員 星野　孝之　　　　　　　　

沼本　健一　　　永井　敦志

吉田恵理子　　　八木里枝子

戸矢　雅人　　　河村　悦嗣

役　 職　 名 氏　　　　　名

実行委員長 肥沼　武司　　　　　　　　

実 行 委 員 千田　俊秀　　　宮野　博希

安保　靖彦　　　藤井　大吾

奥田　　覚　　　佐々木拓哉

見澤　潤一　　　中邑　友香

西山　　裕　　　　　　　　

役　 職　 名 氏　　　　　名

実行委員長 肥沼　武司　　　　　　　　

実 行 委 員 千田　俊秀　　　宮野　博希

安保　靖彦　　　藤井　大吾

山下　隆行　　　佐々木拓哉

武田　義昭　　　瀧澤　　誠

伊藤　寿哉　　　藤井　大悟

役　 職　 名 氏　　　　　名

実行委員長 矢崎　一郎　　　　　　　　

実 行 委 員 大嶋　健悟　　　中村　正之

上田　圭二　　　鈴木　　孝

栗田　幸喜　　　金子　初穂
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コ．編集・情報委員会

サ．学術委員会

シ．ソフトボール大会実行委員会

ス．公益委員会

セ．総務・財務委員会

ソ．総会運営委員会（予算）

タ．総会運営委員会（決算）

チ.総会実行委員会

ツ．第24回埼玉放射線学術大会実行委員会

役　 職　 名 氏　　　　　名

委 員 長 松田　恵雄　　　　　　　　

副 委 員 長 潮田　陽一　　　肥沼　武司

委 員 村田　雅弘　　　富田　欣治

栗田　幸喜　　　江守亜矢子

阿野　匡昭　　　川田　俊彦

柳田　　智　　　白石　　圭

柏　　達司　　　市川　隆史

諏訪　和明　　　栗田　裕樹

役　 職　 名 氏　　　　　名

委 員 長 富田　博信　　　　　　　　

副 委 員 長 尾形　智幸　　　西山　史朗

副 委 員 長 小林　　剛　　　石栗　一男

委 員 田中　　宏　　　塚田　高志

石井　沙織　　　村田　光俊

岡田　智子　　　中根　　淳

城處　洋輔　　　大森　正司

役　 職　 名 氏　　　　　名

大 会 長 小川　　清　　　　　　　　

実 行 委 員 鈴木　正人　　　田中　　宏

磯田　一巳　　　堀江　好一

結城　朋子　　　田中　達也

中村　正之　　　長谷川英治

西山　史郎　　　潮田　陽一

澁市　直紀　　　松田　恵雄

橋本　里見　　　矢部　　智

役　 職　 名 氏　　　　　名

委 員 長 中村　正之　　　　　　　　

副 委 員 長 星野　　弘　　　　　　　　

磯田　一巳　　　太田　良平

工藤　安幸　　　長谷部和仁

大嶋　健悟　　　　　　　　

役　 職　 名 氏　　　　　名

委 員 長 田中　　宏　　　　　　　　

副 委 員 長 矢部　　智　　　結城　朋子

委 員 堀江　好一　　　橋本　里見

八木沢英樹　　　渋市　直紀

長谷川英治　　　矢崎　一郎

石川　直哉　　　田中　達也

岡田　義和　　　平野　雅弥

千田　俊秀　　　　　　　　

役　 職　 名 氏　　　　　名

委 員 長 太田　良平　　　　　　　　

委 員 柴　　俊幸　　　星野　孝之

斉藤　幸夫　　　鈴木　　孝

榎本　雅彦　　　　　　　　

役　 職　 名 氏　　　　　名

委 員 長 城處　洋輔　　　　　　　　

委 員 武田　義昭　　　戸矢　雅人

斉藤　幸夫　　　鈴木　　孝

榎本　雅彦　　　　　　　　

役　 職　 名 氏　　　　　名

委 員 長 堀江　好一　　　　　　　　

副 委 員 長 田中　　宏　　　　　　　　

委 員 橋本　里見　　　矢部　　智

松田　恵雄　　　結城　朋子

中村　正之　　　富田　博信

役　 職　 名 氏　　　　　名

大 会 長 堀江　好一　　　　　　　　

実行委員長 富田　博信　　　　　　　　

副実行委員長 橋本　里見　　　　　　　　

委 員 小川　　清　　　矢部　　智

松田　恵雄　　　柏　　達司

西山　史朗　　　中村　禎志
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テ．公益法人改革検討委員会

　（ 5）表　彰

公衆衛生事業功労知事表彰（敬称略）
　塚越　　昇　　斉藤　勝則
公衆衛生事業功労協会表彰（敬称略）
　瀬尾　登吾　　松本　和敏
日本放射線技師会表彰
永年30年勤続者表彰（8名、敬称略）
　岡田　省司　　小池　正行　　高野　正典
　野口　　勉　　松坂　宏夫　　茂木　幹夫
　山崎　節雄　　山本　征広
　（ 6）物故者

　水澤　政之助
　（ 7）会員の動向（平成22年3月31日現在）

　（ 8）平成21年度賛助会員　23社
シーメンス旭メディテック株式会社
GEヘルスケア・ジャパン株式会社
東芝メディカルシステムズ株式会社
株式会社三田屋製作所
株式会社日立メディコ
株式会社メディカル・サービスT&K
コニカミノルタヘルスケア株式会社
第一製薬株式会社
株式会社エルクコーポレーション
株式会社カイゲン
富士フイルムメディカル株式会社
株式会社鯨屋
株式会社島津製作所
日本メジフィジックス株式会社
株式会社フィリップスエレクトロニクスジャパンメディカルシステムズ

小林　　剛　　　中村　正之

村田　雅弘　　　長谷川英治

田中　達也　　　平野　雅弥

肥沼　武司　　　栗田　幸喜

工藤　安幸　　　近藤　和彦

柳田　　智　　　尾形　智幸

石井　沙織　　　江守亜矢子

阿野　匡昭　　　石栗　一男

岡田　義和　　　志田　智樹

富田　欣治　　　結城　朋子

塚田　高志　　　川田　俊彦

鈴木　春彦　　　太田　良平

星野　　弘　　　工藤　　泰

中根　　淳　　　城處　洋輔

大森　正司　　　岡田　智子

村田　光俊　　　大嶋　健悟

栗田　裕樹　　　諏訪　和明

市川　隆史　　　土田　拓治

佐藤　吉海　　　霜田　哲徳

柴　　俊幸　　　金子　初穂

白石　　圭　　　石川　直哉

渋市　直紀　　　矢崎　一郎

八木沢英樹　　　西山　史朗

潮田　陽一　　　志藤　正和

役　 職　 名 氏　　　　　名

委 員 長 堀江　好一　　　　　　　　

副 委 員 長 橋本　里見　　　結城　朋子

委 員 小川　　清　　　松田　恵雄

矢部　　智　　　西山　史朗

中村　正之　　　潮田　陽一

星野　　弘　　　長谷川英治

渋市　直紀　　　肥沼　武司

尾形　智幸　　　石川　直哉

小林　　剛　　　矢崎　一郎

富田　博信　　　八木沢英樹

田中　　宏　　　　　　　　

項　　　　目 会　員　数

平成20年度末　　会員数 1,179名

平成21年度　　　新入会者数 52名

　　　　　　　　再入会者数 2名

　　　　　　　　転入者数 4名

　　　　　　　　転出者数 4名

　　　　　　　　退会者数 48名

平成21年度末　　会員数 1,185名
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エーザイ株式会社
東洋メディック株式会社
日本メドラッド株式会社
株式会社ケー・アイ・シー・メディカルシステム
コヴィディエンジャパン株式会社
バイエル薬品株式会社
コダック株式会社
ケアストリームヘルス株式会社
富士フイルムRIファーマ株式会社

（順不同）

2．学術教育活動

（ 1）第8回胸部認定講習会
　　開催日時： 平成21年10月13日、10月29日、11

月5日、11月8日
　　場　　所：さいたま赤十字病院
　　講　　師： 小林　剛、清水裕之、宮沢浩治、

中田正幸、富田博信、田中　宏、
土田拓治

　　参　加　者：23名
（ 2）第9回上部消化管検査認定講習会
　　開催日時： 平成21年10月8日、10月22日、10

月26日、11月1日、
　　場　　所：さいたま赤十字病院
　　講　　師： 工藤　泰、石栗一男、馬場保昌、

大倉康男
　　参　加　者：19名
（ 3）第1回CT認定講習会
　　開催日時：平成21年11月29日、12月6日、
　　　　　　　平成22年1月31日
　　場　　所：済生会川口総合病院
　　講　　師： 富田博信、小林隆幸、城處洋輔、

中根　淳、萩原芳広、八木沢英
樹、田中　功、弓場孝治、手塚一
明、八町　淳

　　参　加　者：47名
（ 4）第1回放射線治療講習会

　　開催日時：平成21年11月28日
　　場　　所：さいたま赤十字病院
　　講　　師： 西山史郎、熊崎　祐、橘　英伸、

城處洋輔、渡辺敬洋
　　参　加　者：28名
（ 5）第1回救急セミナー
　　開催日時：平成22年2月14日
　　場　　所：さいたま赤十字病院
　　講　　師： 輿水健治、横山　寛、中根　淳、

岡田智子
　　参　加　者：23名
（ 6）胸部・上部消化管検査認定試験
　　開催日時：平成21年11月15日
　　場　　所：さいたま赤十字病院
　　参　加　者：胸部28名　上部消化管25名
（ 7）CT認定試験
　　開催日時：平成22年1月31日
　　場　　所：済生会川口総合病院
　　参　加　者：39名
（ 8）平成21年度胸部認定者
　　指　導　員：関根　貢
　　準指導員： 霜田哲徳、采沢大志、仁藤真吾、

菅原香里、湯浅智儀、栗原良樹、
中村雄大、梅田正和、栗田京助、
田村智將、吉川昌宏

（ 9）平成21年度上部消化管検査認定者
　　準指導員：山田淳一
（10）平成21年度CT認定者
　　準指導員： 佐々木剛、関根　貢、湯浅智儀、

梅田正和、安江章則、染野智弘、
志藤正和、双木邦博、中村雄大、

（11）第25回埼玉放射線学術大会
　　開催日時：平成22年3月14日
　　場　　所：大宮ソニックシティ
　　参　加　者：357名
（12）協力ならびに後援した団体（順不同）
　　（社）日本放射線技師会
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　　北関東地域放射線技師会
　　日本放射線技術学会東京部会
　　（社）埼玉県医師会
　　東京・埼玉医用乳房画像研究会
　　埼玉医用画像研究会
　　埼玉消化管撮影研究会
　　埼玉臨床画像研究会

3．編集・情報活動報告

（ 1）編集活動報告
　平成21年度の編集活動として、会誌「埼玉放射
線」の発行を第57巻第206号から第58巻第212号ま
で、計7回発刊いたしました。特に平成22年より、
発行月を奇数月に変更しております。また、学術
委員会との合同企画として学術特集を3回掲載い
たしました。
（ 2）情報活動報告
　ア「会員向けHP」
　　 1）学術案内（52件）
　　 2）巻頭言（6件）
　イ「一般向けHP」
　　 1）2地区市民公開講座「股関節」
　　 2）県民公開講座「骨密度」
　　 3）第23回川越市健康まつり
　　 4）第8回さいたま市健康フェア
　ウ「CGIによる申し込みフォームの作成」
　　 1）埼玉放射線学術大会演題
　エ「メールマガジン配信」
　　 1）14件　no21
　オ「サーバーの引越し」
　　 1）レンタルサーバの契約変更・引越を実施

4．役員・委員研修会

　　開催日時： 平成21年09月26日（土）～27日
（日）

　　場　　所：タワーホール船堀
　　参　加　者：12名

5．福利・厚生活動

（ 1）第34ソフトボール大会
　　開催日時：平成21年11月8日（日）
　　場　　所：東京石油保険組合東松山グランド
　　参　加　者：14チーム226名
　　優　　勝：上尾中央総合病院
　　準　優　勝：ポッキーズ
　　第　三　位：遊愛
（ 2）第24回ゴルフ大会
　　開催日時：平成21年9月13日（日）
　　場　　所：大麻生ゴルフ場
　　参　加　者：23名
　　優　　勝：石井　忠
　　　　　　　（岩槻脳神経外科病院）
　　準　優　勝：中山　進
　　　　　　　（深谷赤十字病院）
　　第　三　位：塚越　昇
　　　　　　　（熊谷総合病院）
（ 3）平成22年新春の集い
　　開催日時：平成22年1月8日（金）
　　場　　所：大宮サンパレス
　　参　加　者：102名
　　　　会員57名（新入会員8名）、賛助会員45名

6．財務報告

　決算関係報告は総会にて行う。

7．公益活動

（ 1）平成21年度医療画像展（秩父会場）
　　開催日時：平成21年6月7日（日）
　　場　　所：秩父市保健センター
（ 2）平成21年度医療画像展（越谷会場）
　　開催日時：平成21年9月27日（日）
　　場　　所：越谷市役所庁舎
（ 3）平成21年度医療画像展（さいたま会場）
　　開催日時：平成21年10月4日（日）
　　場　　所：さいたまスーパーアリーナ
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（ 4）平成21年度医療画像展（深谷会場）
　　開催日時：平成21年10月25日（日）
　　場　　所：深谷ビックタートル
（ 5）平成21年度医療画像展　　（所沢会場）
　　開催日時：平成21年11月8日（日）
　　場　　所：所沢市保健センター
（ 6）平成21年度医療画像展　　（川越会場）
　　開催日時：平成21年11月8日（日）
　　場　　所：川越市総合保健センター
（ 7  ）平成21年度医療画像展　市民公開講座　（所
沢会場）

　　開催日時：平成22年1月24日（日）
　　場　　所：所沢ミューズキューブホール
（ 8）平成21年度医療画像展（入間会場）
　　開催日時：平成22年3月14日　（日）
　　場　　所：入間市健康福祉センター
（ 9  ）平成21年度医療画像展　県民公開講座（さ
いたま会場）

　　開催日時：平成22年3月14日（日）
　　場　　所：大宮ソニックシティ
（10）平成21年度医療画像展　（浦和会場）
　　開催日時：平成22年3月20日（土）
　　場　　所： さいたま市市民活動サポートサン

ター
（11）X線診療施設の漏洩線量測定事業
　13施設25回の漏洩線量測定業務を行った。

8．地区報告

第一地区
地区理事　　八木沢　英樹
地区役員　　橋本　里見　　太田　良平
　　　　　　阿野　匡昭　　宮澤　浩治
　　　　　　佐藤　吉海　　浜野　洋平
　　　　　　城處　洋輔　　田村　源
　　　　　　斉藤　美智子
（ 1  ）第1回地区役員会
　　開催日時：平成21年4月24日19時～20時30分

　　場　　所：埼玉社会保険病院　第2回会議室
　　参　加　者：6名
（ 2）第1回地区勉強会
　　開催日時：平成21年6月26日19時～20時30分
　　場　　所：済生会川口総合病院
　　内　　容： 肺がんCT検診認定技師制度につ

いて
　　講　　師：埼玉社会保険病院　星野　弘
　　内　　容：急性腹症のCT画像の見方
　　講　　師：済生会川口総合病院　富田　博信
　　内　　容： 埼玉県放射線技師会認定制度につ

いて
　　講　　師：埼玉社会保険病院　橋本　里見
　　参　加　者：32名
（ 3  ）第一地区・第六地区合同　「第8回さいたま
市健康フェアー」に参加

　　開催日時：平成21年10月4日10時～15時
　　場　　所： さいたまスーパーアリーナ1階

（展示場）
　　参加実行委員：15名
　　骨密度測定人数：348名
　さいたま市健康フェアーお疲れ様会
　　場　　所：新都心　チムニー
　　参　加　者：11名
（ 4）第2回地区役員会
　　開催日時：平成21年10月8日19時～20時30分
　　場　　所：埼玉社会保険病院　第1会議室
　　参　加　者：6名
（ 5）第2回地区勉強会
　　開催日時：平成21年11月25日19:00～21:00
　　場　　所： さいたま市立病院　2F　サービ

ス棟会議室
　　ア、会員発表
　　内　　容：当院での3TMRIの使用経験
　　講　　師：さいたま市立病院　佐藤　吉海
　　内　　容：1.5TMRIの下肢血管非造影検査
　　講　　師：済生会川口総合病院　浜野　洋平
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　　内　　容： 当院における乳腺1.5TMRI検査に
ついて

　　講　　師：埼玉社会保険病院　芦苅　雄一郎
　　イ、メーカー紹介
　　内　　容： 「MRIとCTを中心とした3Dワー

クステーション」
　　　　　　　 ボ リ ュ ー ム ア ナ ラ イ ザ ー

SYNAPSEVINCENT:実機操作有
　　講　　師：（株）富士フィルムメディカル
　　　　　　　埼玉支社　藤倉　可奈　氏
　　ウ、装置見学会　3TMRIの見学
　　参　加　者：28名
（ 6）第3回地区役員会
　　開催日時：平成22年1月15日19:00～20:30
　　場　　所：埼玉社会保険病院　第3会議室
　　参　加　者：5名
（ 7）第3回地区勉強会
　　開催日時：平成22年3月5日19:00～21:00
　　場所：済生会川口総合病院　地下1階食堂
　　ア、メーカー講演
　　内　　容：「実験　高濃度バリウムと添加剤」
　　講　　師：（株）カイゲン　営業企画推進部
　　　　　　　永長　正樹　氏
　　イ、特別講演
　　内　　容： 「NPO法人　日本消化器がん検診

精度管理機構　胃がんX線検診　
新しい基準撮影法」

　　講　　師：東京都予防医学協会　放射線部
　　　　　　　次長　佐藤　清二　氏
　　ウ、総会
　　参　加　者：30名
（ 8）「わくわくさいたまいきいき祭り」に参加
　　開催日時：平成22年3月20日10:00～16:00
　　場　　所： さいたま市市民活動サポートセン

ター（コムナーレ9F）
　　主　　催：アシスト浦和21
　　参　加　者：実行委員15名

　　骨密度測定人数：165名
　　わくわくさいたまいきいき祭りのお疲れ様会
　　参　加　者：9名

第二地区
　　会　長（地区理事）　　　肥沼　武司
　　副会長　　武田　義昭
　　監　事　　奥田　　覚　　園部　明彦
　　会　計　　藤井　大悟
　　役　員　　霜田　哲徳　　瀧澤　　誠
　　　　　　　野地　敦樹　　今井　真仁
　　　　　　　伊藤　寿哉　　柴　　俊幸
　　　　　　　千田　俊秀
（ 1）地区役員会
　　開催日時：平成21年3月10日
　　場　　所：入間市
　　参　加　者：8名
（ 2）親睦花見会
　　開催日時：平成21年4月5日（日）
　　場　　所：稲荷山公園
　　参　加　者：32名
（ 3）地区役員会
　　開催日時：平成21年5月13日（水）18:30～
　　場　　所：石心会狭山病院
　　参　加　者：7名
（ 4）地区役員会
　　開催日時：平成21年4月24日（金）18:30～
　　場　　所：入間市
　　参　加　者：7名
（ 5）第1回勉強会
　　開催日時：平成21年5月22日（金）18:30～
　　場　　所：所沢市保健センター
　　内　　容：「大動脈解離」
　　講　　師：石心会狭山病院　藤井　大悟
　　内　　容：「胸部単純X線写真読影」
　　講　　師：防衛医科大学校病院　吉原　信幸
　　内　　容：「フェイスストレッチング
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　　　　　　　-患者さんへの印象を上げる工夫」
　　講　　師：Color Presents・荒岡 真由美 氏
　　参　加　者：52名
（ 6）地区役員会　地区会誌発行
　　開催日時：平成21年7月2日（木）18:30～
　　場　　所：国立障害者リハビリセンター
　　参　加　者：6名
（ 7）第2回勉強会・納涼会
　　開催日時：平成21年7月17日（金）18:30～
　　場　　所：所沢市保健センター
　　内　　容：「腰椎変性疾患」
　　講　　師：豊岡第一病院　霜田　哲徳
　　内　　容： 「基礎講演：救急での頭部CTの役

割」
　　講　　師：石心会狭山病院　伊藤　寿哉
　　参　加　者：45名
（ 8）地区役員会
　　開催日時：平成21年7月28日（火）18:30～
　　場　　所：入間市
　　参　加　者：6名
（ 9）第3回勉強会
　　開催日時：平成21年9月18日（金）18:30～
　　場　　所：圏央所沢病院
　　内　　容：「1.5TMRI装置の最新技術」
　　講　　師：日立メディコ　市川　真仁　氏
　　内　　容： 「放射線科の紹介～24時間救急体

制、フィルムレス環境に関して
～」

　　講　　師：圏央所沢病院　吉澤　康宏
　　内　　容：施設見学
　　参　加　者：40名
（10）地区役員会
　　開催日時：平成21年10月20日（火）18:30～
　　場　　所：国立障害者リハビリセンター
　　参　加　者：8名
（11）医用画像展（所沢市健康まつり）
　　開催日時：平成20年11月8日（日）10:00～

　　場　　所：所沢市保健センター
　　来　場　者：健康まつり800名
　　　　　　　医用画像展450名
　　　　　　　骨密度測定330名
（12）ソフトボール大会
　　開催日時：平成20年11月8日（日）8:30～
　　場　　所：東松山市
　　参　加　者：13名
（13）地区役員会　地区会誌発行
　　開催日時：平成20年11月12日（木）18:30～
　　場　　所：国立障害者リハビリセンター
　　参　加　者：6名
（14）第4回勉強会
　　開催日時：平成20年11月20日（木）18:30～
　　場　　所：所沢市保健センター
　　内　　容： 「マンモグラフィ～男性技師の接

遇～」
　　講　　師：原田病院　瀧澤　誠
　　内　　容「急性腹症　CTの見方」
　　講　　師：済生会川口総合病院　富田　博信
　　参　加　者：42名
（15）忘年会
　　開催日時：平成20年12月4日（金）19:00～
　　場　　所：所沢市
　　参　加　者：18名
（16）地区役員会
　　開催日時：平成20年1月18日（月）18:30～
　　場　　所：国立障害者リハビリセンター
　　参　加　者：9名
（17）第8回市民公開講座
　　開催日時：平成21年1月24日（日）14:00～
　　場　　所：所沢ミューズ　キューブホール
　　内　　容： 「股関節症の検査について～先天

性股関節脱臼の予防も含めて～」
　　講　　師：豊岡第一病院佐々木　拓哉
　　内　　容： 「理学療法～家庭でできる理学療

法～」
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　　講　　師：国立障害者リハビリセンター
　　　　　　　岩崎　洋　氏
　　内　　容：「カルシウムと骨について」
　　講　　師：国立障害者リハビリセンター
　　　　　　　繁田　文子　氏
　　内　　容： 治療について　～人工関節置換術

ほか～
　　講　　師：国立病院機構　西埼玉中央病院
　　　　　　　北里　精一朗　先生
　　参　加　者：88名
（19）医用画像展（入間市健康まつり）
　　開催日時：平成21年3月14日（日）10:00～
　　場　　所：入間市健康福祉センター
　　来　場　者：医用画像展300名
（20）第5回勉強会　定期総会
　　ア、勉強会
　　開催日時：平成21年3月19日（金）18:30～
　　場　　所：所沢市保健センター
　　内　　容：「CTO」
　　講　　師：所沢ハートセンター　柴　俊幸
　　内　　容： 「ハイブリッドCT画像　原理と可

能性」
　　講　　師：防衛医科大学校病院　高木　聡志
　　参　加　者：30名
　　イ、定期総会
　　参　加　者：17名

第三地区
　地区理事　澁市　直紀
　役　　員　星野　孝之　　沼本　健一
　　　　　　永井　敦志　　戸矢　雅人
　　　　　　河村　悦嗣
　会計幹事　佐治　明
　会計監査　今井　昇
（ 1）第1回勉強会　（役員会）
　　開催日時： 平成21年6月25日 木曜日 19:00～
　　場　　所： 埼玉医科大学総合医療センター5

階小講堂
　　内　　容： 「新方式直接変換FPDについて

（AMULET）」
　　講　　師：FujiFilmMedical営業推進本部
　　　　　　　X線モダリティ部　宮野　武晴
　　内　　容： 「乳がん検診におけるMMGの役

割
　　　　　　　（石灰化を有するDCISについて）」
　　講　　師：埼玉医科大学総合医療センター
　　　　　　　中央放射線部　橋本　美代子
　　参　加　者：28名
（ 2）納涼会
　　開催日時：平成21年8月1日
　　場　　所： 川越プリンスホテルブッフェレス

トランエトワール
　　参　加　者：14名（新人会員3名、会員11名）
（ 3）ボーリング大会（役員会）
　　開催日時：10月21日19：00～21：00
　　場　　所：川越ボーリングセンター
　　参　加　者：23名
（ 4）第23回　川越健康まつり
ア、設営準備
　　開催日時：平成21年11月7日（土）13:00～
　　参　加　者： 11名（理事、地区役員5名　協力

会員2名　メーカー3名）
イ、 川越健康まつり　テーマ・川越みんなの健康
プラン　家族そろって健康づくり

　　開催日時：平成21年11月8日（日）8:30～
　　場　　所：川越総合保健センター
　　参　加　者： 11名（理事、地区役員5名　協力

会員2名　メーカー3名）
　　 1）あなたのための医療画像展』コーナー
　　　　パネル展示とその説明
　　 2）各種放射線検査についての説明
　　 3）乳房用X線撮影装置の説明
　　 4） ワークステーション（Konica & GE 

yokogawa）体験
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　　 5） 来場者に川越お菓子屋横丁ご用達　駄菓
子の景品配布

　　 6）医療画像に関するクイズ
　　　　一般参加：759名（総数3,063名）
（ 5）第2回勉強会
　　開催日時：平成21年11月26日（木）19:00～
　　場　　所： 埼玉医科大学国際医療センター　

C棟1階　カンファレンスルーム
13

　　内　　容： 埼玉医科大学国際医療センターの
PETの役割、検査について」

　　講　　師： 埼玉医科大学国際医療センター　
礒部　千恵

　　内　　容： 「埼玉医科大学国際医療センター
のPET装置について（装置、施
設見学）」

　　講　　師： 埼玉医科大学国際医療センター　
高橋　強悦

　　参　加　者：16名
（ 6）新年会
　　開催日時：平成22年1月29日（金）　19：00～
　　場　　所： 和風居酒屋  旬天旬菜  然（ぜん）
　　参　加　者：20名
（ 7）第3回勉強会
　　開催日時：平成22年3月25日　（木）　19:00～
　　場　　所： 埼玉医科大学総合医療センター　

5F　小講堂
　　内　　容 ：「MRIによる脳血流動態評価ASL

（Arterial Spin Labeling）脳パフュ
ージョン検査の基礎的検討」

　　講　　師： 埼玉医科大学病院　中央放射線部
　柳下　友明

　　参　加　者：28名
（ 8）平成21年度総会　（役員会）
　　開催日時：平成22年3月25日（木）　19:00～
　　内　　容： 事業報告・会計報告及び平成22年

度事業計画（案）・予算（案）

　　参　加　者：28名（委任状90名）

第四地区
　会　長（地区理事）長谷川　英治
　副会長　　　　　　山田　伸司
　会　計　　　　　　山崎　由紀敏
　地域担当　　　　　尾川　光弘　　斉藤　幸夫
　　　　　　　　　　小林　茂幸　　吉田　真一
　　　　　　　　　　萩原　貴之
　監　事　　　　　　萩元　孝　　　白石　雄一
（ 1）地区役員会
　　開催日時：平成21年4月15日（水）18：30～
　　場　　所：深谷赤十字病院　6名参加
（ 1）医療画像展
　　開催日時：平成21年6月7日（日）10：00～
　　場　　所：秩父市保健センターまつり
　　実行委員：14名
　　来　場　者：約250名
　　頸動脈エコー実施者：120名
　　骨密度測定実施者：140名
（ 2）地区勉強会
　　開催日時：平成21年6月18日（木）18：30～
　　場　　所：さくらめいと　第1会議室
　　内　　容：最近のPACS動向について
　　講　　師：コニカミノルタヘルスケア
　　　　　　　久保　雄一　氏
　　参　加　者：38名
（ 3）地区役員会
　　開催日時：平成21年7月10日（金）18：30～
　　場　　所：深谷赤十字病院　参加者　7名
（ 4）平成21年度第4地区納涼会
　　開催日時：平成21年7月31日（金）19：00～
　　場　　所：熊谷市　大衆割烹　車屋
　　参　加　者：43名
（ 5）平成21年度深谷市健康まつり打合せ会議
　　開催日時：平成21年8月3日（月）13：00～
　　場　　所：深谷市役所
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　　参　加　者：1名
（ 6）地区勉強会
　　開催日時：平成21年9月17日（木）18：30～
　　場　　所：さくらめいと　第1会議室
　　内　　容： 注腸検査におけるニフレック・ガ

スモチン法での使用経験
　　講　　師：筑波メディカルセンター病院
　　　　　　　竹林　浩孝
　　内　　容：注腸検査における前処置の重要性
　　講　　師：深谷赤十字病院　中山　進
　　参　加　者：53名
（ 7）地区役員会
　　開催日時：平成21年9月17日（木）20：30～
　　場　　所：さくらめいと　第1会議室
　　参　加　者：7名
（ 8）深谷市健康まつり　医療画像展
　　開催日時：平成21年10月25日（日）10：00～
　　場　　所：深谷市ビッグタートル
　　実行委員：14名
　　来　場　者：約200名
　　骨密度測定実施者：173名
（ 8）埼玉県放射線技師会ソフトボール大会
　　開催日時：平成21年11月8日（日）9：00～
　　場　　所：東京石油健保組合東松山グランド
　　参　　加：1チーム　15名
（ 9）地区勉強会
　　開催日時：平成21年11月12日（木）18：30～
　　場　　所： 埼玉県立循環器・呼吸器病セン

ター
　　内　　容：CT最新情報のご紹介（PHILIPS）
　　講　　師： ㈱フィリップスエレクトロニクス

ジャパン　北織　潤一　氏
　　内　　容： フィリップスBrilliance iCTの使

用経験
　　講　　師： 埼玉県立循環器・呼吸器病セン

ター　平野　幸夫
　　内　　容： 128列（256スライス）CTの焦点

偏向機構によるヘリカルアーチ
ファクトの検討

　　講　　師： 埼玉県立循環器・呼吸器病セン
ター　高橋　彩子

　　参　加　者：47名
（10）平成21年度第4地区忘年会
　　開催日時：平成21年11月25日（水）19：00～
　　場　　所：キングアンバサダーホテル熊谷
　　参　加　者：56名
（11）地区役員会
　　開催日時：平成22年2月1日（木）18：30～
　　場　　所：深谷赤十字病院
　　参　加　者：8名
（12）平成21年度第4地区監査会および反省会
　　開催日時：平成22年2月25日（木）19：00～
　　場　　所：さくら水産AZ熊谷店
　　参　加　者：10名
（13）地区勉強会　総会
　　ア、勉強会
　　開催日時：平成22年3月11日（木）18：30～
　　場　　所：さくらめいと　第2会議室
　　内　　容：FPDシステムの現状と展望
　　講　　師：富士フイルムメディカル株式会社
　　　　　　　関東MSセンター  宮野  武晴  氏
　　内　　容： 3Dワークステーション SYNAPSE 

VINCENTのご紹介
　　講　　師：富士フイルムメディカル株式会社
　　　　　　　北関東地区営業本部 藤倉 可奈 氏
　　イ、総会
　　 平成21年度埼玉県放射線技師会第4地区会総会
　　参　加　者：43名

第五地区
　　地区理事　矢崎　一郎
　　地区役員　上田　圭二　　大嶋　健悟
　　　　　　　金子　初穂　　鈴木　　孝
　　　　　　　中村　禎志　　中村　正之
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　　　　　　　町永　努　　　矢部　智
（ 1）地区役員会
　　開催日時：平成21年5月22日（金）18:30～
　　場　　所： 獨協医科大学越谷病院　参加8名
（ 2）第五地区親睦ゴルフ大会
　　開　催　日：平成21年5月31日（日）
　　場　　所：足利カントリー飛駒コース
　　参　加　者：17名
（ 3）越谷市民祭り事業室会議
　　開催日時：平成21年6月23日（火）14:00～
　　場　　所：越谷中央公民館
　　参　加　者：1名
（ 4）地区勉強会
　　開催日時：平成21年7月10日（金）18:30～
　　場　　所：春日部市立病院
　　内　　容： 一般撮影への取り組み方　撮影の

コツ
　　講　　師：春日部市立病院　工藤　年男
　　参　加　者：67名
（ 5）懇親会
　　開催日時：平成21年7月10日（金）21:00～
　　場　　所：日本海庄や春日部店
　　参　加　者：15名
（ 6）越谷市民祭り事業室会議
　　開催日時：平成21年7月14日（火）14:00～
　　場　　所：越谷中央公民館
　　参　加　者：1名
（ 7）越谷市民祭り事業室会議
　　開催日時：平成21年9月15日（火）14:00～
　　場　　所：越谷中央公民館
　　参　加　者：1名
（ 8）地区役員会
　　開催日時：平成21年9月18日（金）18:30～
　　場　　所：獨協医科大学越谷病院
　　参　加　者：7名
（ 9）越谷市民祭り
　　開催日時： 平 成21年9月27日（ 日 ）9:00～

15:00
　　場　　所：越谷市役所内
　　参　加　者：実行委員7名
　　医療画像展来場者：約300人
　　骨密度測定：288名
（10）地区ゴルフ大会
　　開　催　日：平成21年11月3日（火）
　　場　　所： 千葉カントリークラブ北越谷パブ

リックコース
　　参　加　者：20名
（11）地区役員会
　　開催日時：平成21年11月27日（金）
　　場　　所：越谷　花の舞
　　参　加　者：9名
（12）地区総会
　　開催日時：平成22年2月19日（金）18:45～
　　場　　所：越谷中央市民会館
　　参加者：30名
（13）地区勉強会
　　開催日時：平成22年度2月19日（金）19:00～
　　場　　所：越谷中央公民館
　　内　　容：CTの物理特性
　　講　　師：済生会川口病院　城處　洋輔
　　内　　容：モニター診断の基礎知識
　　講　　師：獨協医科大学越谷病院
　　　　　　　諏訪　和明
　　参　加　者：30名
（14）懇親会
　　開催日時：平成22年2月19日（金）
　　場　　所：越谷　花の舞
　　参　加　者：10名

第六地区
　　会　長　（地区理事）　石川　直哉
　　副会長　高嶋　豊
　　監　事　新井　俊吉　　濱守　　誠
　　学　術　北澤　健司　　佐々木　健
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　　　　　　横山　　寛　　吉野　潤一
　　広　報　小川原佳和
　　総　務　榎本　雅彦　　大角　哲也
　　会　計　岡田　智子　　中島　有里
（ 1）地区役員会
　　開催日時：平成21年4月9日（木）
　　場　　所：さいたま赤十字病院
　　参　加　者：10名
（ 2  ）地区役員会・地区会報『Lock ON』第1号
発行

　　開催日時：平成21年5月9日（木）
　　場　　所：さいたま赤十字病院
　　参　加　者：10名
（ 3）第8回さいたま市健康フェア準備会
　　開催日時：平成21年6月2日（火）
　　場　　所：さいたま市保健センター
　　参　加　者：1名
（ 4）第1回定期講習会
　　開催日時：平成21年6月11日（木）
　　場　　所：さいたま赤十字病院
　　内　　容：テーマ1「大動脈解離について」
　　講　　師：指扇病院　石川　直哉
　　内　　容： テーマ2「当院での接遇における

取り組み」
　　講　　師： 上尾中央総合病院　組織管理課　

課長　柿崎　守光　氏
　　参　加　者：36名
（ 5）納涼会
　　開催日時：平成21年7月10日（金）
　　場　　所：おだいどころ はなれ 大宮東口店
　　参　加　者：40名
（ 6）第3回　第6地区ボーリング大会
　　開催日時：平成21年8月8日（土）
　　場　　所：スポルト上尾スポーツレーンズ
　　参　加　者：20名
（ 7  ）地区役員会・地区会報『Lock ON』第2号
発行

　　開催日時：平成21年9月10日（木）
　　場　　所：さいたま赤十字病院
　　参　加　者：8名
（ 8）第8回さいたま市健康フェア
　　開催日時：平成21年10月4日（日）
　　場　　所：さいたまスーパーアリーナ
　　参　加　者：3名（実行委員）
（ 9）埼玉県放射線技師会
　　第33回ソフトボール大会参加
　　開催日時：平成21年11月8日（日）
　　参　加　者：25名
（10）第二回定期講習会
　　開催日時：平成21年11月12日（木）19:00～
　　場　　所： さいたま赤十字病院　本館5階　

第三会議室
　　内　　容： テーマ『診療放射線技師の読影に

ついて』
　　講　　師： 丸山記念総合病院　医療技術部　

芦葉　弘志
　　内　　容： テーマ『3Dワークステーション

SYNAPSEVINCENTについて』
　　講　　師：富士フイルムメディカル
　　　　　　　 ITソリューション事業本部事業

推進部
　　　　　　　事業企画グループ 杉田 匡之 氏
　　参　加　者：31名
（11）忘年会
　　開催日時：平成21年11月27日（金）19:00～
　　場　　所：「酒庵梟」　東口店
　　参　加　者：25名
（12 ）地区役員会・地区会報『Lock ON』第3号
発行

　　開催日時：平成21年2月5日（木）
　　場　　所：さいたま赤十字病院
　　内　　容：地区会報『Lock ON』第4号発行
　　参　加　者：8名
（13 ）第六地区会定期総会及び、平成21年度第3回
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定期総会
　　開催日時：平成22年2月25日（木）19:00～
　　場　　所： さいたま赤十字病院本館4階成人

病センター
　　内　　容： テーマ『医療被ばく低減施設認定

取得報告』
　　講　　師：上尾中央総合病院　佐々木　健
　　参　加　者：20名

9．研究会活動

（ 1）医用画像研究会
　　読影支援業務（胸部単純、MMG、上部消化管）
　　開催日時：毎週月曜日、金曜日
　　場　　所：（社）埼玉県放射線技師会センター
（ 2）埼玉医用乳房画像研究会
ア、第14回東京・埼玉医用乳房画像研究会
　　開催日時：平成21年5月17日
　　場　　所：さいたま赤十字病院
　　内　　容：デジタル画像の基礎知識
　　　　　　　 乳房用X線装置の受入試験と不変

性試験
　　　　　　　 医用モニタの基礎から品質管理ま

で
　　講　　師：根岸　徹、大塚　恭一
　　参　加　者：84名
イ、第15回東京・埼玉医用乳房画像研究会
　　開催日時：平成21年6月14日
　　場　　所：さいたま赤十字病院
　　内　　容：乳癌取扱い規約　第16版　臨床編
　　　　　　　乳癌取扱い規約　第16版　病理編
　　　　　　　症例検討
　　講　　師：田中　宏、永井　祥子
　　参　加　者：83名
ウ、第1回デジタル勉強会
　　開催日時：平成21年6月25日
　　場　　所：さいたま赤十字病院
　　内　　容： DICOMデ ー タ の 抽 出 方 法 と

ImageJの使い方
　　講　　師：土田　拓治
　　参　加　者：6名
エ、平成21年度・東京埼玉医用乳房画像研究会総
集編1
　　開催日時：平成21年8月30日
　　場　　所：さいたま赤十字病院
　　内　　容： 「マンモグラフィの基礎」「品質管

理」「自動現像機」「線量・線質」
「超音波」

　　講　　師： 土田拓治、尾形智幸、越沼沙織、
中島有里、新島正美、小林　剛、
田中　宏、石栗一男、堀江好一、
高島優子、落合多恵、瀬尾芳子、
壬生慎治、永井祥子、根岸　徹、
熊谷史範、斉藤弘巳、堀江直子、
山下恵永

　　参　加　者：92名
オ、平成21年度・東京埼玉医用乳房画像研究会総
集編2
　　開催日時：平成21年9月13日
　　場　　所：さいたま赤十字病院
　　内　　容： 「装置の構成」「ポジショニング」

「デジタル」
　　　　　　　「臨床画像評価」「病理」
　　講　　師： 土田拓治、尾形智幸、越沼沙織、

中島有里、新島正美、小林　剛、
田中　宏、石栗一男、堀江好一、
高島優子、落合多恵、瀬尾芳子、
壬生慎治、永井祥子、根岸　徹、
熊谷史範、斉藤弘巳、堀江直子、
山下恵永

　　参　加　者：110名
カ、平成21年度・東京埼玉医用乳房画像研究会総
集編3
　　開催日時：平成21年10月4日
　　場　　所：さいたま赤十字病院
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　　内　　容： 「マンモグラフィの読影」「読影実習」
　　　　　　　「読影練習と読影解説」
　　講　　師： 土田拓治、尾形智幸、越沼沙織、

中島有里、新島正美、小林　剛、
田中　宏、石栗一男、堀江好一、
高島優子、落合多恵、瀬尾芳子、
壬生慎治、永井祥子、根岸　徹、
熊谷史範、斉藤弘巳、堀江直子、
山下恵永

　　参　加　者：103名
キ、東京埼玉マンモグラフィ検診従事者講習会
　　開催日時：平成21年10月17日、18日
　　場　　所：さいたま赤十字病院
　　内　　容： NPO精度管理中央委員会の規定

に基づく
　　講　　師： 土田拓治、尾形智幸、越沼沙織、

中島有里、新島正美、小林　剛、
田中　宏、石栗一男、堀江好一、
高島優子、落合多恵、瀬尾芳子、
壬生慎治、永井祥子、根岸　徹、
熊谷史範、斉藤弘巳、堀江直子、
山下恵永、岡田智子

　　参　加　者：49名
ク、茨城県マンモグラフィ検診従事者講習会
　　開催日時：平成22年1月30日、31日
　　場　　所：東京医大土浦医療センター
　　内　　容： NPO精度管理中央委員会の規定

に基づく
　　講　　師： 尾形智幸、越沼沙織、田中　宏、

石栗一男、堀江直子
　　参　加　者：50名
（ 3）埼玉消化管撮影研究会活動報告
ア、第24回　埼玉消化管撮影研究会
　　開催日時：平成21年5月9日（土）16：00～
　　場　　所：さいたま赤十字病院5F講堂
　　内　　容： 今だから聞ける上部消化管撮影法

（DR撮影を含めて）

　　講　　師：早期胃癌検診協会　工藤　泰
　　内　　容：症例検討
　　講　　師：早期胃癌検診協会　工藤　泰
　　参　加　者：46名
イ、第25回　埼玉消化管撮影研究会
　　開催日時：平成21年6月27日（土）15：00～
　　場　　所：さいたま赤十字病院5F第3会議室
　　内　　容： 今だから聞ける注腸X線検査撮影

法、造影法、精度管理法
　　講　　師： 埼玉県立循環器呼吸器病センター

腰塚慎二
　　内　　容： 見逃さないための注腸X線検査読

影法
　　講　　師： 埼玉県立循環器呼吸器病センター

腰塚慎二
　　参　加　者：61名
ウ、第26回　埼玉消化管撮影研究会
　　開催日時：平成21年7月26日（日）12：00～
　　場　　所：深谷赤十字病院1F多目的ホール
　　内　　容： バリウムメーカー3社による製品

案内
　　　　　　　今だから聞ける上部消化管撮影法
　　　　　　　 NPO日本消化器がん検診精度管

理評価機構が推奨する上部消化管
撮影のポイント

　　講　　師：早期胃癌検診協会　工藤　泰
　　内　　容： 今だから聞ける注腸X線検査撮影

法、造影法、精度管理法
　　講　　師： 埼玉県立循環器呼吸器病センター

腰塚慎二
　　参　加　者：51名
エ、埼玉馬場塾
　　開催日時：平成21年8月22日（土）15：00～
　　場　　所：深谷赤十字病院多目的ホール
　　内　　容： 早期胃がんX線診断の基本につい

て
　　講　　師：早期胃癌検診協会　馬場　保昌氏
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　　内　　容：症例検討
　　講　　師：早期胃癌検診協会　吉田　諭史
オ、第27回　埼玉消化管撮影研究会
　　開催日時：平成21年11月14日（土）15：00～
　　場　　所：埼玉県立がんセンター南館講義室
　　内　　容： 上部消化管撮影法のレベルアップ

ディスカッション
　　　　　　　 前壁撮影における胃形別による撮

影方法や圧迫枕の使い方
　　講　　師：さいたま赤十字病院　大森　正司
　　　　　　　レインボークリニック　志田　智樹
　　内　　容： 胃形別の撮影技術やBaが流出し

た時の対処法
　　講　　師： 所沢市市民医療センター
　　　　　　　千田　俊秀
　　内　　容： 胃X線読影法の基礎　～早期胃が

んを中心に～
　　講　　師：さいたま市民医療センター
　　　　　　　今出　克利
　　参　加　者：94名

カ、第28回　埼玉消化管撮影研究会
　　開催日時：平成22年2月28日（日）14：00
　　場　　所：さいたま赤十字病院第3会議室
　　内　　容： ニフレック（R）内用とガスモチ

ン（R）の併用による
　　　　　　前処置法
　　講　　師： 味の素ファルマ（株）関東信越支

店　松本　匡史　氏
　　内　　容： 注腸検査におけるニフレック・ガ

スモチン前処置
　　　　　　　～注意点と臨床評価について～
　　講　　師：慶応義塾大学病院　中村　祐二郎
　　内　　容： 注腸検査に必要なX線解剖と癌取

扱い規約
　　講　　師：さいたま赤十字病院　大森　正司
　　内　　容： アンケート調査に基づく下部消化

管撮影のポイント
　　講　　師：深谷赤十字病院　中山　進
　　参　加　者：53名
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平成21年度（社）埼玉県放射線技師会理事会審議事項
議案番号 審議日時 案件 事由および内容 顛末

第1回
常任理事会 常理－1 4月1日

埼玉県放射線管理士・機器
管理士部会役員の改選につ
いて

平成18年2月に部会が発足されて３年が経過し、数々の活
動を行ってきた。このたび、部会長の任期満了・退任に伴
い役員の改選を行いたい。

承認

部会長：
堀江好一（新任）
副部会長：
諸澄邦彦（留任）
橋本里見（新任）
委員：
結城朋子（新任）
他委員：全留任

第1回
常任理事会 常理－2 4月1日 総会時の特別講演の講演者、

テーマについて提案する マネージメントの基本的な内容をお願いする。 承認 提案通り

第1回
常任理事会 常理－3 4月1日

医療機器安全管理者講習会
（東京都放射線技師会主催）
の後援依頼

今回、2回目を迎え前回同様に本会としても支援したい。 承認 提案通り

第1回
理事会 理－4 5月8日 平成21年度SARTセミナー

開催について

新入会者促進のため平成21年度SARTセミナーを開催したい。
内容は日本放射線技師会および埼玉県放射線技師会活動の解
説、一般撮影に関する基礎的な学術講義等を予定している。

承認 提案通り

第1回
理事会 理－5 5月8日

第12回秩父保健センターま
つり参加に際し、予算案の
承認、展示パネル、のぼり
旗、骨密度測定装置の貸出
しについて

技師会活動の一環として第12回秩父保健センターまつりへ
参加をし、医療画像展を開催したい。パネル展示とその説
明、放射線医療の啓蒙活動、放射線検査の説明および医療
被ばくの相談、超音波装置の展示、頸動脈計測、骨密度測
定など。

承認 提案通り

第1回
理事会 理－6 5月8日 役員専用フリーダイヤルの

導入について

役員所属施設や役員個人の携帯電話から技師会センターへ
の電話連絡において、電話代を技師会負担とするため、フ
リーダイヤルを導入したい。なお、この件については、21
年度予算に組み入れ済み。

承認 A案で承認

第1回
理事会 理－7 5月8日

平成21年、22年度の総務・
学術・編集・情報・公益委
員会の委員選任について。

役員改編に伴い、各委員会における委員選任につきまして
承認をいただきたい。 承認 提案通り

第1回
理事会 理－8 5月8日

平成21年～22年度事業、既
存胸部、上部消化管認定講
習会開催について
CT認定講習会（仮称）の開
催について

既存認定講習会の開催と新たにCT認定講習会の開催につ
いて。
認定講習会を行うことにより会員の意識向上と、学術的知
識向上のため。

承認 提案通り

第1回
理事会 理－9 5月8日 表彰規程の改正について 平成20年11月改正の表彰規程について若干の不備があり改

正を審議していただきたい。 承認 提案通り

第2回
常任理事会 常理－10 6月10日

ソフトボール大会の開催日
時

11月8日（日）に東松山石油組合グランドにて開催予定。
（予約済み） 承認 提案通り

第2回
常任理事会 常理－11 6月10日

編集・情報委員の追加推薦
について

前年度編集・情報委員であった方から、今年度も編集・情
報委員として資したい旨の申し出があった。自ら埼玉県放
射線技師会に尽力したいという厚志を受け、編集・情報委
員会として協議した結果、追加推薦すべきとの結論に達し
た。編集・情報委員会は、埼玉放射線6月号実績において
100頁程度の編集・校正作業を行っており、委員の負担を
分散する意味でも、再委嘱は心強い。本件に付いて審議の
上、許可をいただきたい。

承認

ただし、1年 間
の活動実績を見
たうえで、正式
委嘱とする。

第2回
常任理事会 常理－12 6月10日

レンタルサーバの容量増強
（同一会社の別契約への変
更）に関する検討開始につ
いて
（契約先の会社変更は、ドメ
インサービスの状況から検
討案件から除外。）

現在、埼玉県放射線技師会のWebサイトは、ファースト
サーバ株式会社（本社：大阪、Yahoo関連企業、資本金3.6
億円）のレンタルサーバ上で稼動しており、メール等のイ
ンフラ機能全てを単一契約で担っている。現在の契約は、
契約時には適切であったと推察されるが、レンタル領域の
総容量が300MBと現在の爆発的なIT普及状況からは、かな
り少なく、現契約自体も新規契約は終了している。そこで、
現在のサービスから適切なコースを選択し、契約を更新す
る目的で、調査・検討を行いたいので承認願いたい。

承認 提案通り

第2回
常任理事会 常理－13 6月10日

埼玉県放射線技師会が発行
する「埼玉放射線」に、編
集・情報委員会から「原稿
依頼」を行った場合の、原
稿料の支払いに関する報酬
規定の作成について。

現状、埼玉放射線への執筆については、原稿料の支払い規
定がない。また、会員からの寄稿については、原則報酬の
支払いを想定していない。
しかし、良質な情報や著作については、それ相応の対価を
必要とすることが一般的となり、現在のスキームでは、会
員からの要望にも応えきれない。
そこで、埼玉放射線の内容拡充に向け、「編集・情報委員
会から」会員への啓発等を目的とし、記事・原稿の依頼を
行った場合に限り、会員・非会員を問わず、執筆者に報酬
を支払うべきと考えられるが、如何か。規定は、編集・情
報委員会でたたき台を作成し上程する。（ただし、役員に
対する執筆報酬は認めない方向としたい。）

承認
規程案を作成
し、次期理事会
へ提出とした。
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第2回
常任理事会 常理－14 6月10日

編集・情報委員の通信回線
使用に対する補助規定につ
いて

今年度から編集作業の電子化（電子データをダウンロード
して各自が校正後、委員会時に情報を持ち寄る）を実施し
たことで、作業の効率化・迅速化が行えており、校正品質
の向上にも寄与したと考えている。一方で、委員個人におけ
る通信回線の接続フィーが、通常のメールレベルとは大きく
異なる状況となっている事も事実で、数～数十MBのファイ
ルをダウンロードするために、通信インフラへの支出が無視
できない状況となっている。そこで、編集時に校正結果の報
告を前提として、通信費の補助を行うための規定を検討し
たいが如何か。（1回数百円程度で役員は対象としない。）

承認

内規案を作成
し、次期理事会
へ提出すること
とした。

第2回
常任理事会 常理－15 6月10日

Web配信するコンテンツの
責任分担に関する確認事項
について。

現状、技師会からWebにて配信するコンテンツ（Webサイ
ト・メールマガジンの内容）については、各理事からの依
頼をそのまま配信している。前回の編集・情報委員会で、
本運用における脆弱性を指摘する意見があった。
確認事項として、コンテンツの掲載許可に関する最終判断及
び、コンテンツの内容に関する適正性の判断が、どの時点にお
いて誰の権限か確認したい。最終責任：会長、配信の許可：
編集・情報委員長、コンテンツの内容責任：提案者で良いか。

承認 提案通り

第2回
常任理事会 常理－16 6月10日

埼玉県放射線技師会が運営
する会員専用Webサイト内
の、「予約」を含むCGIスク
リプトについて、有償高機
能版へ更新を行うための検
討を開始したい。

現在の予約に関するCGIスクリプトは、最低限の機能が動
作するのみで、拡張性に乏しい。現在、骨密度測定装置の
貸し出し予約システムを構築するための検討を行っている
が、現状のCGIスクリプトでは限界である。業務用との高
機能なCGIスクリプトは有償であるため、数万円程度のソ
フトウエアを購入する方向で検討を開始したい。

承認
委員会を発足さ
せ、検討するこ
ととした。

第2回
常任理事会 常理－17 6月10日

埼玉県放射線技師会のWeb
サイト内に、学術ライブラ
リを設ける提案について。

前提として、画像サーバの容量拡張が必要である。埼玉放
射線学術大会の発表後抄録等、埼玉放射線に収載された、
学術的に意義のあるドキュメントを電子データ化し（PDF
等）、埼玉県放射線技師会のWebサイト内に配したライブ
ラリ内に保管し、検索・閲覧可能な環境を構築することで、
会員の学術資料検索に役立てたい。

承認
委員会を発足さ
せ、検討するこ
ととした

第2回
常任理事会 常理－18 6月10日

編集・情報委員会では、「埼
玉放射線」に、各地区の掲示
板を設けたいと考えている。
これに伴い、地区役員に1頁
以上の原稿提供を責務とし
たいがよろしいか。

各地区の活動状況を埼玉放射線に収載するにあたり、1頁
以上の原稿を寄せてもらう。
内容は、地区役員の自由とするか、基本的なフォーマット
は提供する。各地区での予定や活動報告、話題や要望など
を地区役員が取材することで、各地区と埼玉県放射線技師
会会員との結びつきを強めたい。

承認 提案通り

第2回
理事会 理－19 7月1日 わたしたち診療放射線技師の

しごと」の小冊子増刷について
これから医療画像展などの公益活動が増えるため増刷をし
ておきたい。予定部数3000部、見積もり書別紙参照。 承認 提案通り

第2回
理事会 理－20 7月1日 スタッフジャンパーのク

リーニングについて

スタッフジャンパーのクリーニングは各地区ごとにお願い
する。領収書を公益委員会　中村まで提出してもらい結城
常任理事へ提出する。

承認 公益委員会で内
規を作成し対応

第2回
理事会 理－21 7月1日

第35回越谷市民祭りに参加
し、開催予定の医療画像展
における予算案の承認及び
展示パネル、骨密度測定装
置の貸し出しについて

第35回越谷市民祭りに参加し、医療画像展を開催したい。
放射線検査の説明及び医療被ばくの相談。パネル展示とそ
の説明。

承認 提案通り

第2回
理事会 理－22 7月1日

平成21年度事業計画におけ
る会員カード発行及び会員
データベース再構築を行う
にあたり委員会発足の必要
性について

カードの属性入力、運用方法また基になる会員データベース
再構築を検討するための委員会発足の必要性がある。理事
会及び常任理事会で検討するには開催回数と十分な時間が
必要であり委員会で骨子を検討し理事会で審議していく手法
が合理的である。委員会メンバーは案として総務・財務担当
理事に松田常任理事、肥沼理事を加え小川会長にはオブザー
バーとして参加していただく、ご審議をお願いしたい。

承認

第1回会議は、拡
大会議として、
次回からは、堀
江・橋本・松田・
肥沼・結城・田
中・矢部・学術
（1名選出）とする

第2回
理事会 理－23 7月1日

CT講習会受講料。提案　
5000円
会員、非会員の扱いなど
参考書：これだけは知って
おこうCT検査

他認定講習会と同一金額で行うのがよいと委員会で意見あ
り。高くしすぎない程度。 承認

全課程
会員：5000円
非会員：8000円
1日受講
会員2000円/日非
会員：3000円/日

第2回
理事会 理－24 7月1日

会場は大宮ソニックシティで開
催したいと考えていますので宜
しくご審議のほどお願いいたし
ます。会場予約ですが、大宮
ソニックシティは9月1日に予約す
るが、抽選になる可能性があ
り、一応、8月1日に県民活動セ
ンターは予約しておく。開催日
は3月14日（日曜日）として提案
させていただきます。

第25回大会の、平成23年度学術大会技術学会関東部会も開
催は埼玉で予定されているため合同で学術大会を行いた
く、その予行練習も兼ね、会場の導線、開催方法など経験
したい。合同開催においては各団体での理事会での審議が
必要であるが、前向きに検討していただきたいと思う。立
地、ネームバリューでの参加人数増加を見込む。新しい企
画（案）、予算（案）は別紙参照。

承認 （展示室）を広い会場へ変更
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第2回
理事会 理－25 7月1日 救急の講習会開催に関して。

内容は当直業務で技師として必要な知識及び、医師の求め
ているもの。講師は技師と医師の両方に依頼する。
今後は、埼玉県の認定講習会となるようにしたい。

承認 提案通り

第2回
理事会 理－26 7月1日

治療講習会の開催（仮称）
内容は別紙参照してくださ
い。

放射線治療において診療放射線技師が取得可能な認定資格
（医学物理士、放射線治療専門技師、放射線治療品質管理
士）の中で、今回は医学物理士にスポットをあてた講習会
を企画した。診療放射線技師が医学物理士の認定を受け、
品質管理や精度管理にかかわり、安全な放射線治療をどの
ように目指していくかを考える講習内容である。

承認
会費
埼玉会員：500円
非会員：1000円

第2回
理事会 理－27 7月1日

学術委員　追加推薦。さい
たま赤十字病院　大森正司
様を学術委員として推薦し
ますので、承認いただきた
く思いますので宜しくお願
いいたします。

もともと、埼玉消化管研究会でご尽力され、消化管認定講
習会でもお力をいただいている。今後、消化管関係の企画、
立案も是非お願いしたいと思う。また、講習会開催がさい
たま赤十字病院で多く開催されるため現地委員の増員して
いただければとも思う。学術委員会では是非委員に加わっ
ていただきたいと満場一致したので是非ご承認いただきた
い。

承認 提案通り

第2回
理事会 理－28 7月1日 社団法人埼玉県放射線技師

会内部規定の制定 別紙の通り 承認 一部修正

第2回
理事会 理－29 7月1日 編集・情報委員の追加推薦

について

新年度作業開始後に、前年度編集・情報委員であった栗田
裕樹氏から、今年度も編集・情報委員として資したい旨の
申し出があった。自ら埼玉県放射線技師会に尽力したいと
いう厚志を受け、編集・情報委員会として協議した結果、
追加推薦すべきとの結論に達した。編集・情報委員会は、
埼玉放射線6月号実績において100頁程度の編集・校正作業
を行っており、委員の負担を分散する意味でも、栗田氏の
再委嘱は心強い。
年度途中でもあるため、1年間の期限付き委員として追加
推薦したい。本件に付きまして、ご審議の上、許可を願い
たい。

承認 提案通り

第2回
理事会 理－30 7月1日

現在「埼玉放射線」では、
各地区で開催される研修会
やイベント等の情報を、各
地区からの申請により掲載
している。今後は、個別の
申請ではなく、「埼玉放射線」
上へ、各地区の掲示板スペー
スを設け、定期的な情報発
信に利用して欲しいと考え
ている。
これに伴い、地区役員に1頁
以上の原稿提出を責務とし
てお願いしたい。

各地区の活動状況を埼玉放射線に収載するにあたり、定期
原稿締め切り日程ベースで、1頁以上の原稿を寄せてもら
う。
内容は、地区役員の自由とするが、基本的なフォーマット
は提供可能とする。
各地区での予定や活動報告、話題や要望などを地区役員が
取材することで、各地区と埼玉県放射線技師会会員との結
びつきを強めたい。

承認 提案通り

第2回
理事会 理－31 7月1日

平成21年度埼玉県放射線技
師会ゴルフ大会の開催につ
いて

毎年、会員相互の親睦を深めるためにゴルフ大会を開催し
ているが、今年度も開催要望の声が上がっている。開催の
可否について審議を願いたい。

承認 提案通り

第2回
理事会 理－32 7月1日

平成22年度日本消化器がん
健診学会第42回放射線部会
学術総会の名義後援依頼に
ついて

平成22年2月20日群馬県県民健康科学大学にて開催予定の
表記総会学術大会の名義後援依頼が届いた。例年、本会は
この案件に対し後援し会長出席をしている。今回も同様に
承認したい。

承認 提案通り

第2回
理事会 理－33 7月1日 新入会員について 6月24日現在、新入会18名、再入会1名の承認をお願いした

い。 承認 提案通り

第3回
常任理事会 常理－34 8月5日

第25回埼玉放射線学術大会
において、学術委員会　公
益委員会共同により公益事業
の一環として、県民公開講座
の開催および内容について

医療画像展の開催
○パネルの展示　　○医療被ばく相談　　○骨密度測定
○骨粗鬆症に関しての講演（20分×3回）

継続
審議

事業案と予算案
を作成し、次期
理事会で検討と
した。

第3回
常任理事会 常理－35 8月5日

日本放射線技師会政治連盟
埼玉支部設立要請

従来の日本放射線技師会政治連盟は解体し、新執行部とな
り、選挙対策ではなく、政策を掲げ、それに賛同してくれ
る人を応援するシステムになった。

継続
審議

組織設立には賛
同するが、代表
者は理事外より
選出することと
して、次期理事
会へ提出とした。

第3回
常任理事会 常理－36 8月5日

埼玉県放射線技師会が発行
する「埼玉放射線」に、編
集・情報委員会から「原稿
依頼」を行った場合の、原
稿料の支払いに関する著作
物依頼規定の作成について。

前回の常任理事会に提案した、原稿料の支払いに関する規
定を策定したので、審議を願いたい。（要旨）著作権は、
埼放技。
原稿料は、初めの1000字まで3000円、それ以降1000字毎に
1000円、会員以外は50％増し。（会誌1頁全て文字の場合約
814字）

一部
修正
し承
認

別途、内規を作
成し、顧問税理
士にも相談をす
ることとした。
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第3回
理事会 理－37 9月2日

第８回市民公開講座の開催
予算案の承認、講師依頼の
連名での発行
骨密度装置の貸し出し

公益活動の一環として企画。所沢ミューズにて開催。
「股関節・膝関節」をテーマとした講演。
講演に技師・栄養士・PT・医師・人工関節メーカーなどを
予定。
放射線展としてパネル展示と骨密度計測を行う。

承認 提案通り

第3回
理事会 理－38 9月2日

第25回埼玉放射線学術大会
において、学術委員会　公
益委員会共同により公益事業
の一環として、県民公開講座
の開催および内容について

医療画像展の開催
○パネルの展示　　○医療被ばく相談　　○骨密度測定
○骨粗鬆症に関しての講演（20分×3回）

承認
広域に、広報を
することを追加
した。

第3回
理事会 理－39 9月2日

理事会ごとに各地区の会員
情報をCDにてパスワードを
かけ渡す

これまで年に１回、会員情報を各地区理事に渡していたが、
理事会ごとに渡す。 承認

セキュリティー
に留意すること
を加えた。

第3回
理事会 理－40 9月2日 会員の動向の承認について 資料の通り 承認 提案通り

第3回
理事会 理－41 9月2日

第8回さいたま市健康フェア
参加に際し、予算案の承認
および展示パネル、のぼり、
骨密度装置の貸し出しにつ
いて

技師会活動の一環として、さいたま市健康フェアで、放射
線展を開催したい。
医療で用いる放射線検査についての説明。
放射線管理士による被ばくに関する相談コーナーの設置。
骨密度測定の実施。１台予定。

承認

スタンプラリーに
は参加せず、参加
証については、
主催者と検討す
ることとした。

第3回
理事会 理－42 9月2日

第4回深谷市福祉健康まつり
参加に際し、予算案の承認
および展示パネル、のぼり
旗、骨密度測定装置の貸出
しについて

技師会活動の一環として、第4回深谷市福祉健康まつりへ
参加をし、医療画像展を開催したい。・パネル展示とその
説明・放射線医療の啓蒙活動・放射線検査の説明および医
療被ばくの相談・超音波装置の展示、頸動脈計測、骨密度
測定など。

承認 提案通り

第3回
理事会 理－43 9月2日

学術大会　テーマとして
医用画像最前線
～あしたの健康のために～
　としたい。

今回は大宮ソニックで行うことを念頭に置き、市民にア
ピール。（わかりやすい大会テーマを提案したい。）
このテーマに沿った企画を考えていく。

承認

テーマは『医用
画像最前線～あ
したの健康のた
めに～』とした。

第3回
理事会 理－44 9月2日

学術大会　ランチョンセミ
ナー依頼の件
1社に限定して依頼する。
弁当数については今後検討
していく。

前回から依頼を１社にした。お弁当のあまりも少なく良
かったので、今回も１社企画にしたい。（ソニックシティ
の場合、近隣に飲食店があるため、余ってしまう可能性が
あるなど）

承認 提案通り

第3回
理事会 理－45 9月2日 著作物作成依頼規定（案）

について

会誌である「埼玉放射線」等の出版事業において、出版物
への収載を目的とし、埼玉県放射線技師会から著作物の作
成を依頼する場合の規定について、上程案を審議の上承認
願いたい。

承認 提案通り

第3回
理事会 理－46 9月2日 著作物作成依頼内部規定

（案）について

著作物作成依頼規定第10条に定める著作物の作成報酬関する
内部規定について、上程案を審議の上承認願いたい。【要旨】
（ア）基本作成報酬として、原稿執筆に換算し1,000字まで
3,000円
（イ）それ以降、1,000字毎に1,000円
（ウ）非会員が著作者の場合、会員の作成報酬に対し50％
を割り増す
（エ） 会長が必要と認めた場合、上記に依らず個々の案件

毎に報酬を決定

承認 提案通り

第3回
理事会 理－47 9月2日 著作物作成依頼規定の特例

適用について

著作物作成依頼を、今回に限り、平成21年10月発行の埼玉
放射線第五十七巻第五号に関する編集企画への依頼（平成
21年8月14日依頼）に対し遡って適用したい｡【理由】
会誌「埼玉放射線」では、第五十七巻第五号より、学術特
集を企画した。これは、編集・情報委員会が特定の学術企
画に対し選任した執筆者に原稿の作成依頼を行うことで成
り立っている。当然依頼原稿の納品に対し作成報酬を支払
うべきと考えられ、当該規定を遡って適用したい。

承認 提案通り

第3回
理事会 理－48 9月2日 日本放射線技師会政治連盟

埼玉支部設立要請

従来の日本放射線技師会政治連盟は解体し、新執行部とな
り、選挙対策ではなく、政策を掲げ、それに賛同してくれ
る人を応援するシステムになった。

承認
組織責任者は、
当会役員とは別に
定めることとした。

第3回
理事会 理－49 9月2日

所沢市健康まつり
あなたのための放射線展開
催

所沢市健康まつりに法人活動の一環として参加。「あなた
のための放射線展」を開催。
放射線検査についての質問、パネル展示、骨密度測定、放
射線診療や技師会活動報告を行い市民と交流を図る。

承認 提案通り

第3回
理事会 理－50 9月2日

第23回川越市健康まつりに
おいて「あなたのための医
療画像展」の開催に際し、
その予算案の承認、委嘱状
交付、及び展示パネル･のぼ
りの貸出しについて

川越市健康まつりにて、法人活動の一環として医療画像展
を開催。
（内容）・パネル展示とその説明・放射線検査についての説
明・乳房用Ｘ線撮影装置についての説明・医療画像に関す
るクイズ・アンケート・ワークステーション体験　等

承認 提案通り
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第4回
常任理事会 常理－51 10月7日

学術大会における骨粗鬆症
についての講演　講師依頼
の件

第25回埼玉放射線学術大会において公益事業として公開講
座　（骨粗鬆症について）の講演をお願いしたい。また、
講師に対する報酬、依頼状もお願いしたい。

承認 提案通り

第4回
常任理事会 常理－52 10月7日

学術大会における骨密度測
定の説明、保健師依頼の件

第25回埼玉放射線学術大会において公益事業として骨密度
測定をおこなう。その際,市民に対する結果等の説明を保健
師にお願いしたい。また、保健師に対する報酬・依頼状も
合わせてお願いしたい。

承認

結果説明に保健
師を依頼すること
については行わな
いこととした。

第4回
常任理事会 常理－53 10月7日

電離箱サーベイメータ点検
校正に関して

漏洩線量測定業務にて使用している電離箱サーベイメータ
の点検校正を行いたい。
見積もり書（別紙）

承認 提案通り

第4回
常任理事会 常理－54 10月7日

学術大会で座長、シンポジ
ストには記念品を差し上げ
たい。

座長は、会からのお願いなのでお礼をするべきである。今
年の関東甲信越大会でも記念品は贈っていた。USB（数百
円のものを用意すればいいのではないかと思う。）
ロゴなどは検討必要。

承認 次期理事会へ提
出。

第4回
常任理事会 常理－55 10月7日

「乳がん市民フォーラム」後
援依頼

特定非営利法人　埼玉乳がん臨床研究グループ（SBCCSG）
から「乳がん市民フォーラム」開催に対し後援依頼が届い
た。昨年と同様に後援を提案する。
平成22年5月9日（土）大宮シニックシテイ大ホール

承認 提案通り

第4回
常任理事会 常理－56 10月7日

「全国X線CT技術サミット」
後援依頼
平成22年7月24日（土）10:00
から19:00・会場：ラフレさ
いたま

全国CTX線技術サミットはX線CT技術の発展に寄与するこ
とを目的に、世話人有志による会運営を続けてきた。この
度平成22年度開催地として「埼玉県」が選ばれ、当該技師
会に後援依頼が提出された。

承認 提案通り

第4回
理事会 理－57 11月4日

平成21年度ヘルシー・フロ
ンティア埼玉県民会議にお
ける展示パネル（平成20年
度の技師会公益活動）の件

平成21年度ヘルシー・フロンティア埼玉県民会議・健康づ
くりフォーラムに参加の際,技師会公益活動を紹介する為,平
成20年度における技師会公益活動のパネルを展示したい。

承認 提案通り

第4回
理事会 理－58 11月4日 電離箱サーベイメータ点検

校正に関して
漏洩線量測定業務にて使用している電離箱サーベイメータ
の点検校正を行いたい。 承認 提案通り

第4回
理事会 理－59 11月4日

学術大会における骨粗鬆症
についての講演　講師依頼
の件

第25回埼玉放射線学術大会において公益事業として公開講
座　（骨粗鬆症について）の講演をお願いしたい。また、
講師に対する報酬、依頼状もお願いしたい。
講師　東洋メディック　吉岡氏

承認 提案通り

第4回
理事会 理－60 11月4日 会員の動向について 新入会員の承認 承認 提案通り

第4回
理事会 理－61 11月4日 平成22年『新春の集い』の

開催について

毎年、賀詞交歓会として『新春の集い』を開催してきた。
新入会員の紹介や賛助会員の挨拶等、会員同士の親睦を兼
ね開催の承認をお願いしたい。また、優待券の扱いについ
てもご検討頂きたい。優待券あり：￥5,000　優待券なし：
￥6,000　賛助会員：￥10,000

承認 提案通り

第4回
理事会 理－62 11月4日 会費滞納者の再入会につい

て

3年分の会費滞納者について、退会通知を本人郵送し返答
がなかったため退会処理を行ったが、後に会費納入があっ
た。本人より、会員籍を継続して欲しい旨の嘆願があり、
再入会の形で会員籍を継続してよろしいか。

承認
本人より、経緯
を伺い特例とし
て承認した。

第4回
理事会 理－63 11月4日

埼放技Webサイト（レンタ
ルサーバ）の更新計画につ
いて。移行期間を含め更新
のための新領域を平行でレ
ンタルしたい。

埼放技のレンタルサーバにおけるデータ領域が枯渇してき
た。
可及的速やかにレンタルサーバの容量を増やす必要があ
る。
1、 現契約で容量を増設することは費用対効果比上、無理
がある。

2、 契約の変更により、現契約と同程度の賃借料にて、約
100倍の領域が確保可能である。

3、 増設ではなく、移行期間が必要なため、平行賃借を必要
とする。このままでも、いつかは必要な措置である。

承認 提案通り

第4回
理事会 理－64 11月4日

学術大会で座長、シンポジ
ストには記念品を差し上げ
たい。

座長は、会からのお願いなのでお礼をするべきである。
今年の関東甲信越大会でも記念品は贈っていた。
USB（数百円のものを用意すればいいのではないかと思
う。）ロゴなどは検討必要。

承認 提案通り

第5回
理事会 理－65 12月9日 会員の動向について 新入会員の承認。 承認 提案通り

第5回
理事会 理－66 12月9日

埼玉放射線学術大会におい
て、座長等、本会が依頼を
した場合、記念品を贈呈す
ることができる内規を制定
する。

学術大会等で記念品の贈呈に関する規程。
第1条　 この規程は、定款及び諸規定にかかる必要事項を

定めることを目的とする
第2条　 この規定の制定、改定、削除は理事会の承認を要

する
第3条　 本会が主催する学術大会等で座長、講演、シンポジ

ストを依頼した場合、記念品を贈呈することができる

承認 内規を制定する
こととした
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第5回
理事会 理－67 12月9日

消化器がん検診学会からの
学術大会開催における寄付
金要請について

大会長に放射線技師が初めて選出され、大会開催に際し寄
付金を依頼してきた。

継続
審議

他県技師会の動
向を見た上で、
再検討すること
とした。

第5回
理事会 理－68 12月9日 平成22年度事業計画（案） 平成22年3月開催予定の総会に上程する。

平成22年度　事業計画（案）の審議。 承認 一部、文言を修
正し承認した。

第5回
理事会 理－69 12月9日 平成21年度　補正予算（案） 平成21年度の予算執行に伴い、補正の必要が生じましたので

補正予算（案）についての審議。 承認 提案通り

第5回
理事会 理－70 12月9日 平成22年度　当初予算（案） 平成22年3月開催予定の総会に上程する。

平成22年度当初予算（案）の審議。 承認 提案通り

第6回
理事会 理－71 2月3日 埼玉県放射線管理士・機器

管理士部会の解散申請

会員を多数集めることのできるイベントを企画することが
困難である放射線管理・機器管理は、どちらも重要な技師
の職務と思われるが、埼放技の中に部会として存続させる
ほど企画が考えられない。

承認
管理士部会役員
にも意見を求め
ることとした。

第6回
理事会 理－72 2月3日

センターパソコンの更新と
ソフトウェアの購入につい
て

現在、センターで使用しているデスクトップパソコンは、
平成16年4月に購入したもので老朽化しており、ソフトウェ
アの動作も重くなり使用に耐えなくなってきている。今年
度予算（予算25万円）でも購入予定となっているので、予
算どおり購入を申請する。

承認 提案通り

第6回
理事会 理－73 2月3日

第1回わくわくさいたまいきいき
祭り（浦和パルコ健康祭り）
参加に際し、予算案の承認お
よび展示パネル、のぼり、骨密
度装置の貸し出しについて

技師会活動の一環として、浦和パルコで開催の「わくわく
さいたまいきいき祭り」に放射線展を開催したい。医療で
用いる放射線検査についての説明、無料骨密度測定の実施
（1台）。

承認 提案通り

第6回
理事会 理－74 2月3日 入間市健康まつりあなたの

ための放射線展開催

入間市健康まつりに法人活動の一環として参加。「あなた
のための放射線展」を開催。
放射線検査についての質問、パネル展示、骨密度測定、放
射線診療や技師会活動報告を行い市民と交流を図る。

承認 提案通り

第6回
理事会 理－75 2月3日

平成21年度事業の会員カー
ド発行について審議をお願
いしたい。
　業者選定
　発送時期
　追加発行手段

会員カード作成業者の選定。
（0.5mmプラスティックカードで1300枚、表カラー、会員
番号氏名バーコード印字）
1．東京カードソリューションズ株式会社
見積額163,800円で安価だが質感やや悪い
2．プラスデザイン株式会社
見積額286,020円で高価だが質感良し
発送時期：平成22年3月中（新入会員がない時期）
来年度の追加発行手段の検討
　１、 全て業者任せで2ヶ月毎の発行（その都度10,000円以

内の支出）
　２、 プリンターを購入して自作（印字プリンターの購入

資金50万程度が必要）

承認

依頼業者は、東
京 カ ー ド ソ
リューションズ
株式会社とし、
カードの追加発
行は、2か 月毎
とし業者委託と
した。

第6回
理事会 理－76 2月3日

金森セミナーの開催
　名称（案）実践臨床画像
セミナー

「実践核医学検査」発刊に際し、金森セミナー開催を提案
したい。過去にも数回、本県にて開催している経緯もあり、
臨床医学知識の重要性を過去から強く唱えている内容を再
度講義する。
日程：平成22年4月18日（日）9:00～16:00
場所：さいたま赤十字病院会議室
受講料：1000円経費：交通費、宿泊費、講師料は医薬品会
社が負担（要請中）。
テキスト：過去発刊されたct、MRI、USを使用の予定。「実
践核医学検査」は配布予定。
但し、講義内容は印刷し配布を検討する。開催責任者：橋本

承認

提案通りではあ
るが、会場のみ
再検討すること
とした。

第6回
理事会 理－77 2月3日 決算総会および懇親会につ

いて
平成22年5月29日（土）、決算総会および懇親会を開催した
い。 承認

予約状況に合わ
せて会場を検討
中。

第6回
理事会 理－78 2月3日 会員の動向について 新入会員の承認。 承認 提案通り

第6回
理事会 理－79 2月3日

会員データベースの構築に
向け、調査事業の一環とし
て、公立学校法人会津大学
と、交流事業を実施したい。

今後、会員カードの作成と共に、会員データベースの再構
築が必要となるが、会津大学の教育カリキュラムと連動し、
データベース構築に必要な技術動向や実装情報についての
知見を得る。具体的には、埼玉県放射線技師会のWeb型会
員データ管理システムを技術実習の一環として会津大学側
が試作。その過程で、必要な技術情報の取得を行い、最終
的に、成果物の評価・試用を行う。（ただし、調査目的の
ため成果保証は要求しない。）
1、リアルなクライアントとして、技術実習に関与。必要な
情報を取得。学生に埼玉県放射線技師会の活動を紹介する。

承認 提案通り
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第6回
常任理事会 常理－80 3月3日

埼玉ConeBeamCT研究会の
後援のお願い

取り
下げ

ただし、広報に
ついては協力す
ることとし、HP
へ掲載を認めた

第6回
常任理事会 常理－81 3月3日

埼玉開催のCTセミナーを技
術学会関東部会のCTGUM
研究会との共催にて埼玉で
開催したく思いますのでよ
ろしくご審議お願いいたし
ます。

取り
下げ

第6回
常任理事会 常理－82 3月3日

日本放射線技術学会＿第57
回関東部会研究発表大会の
後援依頼について

平成23年2月4日、5日に大宮ソニックシティーにて開催さ
れる、第57回関東部会研究発表大会の後援をお願いしたい。 承認 提案通り

第6回
常任理事会 常理－83 3月3日

日本放射線技術学会＿第57
回関東部会研究発表大会の
合同企画開催についての可
否を審議いただきたい。
また、合同開催が可能の場
合、予算についてはどの程
度まで捻出可能かも審議い
ただきたい。（案）ではある
が、2日目のランチョン時に
合同シンポジウムを想定す
るとして、弁当300個分（30
万円）程度の協力は可能か。

第57回　関東部会研究発表大会、大会長：諸澄邦彦、実行
委員長：柳田智より、提案書を拝受した。（添付資料を参
照願いたい。）

継続
審議

関東部会側と当
会で一度意見交
換をすることと
した。

第7回
臨時理事会
メール会議

理－84 3月10日 「平成２２年度当初予算（案）」の一部変更について

前回の理事会で承認された「平成22年度当初予算（案）」
に関し、顧問税理士より、「平成23年に公益社団法人格取
得の申請を行うためには、承認された予算（案）の一部を
訂正しなければ申請が難しいのではないか。」と指導を受
けた。このため、本メールに添付した、一部変更後の予算
（案）について再度承認をいただきたい。なお、予算変更
の詳細については、添付ファイル「平成22年度一般会計予
算の概要について」を参照。

承認 提案通り
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第 1章　総則

（名　称）

第 1条　この法人は、公益社団法人埼玉県放射線
技師会と称する。

（事務所）

第 2条　この法人は、主たる事務所を埼玉県さい
たま市に置く。

第 2章　目的及び事業

（目　的）

第 3条　この法人は、診療放射線技師の職業倫理
を高揚するとともに、診療放射線科学の向上を
図り、もって地域保健医療の向上及び県民の健
康の保持増進に寄与することを目的とする。

（事　業）

第 4条　本会は、前条の目的を達成するために、
次の事業を行う。

　（ 1）診療放射線科学を通じての社会活動
　（ 2  ）診療放射線科学及び放射線技師の職業倫

理高揚に関する研修会、研究会、講習会等
の開催

　（ 3  ）放射線管理の実践と医療被曝の最適化に
関する事業

　（ 4  ）診療放射線科学に関する調査、研究及び
指導

　（ 5  ）診療放射線科学に関する国際協力
　（ 6  ）前各号に関する図書、印刷物等の刊行
　（ 7  ）医療、公衆衛生に関する関連機関団体と

の連携強調の促進
　（ 8  ）その他この法人の目的を達成するために

必要な事業
2  　前項第7号の事業は、日本全国、その他の事
業は県内において行うものとする。

第 3章　会　員

（種　別）

第5条　この法人に次の会員をおく。
　（ 1  ）正会員　診療放射線技師及び診療エック

ス線技師であってこの法人の目的に賛同し
て入会した者

　（ 2  ）名誉会員　この法人に特に功労のあった
正会員のうち、理事会の推薦を受け総会の
承認を得た者

　（ 3  ）賛助会員　正会員の資格を有しないもの
で、この法人の目的に賛同して、理事会の
承認を得た者、又は団体

2  　前項の会員のうち正会員及び名誉会員をもっ
て、一般社団法人及び一般財団法人に関する法
律上の社員とする。

（会員の資格の取得）

第 6条　この法人の会員になろうとする者は、理
事会の定めるところにより申し込みをし、その
承認を受けなければならない。

（経費の負担）

第 7条　この法人の事業活動に経常的に生じる費
用に充てるため、会員になった時及び毎年、会
員は、総会において別に定める額を支払う義務
を負う。
2  　名誉会員は、前項における経費を負担するこ
とを要しない。

第4号議案　定款の変更の案（特別決議）

　但し、公益社団法人移行の登記を停止条件とし、今後、移行認定申請に伴う主務官庁の指導による若干
の修正は、理事会に一任することを前提とする。

公益社団法人埼玉県放射線技師会定款（案）
平成　年　月　日制定
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（任意退会）

第 8条　会員は、理事会において別に定める退会
届を提出することにより、任意にいつでも退会
することができる。

（除　名）

第 9条　会員が次のいずれかに該当するに至った
ときは、総会の決議によって当該会員を除名す
ることができる。

　（ 1  ）この定款その他の規則に違反したとき
　（ 2  ）この法人の名誉を傷つけ、又は目的に反

する行為をしたとき
　（ 3  ）その他除名すべき正当な事由があるとき
2  　前項の規定により会員を除名しようとすると
きは、その会員にあらかじめ通知するととも
に、当該会員に除名の議決を行う総会において
弁明の機会を与えなければならない。

（会員資格の喪失）

第 10条　前2条の場合のほか、会員は、次のいず
れかに該当するに至ったときは、その資格を喪
失する。

　（ 1  ）第7条の支払義務を2年以上履行しなかっ
たとき

　（ 2  ）総会員が同意したとき
　（ 3  ）当該会員が死亡し、又は解散したとき
（会費等の不返還）

第 11条　退会し、又は除名された会員が既に納入
した会費、その他の金品はこれを返還しない。

第 4章　総　会

（構　成）

第 12条　総会は、正会員及び名誉会員をもって構
成する。
2  　前項の総会をもって一般社団法人及び一般財
団法人に関する法律上の社員総会とする。

（権　限）

第13条　総会は、次の事項について決議する。
　（ 1  ）会員の除名
　（ 2  ）理事及び監事の選任又は解任

　（ 3  ）理事及び監事の報酬等の額
　（ 4  ）貸借対照表及び損益計算書（正味財産増

減計算書）、並びにこれらの附属明細書の承
認

　（ 5  ）定款の変更
　（ 6  ）解散及び残余財産の処分
　（ 7  ）不可欠特定財産の処分の承認
　（ 8  ）その他総会で決議するものとして法令又

はこの定款で定められた事項
（開　催）

第 14条　総会は、定時総会として毎事業年度終了
後2箇月以内に1回開催するほか、必要がある場
合に開催する。

（招　集）

第 15条　総会は、法令に別段の定めがある場合を
除き、理事会の決議に基づき会長が招集する。
2  　正会員及び名誉会員の議決権の10分の1以上
の議決権を有する会員は、代表理事に対し、総
会の目的である事項及び招集の理由を示して、
総会の招集を請求することができる。

（議　長）

第16条　総会の議長は、その総会において出席会
員の中から選出する。
（議決権）

第17条　総会における議決権は、会員1名につき1
個とする。
（決　議）

第 18条　総会の決議は、総会員の議決権の過半数
を有する会員が出席し、出席した当該会員の議
決権の過半数をもって行う。
2  　前項の規定にかかわらず、次の決議は、総会
員の半数以上であって、総会員の議決権の3分
の2以上に当たる多数をもって行う。
　（ 1  ）会員の除名
　（ 2  ）監事の解任
　（ 3  ）定款の変更
　（ 4  ）解散
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　（ 5  ）不可欠特定財産の処分
　（ 6  ）その他法令で定められた事項
3  　理事又は監事を選任する議案を決議するに際
しては、候補者ごとに第1項の決議を行わなけ
ればならない。理事又は監事の候補者の合計数
が第21条に定める定数を上回る場合には、過半
数の賛成を得た候補者の中から得票数の多い順
に定数の枠に達するまでの者を選任することと
する。

（書面表決等）

第 19条　やむを得ない理由のため、会議に出席で
きない会員は、あらかじめ通知された事項につ
いて、書面又は電磁的記録をもって表決し、又
は他の会員を代理人として表決を委任すること
ができる。この場合において、委任者は総会に
出席したものとみなす。

（議事録）

第 20条　総会の議事については、法令で定めると
ころにより、議事録を作成する。
2  　議長及び会議に出席した構成員の中からその
会議において選出された議事録署名人2名以上
が記名押印する。
3  　第1項の規定により作成した議事録は、主た
る事務所に10年間、従たる事務所に5年間備え
置かなければならない。

第 5章　役　員

第21条　この法人に、次の役員を置く。
　（ 1  ）理事15名以上20名以内
　（ 2  ）監事2名以内
2  　理事のうち1名を会長とし2名を副会長、6名
を常務理事とする。
3  　前項の会長をもって一般社団法人及び一般財
団法人に関する法律上の代表理事とし、副会長
及び常務理事をもって同法第91条第1項第2号の
業務執行理事とする。

（役員の選任）

第 22条　理事及び監事は、総会の決議によって選

任する。
2  　会長、副会長及び常務理事は、理事会の決議
によって理事の中から選定する。この場合にお
いて、理事会は、総会の決議により会長候補者
を選出し、理事会において当該候補者を選定す
る方法によることができる。

（理事の職務及び権限）

第 23条　理事は、理事会を構成し、法令及びこの
定款で定めるところにより、職務を執行する。
2  　会長は、法令及びこの定款で定めるところに
より、この法人を代表し、その業務を執行し、
副会長及び常務理事は、理事会において別に定
めるところにより、この法人の業務を分担執行
する。

（監事の職務及び権限）

第 24条　監事は、理事の職務の執行を監査し、法
令で定めるところにより、監査報告を作成す
る。
2  　監事は、いつでも、理事及び使用人に対して
事業の報告を求め、この法人の業務及び財産の
状況の調査をすることができる。

（役員の任期）

第 25条　理事の任期は、選任後2年以内に終了す
る事業年度のうち最終のものに関する定時総会
の終結の時までとする。
2  　監事の任期は、選任後2年以内に終了する事
業年度のうち最終のものに関する定時総会の終
結の時までとする。
3  　補欠として選任された理事又は監事の任期
は、前任者の任期の満了する時までとする。
4  　理事又は監事は、第21条に定める定数に足り
なくなるときは、任期の満了又は辞任により退
任した後も、新たに選任された者が就任するま
で、なお理事又は監事としての権利義務を有す
る。

（役員の解任）

第 26条　理事及び監事は、総会の決議によって解
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任することができる。
（報酬等）

第 27条　役員は原則として無報酬とする。ただ
し、役員にはその職務執行の対価として報酬を
支給することができる。
2  　役員には、その職務を行うために要する費用
の支払いをすることができる。
3  　前2項に関し必要な事項は、総会の決議によ
り別に定める役員の報酬並びに費用に関する規
程による。

（相談役）

第 28条　この法人に、任意の機関として、1名以
上3名以下の相談役を置くことができる。
2　相談役は、次の職務を行う。
　（ 1  ）会長の相談に応じること
　（ 2  ）理事会から諮問された事項について参考

意見を述べること
3   相談役の選任及び解任は、理事会において決
議する。

第 6章　理事会

（構　成）

第 29条　この法人に理事会を置く。
2　理事会は、すべての理事をもって構成する。
（権　限）

第30条　理事会は、次の職務を行う。
　（ 1  ）この法人の業務執行の決定
　（ 2  ）理事の職務の執行の監督
　（ 3  ）会長、副会長及び常務理事の選定及び解

職
（招　集）

第31条　理事会は、会長が招集する。
2  　会長が欠けたとき又は会長に事故があるとき
は、副会長が理事会を招集する。

（決　議）

第 32条　理事会の決議は、決議について特別の利
害関係を有する理事を除く理事の過半数が出席
し、その過半数をもって行う。

2  　前項の規定にかかわらず、一般社団法人及び
一般財団法人に関する法律第96条の要件を満た
したときは、理事会の決議があったものとみな
す。

第 7章　常務理事会

（構　成）

第 33条　この法人に常務理事会を置く。
2  　常務理事会は、会長、副会長および常務理事
をもって構成する。

（権　限）

第34条　常務理事会は、次の職務を行う。
　（ 1  ）この法人の業務運営の年間計画案を策定

し、理事会に提出すること
　（ 2  ）業務の適正を確保するために必要な体制

の運用及び改善について、理事会に参考意
見を提出すること

（招　集）

第35条　常務理事会は、会長が招集する。
2  　会長が欠けたとき又は会長に事故があるとき
は、副会長が常務理事会を招集する。

（委員会）

第 36条　会長は、必要と認めるときは、別に定め
るところにより委員会を設置することができ
る。

第 8章　資産及び会計

（基本財産）

第 37条　別表の財産は、公益社団法人及び公益財
団法人の認定等に関する法律第5条第16号に定
める公益目的事業を行うために不可欠な特定の
財産であり、この法人の基本財産とする。
2  　前項の財産は、総会において別に定めるとこ
ろにより、この法人の目的を達成するために善
良な管理者の注意をもって管理しなければなら
ず、処分するときは、あらかじめ理事会及び総
会の承認を要する。

（事業年度）

第 38条　この法人の事業年度は、毎年4月1日に始
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まり翌年3月31日に終わる。
（事業計画及び収支予算）

第 39条　この法人の事業計画書、収支予算書、資
金調達及び設備投資の見込みを記載した書類に
ついては、毎事業年度の開始の日の前日まで
に、会長が作成し、理事会の決議を経て、総会
の承認を受けなければならない。これを変更す
る場合も、同様とする。
2  　前項の書類については、主たる事務所及び従
たる事務所に、当該事業年度が終了するまでの
間備え置き、一般の閲覧に供するものとする。

（事業報告及び決算）

第 40条　この法人の事業報告及び決算について
は、毎事業年度終了後、会長が次の書類を作成
し、監事の監査を受けた上で、理事会の承認を
経て、定時総会に提出し、第1号及び第2号の書
類についてはその内容を報告し、第3号から第6
号までの書類については承認を受けなければな
らない。

　（ 1  ）事業報告
　（ 2  ）事業報告の附属明細書
　（ 3  ）貸借対照表
　（ 4  ）損益計算書（正味財産増減計算書）
　（ 5  ）貸借対照表及び損益計算書（正味財産増

減計算書）の附属明細書
　（ 6  ）財産目録
2  　前項の書類のほか、次の書類を主たる事務所
に5年間及び従たる事務所にその写しを3年間備
え置き、一般の閲覧に供するものとする。

　（ 1  ）監査報告
　（ 2  ）会計監査報告
　（ 3  ）理事及び監事の名簿
　（ 4  ）理事及び監事の報酬等の支給の基準を記

載した書類
　（ 5  ）運営組織及び事業活動の状況の概要及び

これらに関する数値のうち重要なものを記
載した書類

3  　定款を主たる事務所及び従たる事務所に、並
びに会員名簿を主たる事務所に備え置き、一般
の閲覧に供するものとする。
4  　前2項の規定にかかわらず、役員の名簿及び
会員名簿の記載事項のうち、個人の住所につい
ては一般の閲覧に供しないものとする。

（公益目的取得財産残額の算定）

第 41条　会長は、公益社団法人及び公益財団法人
の認定等に関する法律施行規則第48条の規定に
基づき、毎事業年度、当該事業年度の末日にお
ける公益目的取得財産残額を算定し、前条第2
項第5号の書類に記載するものとする。

第 9章　定款の変更及び解散

（定款の変更）

第 42条　この定款は、総会の決議によって変更す
ることができる。

（解　散）

第 43条　この法人は、総会の決議その他法令で定
められた事由により解散する。

（公益認定の取消し等に伴う贈与）

第 44条　この法人が公益認定の取消しの処分を受
けた場合又は合併により法人が消滅する場合
（その権利義務を承継する法人が公益法人であ
るときを除く。）には、総会の決議を経て、公
益目的取得財産残額に相当する額の財産を、当
該公益認定の取消しの日又は当該合併の日から
1箇月以内に、公益社団法人及び公益財団法人
の認定等に関する法律第5条第17号に掲げる法
人又は国若しくは地方公共団体に贈与するもの
とする。

（残余財産の帰属）

第 45条　この法人が清算をする場合において有す
る残余財産は、総会の決議を経て、公益社団法
人及び公益財団法人の認定等に関する法律第5
条第17号に掲げる法人又は国若しくは地方公共
団体に贈与するものとする。

第10章　公告の方法
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（公告の方法）

第 46条　この法人の公告は、電子公告により行
う。
2  　事故その他やむを得ない事由によって前項の
電子公告をすることができない場合は、主たる
事務所の公衆の見やすい場所に掲示する方法に
より行う。

第11章　支　部

（支　部）

第 47条　この法人に、理事会の定めるところによ
り支部を置く。
2  　支部は事業計画に基づき、当該支部に関する
事業を執行する。
3  　支部は、理事候補者の推薦をすることができ
る。

　附　則

1  　この定款は、一般社団法人及び一般財団法人

に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法
人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律
の整備等に関する法律第106条第1項に定める公
益法人の設立の登記の日から施行する。
2  　この法人の最初の代表理事は小川清とする。
3  　一般社団法人及び一般財団法人に関する法律
及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に
関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関
する法律第106条第1項に定める特例民法法人の
解散の登記と、公益法人の設立の登記を行った
ときは、第38条の規定にかかわらず、解散の登
記の日の前日を事業年度の末日とし、設立の登
記の日を事業年度の開始日とする。

別表　基本財産（第37条関係）
財産種 別場所・物量等
なし なし
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第１章　総　則

（名　称）

第1条　この法人は、社団法人埼玉県放射線技師
会 と い う。（Saitama Association of Radiological 
Technologists）

（事務所）

第2条　この法人は、事務所を埼玉県さいたま市
北区宮原町２丁目51番地の39に置く。

（目　的）

第3条　この法人は、診療放射線技師及び診療
エックス線技師の職業倫理を高揚するととも
に、診療放射線学の向上を図り、もって地域保
健医療の向上及び県民の健康の保持増進に寄与
することを目的とする。

（事　業）

第4条　この法人は、前条の目的を達成するため
に、次の事業を行う。
（１）診療放射線学に関する調査、研究及び指
導

（２）放射線医療の啓蒙に関すること
（３）診療放射線学に関する研修会、研究会、
講習会等の開催

（４）診療放射線学に関する国際協力
（５）その他この法人の目的達成に必要な事業
（地区会）

第5条　この法人の事業遂行の円滑化を図るため、
地区会を置く。

２　地区の区分、運営等については、別にこれを
定める。

第２章　会　員

（種　別）

第6条　この法人の会員は、次のとおりとし、正

会員及び名誉会員をもって民法上の社員とす
る。
（１）正会員  埼玉県内に居住し、又は勤務す
る診療放射線技師及ひ診療エックス線技師で
あってこの法人の目的に賛同して入会したも
の

（２）名誉会員　この法人に特に功労のあった
正会員のうち、理事会の推薦を受け総会の承
認を得たもの

（３）賛助会員　この法人の目的に賛同して入
会したもの

（入　会）

第7条　この法人に入会しようとする者は、入会
申込書に会費を添えて会長に提出し、理事会の
承認を得るものとする。

（会費の納入）

第8条　正会員及び賛助会員は、総会において別
に定めるところの会費を、所定の期日までに納
入するものとする。
２　名誉会員は、会費を納入することを要しない。
（退　会）

第9条　会員は、退会しようとするときは、その
理由を付して退会届を会長に提出するものとす
る。
2　会員が死亡し、又は会員である法人等が解散
したときは、退会したものとみなす。

（除　名）                        

第10条　正会員又は賛助会員が次の各号の一に該
当するとき、及び名誉会員が第２号に該当する
ときは、総会において会員の４分の３以上の同
意を得てその会員を除名することができる。
（１）会費を１年以上納入しないとき

社団法人　埼玉県放射線技師会定款

昭和62年11月28日制定　
平成 8年12月19日改定
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（２）この法人の名誉を毀損し、設立の趣旨に
反し、又は秩序を乱す行為をしたとき

２　前項の規定により会員を除名しようとすると
きは、その会員にあらかじめ通知するととも
に、当該会員に除名の議決を行う総会において
弁明の機会を与えなければならない。

（会費等の不返還）

第11条　退会し、又は除名された会員が既に納入
した会費その他の金品はこれを返還しない。

第３章  役員等

（役  員）

第12条  この法人に、次の役員を置く。
　（１）会　長　　１名
　（２）副会長　　２名
　（３）常任理事　６名
　（４）理　事   20名以内（会長、副会長及び常
　　　　　　　　　　　　　任理事を含む）
　（５）監　事　　２名
（役員の選任）

第13条　役員は総会において選任する。
２　理事及び監事は、相互に兼ねることはできな
い。

（職　務）

第14条　会長は、この法人を代表し、会務を統括
する。

２　副会長は、会長を補佐し、会長があらかじめ
理事会の議決を経て定めた順序により、会長が
事故あるときはその職務を代理し、会長が欠け
たときはその職務を行う。

３　常任理事は、会長及び副会長を補佐し、理事
会の議決に基づき日常の業務を処理する。

４　理事は、理事会を構成し、会務の執行を決定
する。

５　監事は、民法第59条の職務を行う。
（役員の任期）

第15条  役員の任期は、２年とする。ただし、補
欠により選任された役員の任期は、前任者の残

任期間とする。
２　役員は、再任されることができる。
３　役員は、辞任し、又は任期が満了した場合に
おいても後任者が就任するまでは、その職務を
行わなければならない。                     

（役員の解任）

第16条  役員が次の各号のいずれかに該当すると
きは、総会において会員の４分の３以上の同意
を得て、その役員を解任することができる。
（１）心身の故障のため職務の執行にたえられ
なと認められたとき

（２）職務上の義務違反その他役員としてふさ
わしくない行為があると認められたとき

２　第10条第２項の規定は、前項の規定により役
員を解任しようとする場合に準用する。この場
合において、第10条第２項中「会員」とあるの
は「役員」と、「除名」とあるのは「解任」と
読み替えるものとする。

（役員の報酬）

第17条  役員は無報酬とする。ただし、会務に要
した費用は支給することができる。

（顧  問）

第18条  この法人に顧問を置くことができる。
２　顧問は、会長が推薦し、理事会の承認を得て
委嘱し、その任期は、会長の在任期間とする。
３　顧問は、この法人の運営に関する重要事項に
ついて、会長の諮問に応ずる。

（職  員）

第19条  この法人の事務を処理するため、職員を
置く。
２　職員は、会長が任免し、理事会の議決に従い
会長の定めた職務に従事する。

第４章　会　議

（会議の種類）

第20条　この法人の会議は、総会、理事会及び常
任理事会として、総会は、定期総会及び臨時総
会の２種とする。
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（会議の構成）

第21条　総会は、正会員及び名誉会員をもって構
成する。

２　理事会は、理事をもって構成する。
３　常任理事会は、会長、副会長及び常任理事を
もって構成する。

（会議の権能）

第22条　総会は、この定款に別に定めるもののほ
か、次の事項を議決する。
（１）事業計画及び収支予算
（２）事業報告及び収支決算
（３）その他この法人の運営に関する重要な事
項

２　理事会は、この定款に別に定めるもののほ
か、次の事項を議決する。
（１）総会の議決した事項の執行に関すること
（２）総会に付議すべき事項
（３）その他総会の議決を要しない会務の執行
に関する事項

３　常任理事会は、この定款に別に定めるものの
ほか次の事項を議決する。
（１）総会の招集に関する事項
（２）理事会の招集及びこれに付議すべき事項
（３）会務運営に関する事項
（会議の開催）

第23条  定期総会は、毎事業年度の開始前１か月
以内及び終了後２か月以内に開催する。

２　臨時総会は、次に掲げる場合に開催する。
（１）理事会が必要と認めたとき
（２）正会員の３分の１以上から会議の目的た
る事項を記載した書面により開催の請求が
あったとき

（３）監事が民法第59条第４号に基づいて招集
するとき

３　理事会は、次に掲げる場合に臨時開催する。
（１）会長が必要と認めたとき
（２）理事の３分の１以上から会議の目的たる

事項を記載した書面により開催の請求があっ
たとき

４　常任理事会は、次に掲げる場合に臨時開催す
る。
（１）会長が必要と認めたとき
（２）常任理事の３分の１以上から会議の目的
たる事項を記載した書面により開催の請求が
あったとき

（会議の招集）

第24条　会議は、前条第２項第３号の場合を除い
て、会長が招集する。
２　会長は、前条第２項第２号の場合には請求が
あった日から1か月以内に臨時総会を、同条第
３項第２号の場合には請求があった日から３週
間以内に理事会を、同条第４項第２号の場合に
は請求があった日から２週間以内に常任理事会
を招集しなければならない。
３　会議を招集する場合は、構成員に対して会議
の目的たる事項、その内容、日時及び場所を示
した書面により会議の５日前までに通知するも
のとする。ただし、会長が緊急に理事会又は常
任理事会を招集する必要があると認めたとき
は、この限りではない。

（議　長）

第25条　総会の議長は、その総会において出席会
員の中から選出する。
2　理事会及び常任理事会の議長は、会長がこれ
に当たる。

（定足数）

第26条　会議は、構成員の２分の１以上の出席が
なければ開催することができない。

（議　決）

第27条　総会の議事は、この定款に別に定めるも
ののほか、会議に出席した構成員の過半数を
もって決し、可否同数のときは、議長の決する
ところによる。

（書面表決等）
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第28条  やむを得ない理由のため、会議に出席で
きない構成員は、あらかじめ通知された事項に
ついて、書面をもって表決し、又は他の構成員
を代理人として表決を委任　することができ
る。この場合において、前２条及び第30条第１
項第３号の規定の適用については、会議に出席
したものとみなす。

（会員への通知）

第29条　総会の議事の要領及び議決した事項は、
会員に通知する。

（議事録）

第30条  会議の議事については、次の事項を記載
した議事録を作成しなければならない。
（１）会議の日時及び場所
（２）構成員の現在数
（３）総会にあってはその総会に出席した会員
の数、理事会にあってはその理事会に出席し
た理事の数及び氏名、常任理事会にあっては
その常任理事会に出席した常任理事の数及び
氏名

（４）議決事項
（５）議事の経過の概要及びその結果
（６）議事録署名人の選任に関する事項
２　議事録には、議長及び会議に出席した構成員
の中からその会議において選出された議事録署
名人２名以上が署名捺印しなければならない。

（委員会）

第31条　会長は、必要と認めるときは、別に定め
るところにより委員会を設置することができる。

第５章　資産、事業計画等

（資産の構成）

第32条  この法人の資産は、次に掲げるものを
もって構成する。
（１）財産目録に記載された財産
（２）会費
（３）寄附金品
（４）事業に伴う収入

（５）資産から生ずる収入
（６）  その他の収入
（資産の管理）

第33条　資産は、会長が管理し、その方法は理事
会の議決を経て、会長が別に定める。

（事業年度）                                

第34条  この法人の事業年度は、毎年４月１日に
始まり、翌年３月31日に終わる。

（事業計画及び予算）

第35条  この法人の事業計画及び予算は、会長が
作成し、その事業年度開始前までに総会の承認
を得なければならない。ただし、やむを得ない
事情があるため、この承認を得られない場合に
は、その事業年度開始の日から２か月以内に総
会の承認を得るものとする。
２　前項ただし書きの場合において、総会の承認
を得るまでの間は、前事業年度の予算に準じて
収入し、及び支出することができる。
３　前項の規定による収入及び支出は、新たに成
立した予算に基づくものとみなす。
４　会長は、第１項の事業計画又は予算を変更し
ようとするときは、総会の承認を得なければな
らない。ただし、軽微な変更については、この
限りではない。

（事業報告、決算及び財産目録）

第36条　この法人の事業報告、決算及び財産目録
は、会長が作成し、監事の監査を経て、その事
業年度終了後２か月以内に総会の承認を得なけ
ればならない。

第６章　定款の変更及び解散

（定款の変更）

第37条　この定款は、総会において総正会員及び
名誉会員の４分の３以上の同意を得、かつ、埼
玉県知事の許可を得なければ変更することがで
きない。

（解散及び残余財産の処分）

第38条  この法人は、民法第68条第１項第２号か
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ら第４号まで及び第２項の規定により解散す
る。

２　総会の決議に基づいて解散する場合は、総正
会員及び名誉会員の４分の３以上の同意を得な
ければならない。

３　解散のときに存する財産は、総会の議決を
経、かつ、埼玉県知事の許可を得て、この法人
と類似の目的をもつ他の団体に寄附するものと
する。

第７章  雑  則

（委 任）

第39条  この定款の施行について必要な事項は、
理事会の議決を経て、会長が別に定める。

　付　則

１　この定款は、この法人の設立許可のあった日
から施行する。
２　この法人の設立当初の役員は、第13条第１項
の規定にかかわらず、昭和64年３月31日までと
する。
３　この法人の設立当初の事業年度は、第34条の
規定にかかわらず設立許可のあった日から昭和
63年３月31日までとする。
４　この法人の設立当初の事業計画及び収支予算
は、第35条第１項の規定にかかわらず設立総会
の定めるところによる。
　付　則

１　この定款は、平成８年12月19日より施行する。
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会員の登録等に関する規程

　　　　　　　　　　　　昭和63年4月1日制定
　　　　　　　　　　　　平成9年9月11日改定
第1条　この規程は、定款第６条第１項及び第９
条第１項に基づいて、会員の入退会に関する細
部手続について必要事項を定めることを目的と
する。

第2条　本会に入会しようとする者は、診療放射
線技師及び診療エックス線技師でなければなら
ない。ただし、賛助会員はこの限りではない。

２　勤務する場所又は居住地が埼玉県内に有する
者とする。ただし、賛助会員又は特別事情ある
者で、会長が認めた場合は、この限りでない。

第3条　本会に入会を希望する者は、所定の入会
申込書に当該年度の会費を添えて会長に提出す
るものとする。

第4条　理事会は、入会申込書に基づいてその諾
否を審査し、入会承認を決定するものとする。

第5条　入会を承認したときは、会員原簿に登録
するとともに、すみやかに地区及び本人に入会
年月日を通知するものとする。

２　入会を否認したときは、その理由を付して本
人に通知するものとする。

第6条　会員の資格は、理事会が承認した日に始
まり資格喪失した日に終わる。ただし、定款第
10条第１項（１）の要件が発生したときは、理
事会の承認を経て資格を停止し、出版刊行物送
付等を制限することがある。

第7条　会員は、入会申込書記載の住所、氏名、
勤務先に変更を生じたときは、すみやかに地区
を経由して届け出るものとする。

第8条　会員が退会しようとするときは、理由を

付し、地区を経由して退会届を会長に届け出る
ものとする。
第9条　この規程の改廃は、理事会の決定を経て
行うものとする。
　付　則                            
１　この規程は昭和63年４月１日より施行する。
　付　則
２　この規程は平成９年９月11日より施行する
            

会費納入規程

　　　　　　　　　　　昭和63年４月１日制定
　　　　　　　　　　　平成６年４月１日改定
　　　　　　　　　　　平成18年４月22日改定
　　　　　　　　　　　平成20年３月30日改定
第1条　定款第８条の会費は、納入期限を当該年
度の４月１日とする。ただし、新入会者につい
てはこの限りではない。
第2条　会費は次のとおりとする。ただし、１月
１日以降の再入会者の当該年度正会員会費は半
額とする。
　正会員 9,000円
　賛助会員（個人） 9,000円
　賛助会員（法人） 25,000円
２　新入会者の初年度正会員会費は無料とする。
第3条　会員で療養のため１箇年以上離職した者
は、会費免除の取扱いを受けることができる。
第4条　前条の規定に基づき、会費免除の取扱い
を受けようとする者は、所定の様式に１箇年以
上療養のため離職したことを証明する医師の証
明書を添えて、所属地区を経由して本会に申請
するものとする。
第5条　本規程による会費の免除は、２箇年を超

社団法人　埼玉県放射線技師会諸規程
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えないものとする。
第6条　この規程の改廃は、理事会の決定を経て
総会の承認を得るものとする。

  附  則
１  この規程は、昭和63年４月１日より施行する。
  附  則
１　この規程は、平成６年４月１日より施行する。
  附  則
１　この規程は、平成19年４月１日より施行する。
２　本規程第１条は平成20年４月１日より施行す
る。第１条施行までの間、会費納入期限は当該
年度の９月30日とする。

　附　則
１　この規程は、平成20年４月１日より施行する。

役員選出規程

　　　　　　　　　　　昭和63年４月１日制定
　　　　　　　　　　　平成６年４月１日改定
　　　　　　　　　　　平成10年４月１日改定
　　　　　　　　　　　平成11年３月11日改定

第１章  総  則
第1条　役員の選出は、定款第13条に基づき、こ
の規程により行うものとする。

第２章　選挙管理委員会
第2条　役員を選出するときは、理事会の承認を
得て、選挙管理委員会を設けるものとする。

第3条　選挙管理委員会は、正会員の中から各地
区毎に１名の委員を選出して構成し、委員長は
互選とする。

２　役員及び選挙の立候補者は、選挙管理委員に
はなれない。

第4条　選挙管理委員会は、次の業務を行う。
　（１）選挙の公示
　（２）役員の立候補者届の受理、資格審査及び

立候補者氏名の公示
　（３）投票及び開票の管理ならびに当選の確認
　（４）総会において選挙結果の報告

　（５）その他選挙管理に必要な事項                  
第5条　選挙管理委員の任期は２年とする。

第３章  役員の選挙
第6条　会長、監事に立候補しようとする者、又
は推薦しようとする者は、地区の承認若しくは
推薦を得て所定の様式により選挙管理委員会に
届け出るものとする。ただし、推薦の場合は本
人の同意を必要とする。
第7条　立候補又は推薦の届出締切は、総会の２
か月前とする。
第8条　選挙は、立候補届のあった者について、
総会に出席した会員によって行うものとする。
第9条　投票は、出席会員の単記無記名投票によ
り行うものとする。
第10条　投票は、次の順序によって行う。
　（１）会　長
　（２）監　事
第11条　当選者は、それぞれ有効投票数を得た者
から、高点順に定める。

第４章  無投票当選
第12条　各選挙を通じ、締切日を経過しても立候
補者が役員定数を超えないときは、総会におい
て無投票により当選者を定めるものとする。

第５章  理事の選出
第13条　地区理事は、各地区から１名を選出する。
第14条　事業を遂行するため、前条のほか、会長
が指名する理事を置くことができる。
第15条　この規程の改廃は、理事会の決定を経て
行うものとする。
  附　則
１　この規程は平成６年４月１日より施行する。
　附　則
１　この規程は平成10年４月16日より施行する。
  附　則
１　この規程は平成11年４月１日より施行する。
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総会運営規程

　　　　　　　　　　　昭和63年４月１日制定
第1条　この規程は、総会運営を民主的かつ能率
的に運営することを目的として定める。

第2条　前条の目的を達成するために、総会運営
委員会を設けるものとする。

第3条　前条の委員会は、正会員の中から各地区
毎に１名の委員を選出して構成し、委員長は互
選とする。

第4条　総会運営委員会は、総会の付記に基づき、
次のことを協議し、その承認を得て運営する。

　（１）議長団の選出の方法
　（２）議事日程及び進行
　（３）総会出席会員の資格審査
　（４）その他総会運営について必要な事項
第5条　この規程の改廃は、理事会の決定を経て
行うものとする。

  附　則
１　この規程は昭和63年４月１日より施行する。
      

旅費および会議費等支払規程

　　　　　　　　　　　昭和63年４月１日制定
                       　　　 平成７年５月11日改定
                        　　　平成10年４月１日改定
　　　　　　　　　　　平成21年２月４日改定
（目　的）
第1条　この規程は会務のために出張する役員お
よび委員等に支給する旅費、会議費について定め
る。
（種　類）
第2条　会務の種類は次の通りとする。
　（１）理事会
　（２）常任理事会
　（３）常設委員会（編集委員会、学術委員会等）
　（４）特別委員会（放射線展実行委員会、学術

大会実行委員会等）
　（５）その他会長が認めた会務

（項　目）
第3条　費用は本会予算会計から支出されるが、
特別委員会はその委員会会計から支出される。

（旅　費）
第4条　旅費は勤務先から開催地までの公的機関
を利用した実費を支給する。
２　自家用車を利用した場合は前項と同額とす
る。
３　開催地の者には支給しない。
（会議費）
第5条　会議費は理事会、委員会等にかかる所用
経費とする。
第6条　会議１回につき原則1,000円とする。ただ
し、会長が定めたものに限り2,000円とする。
第7条　学術大会、公益事業、講習会等の開催お
よびその準備にかかる経費は、別に支払うこと
ができる。
第8条　経費の金額は、別に定める。
第9条　経費の支払いは理事会の承認を得ること
を要する。

（改　廃）
第10条　この規程の改廃は、理事会の決定を経て
行うものとする。
  付　則
１　この規程は昭和63月４日１日より施行する。
  付　則
１　この規程は平成７年５月11日より施行する。
  付　則        
１　この規程は平成10年４月１日より施行する。
　付　則
１　この規程は平成21年２月４日より施行する。

表彰規程

　　　　　　　　　　　昭和63年４月１日制定
　　　　　　　　　　　平成７年４月１日改定
　　　　　　　　　　　平成20年11月５日改定
　　　　　　　　　　　平成21年５月８日改定
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（目　的）
第1条　この規程は、定款第４条の事業を遂行す
るにあたり、顕著な功績のあった者の表彰に関
する事項と、関係団体からの推薦について必要
事項を定める。

（条　件）
第2条　本会に継続して15年以上在籍し、かつ会
費を完納している者

（種　類）
第3条　表彰に関する分類は次の通りとする
　（１）功労賞　　本会に多大な貢献があった者

本会役員として功労に関しては在任期間
が４年以上を有している者

　（２）学術賞　　保健医療に関する研究、発明、
発見、考案をおこなった者

　（３）叙勲、関係団体表彰候補
　（４）永年勤続者
　　ア　20年以上放射線業務に従事した者
　　イ　40年以上放射線業務に従事した者
　（５）その他　　他の模範となる善行があった

者
（推　薦）
第4条　受賞者の推薦、選考、決定は表彰委員会
が行い、理事会の承認を得るものとする。尚、
表彰委員会は地区理事に推薦を依頼することが
できる。

（選　考）
第5条　選考は表彰委員会が行い、委員会は会長、
副会長、総務常任理事、および会長委嘱者5名
の計10名で組織する。尚、会長委嘱者と委員長
は役員外とする。

（決　定）
第6条　表彰委員会は選考結果を理事会に答申し、
決定は理事会にて行う。その他表彰に関する必
要な事項についても理事会において決定する。

（内　容）
第7条　表彰は表彰状と副賞を授与するものとす

る。
（改　廃）
第8条　この規程の改廃は理事会にて行う。
  附　則
１  この規程は昭和63年４月１日より施行する。
  付　則
１　この規程は平成７年４月１日より施行する。
  付　則
１　この規程は平成20年11月５日より施行する。
１　この規程は平成21年５月８日より施行する。

地区会運営規程

                              　昭和63年４月１日制定
第1条　この規程は、定款第５条に基づき、地区
会の設置、運営等に関する必要事項について定
める。
第2条　定款第５条による地区会を次のとおり設
置する。
　（１）第一地区
　（２）第二地区
　（３）第三地区
　（４）第四地区
　（５）第五地区
　（６）第六地区
第3条　地区会は、本県技師会の事業を円滑に推
進し、かつ会員相互の連携をはかることを目的
とする。
第4条　地区会は、役員選出規程に定めるところ
より地区理事を選出する。
２　地区理事の選出は、通常総会前には終了する
ものとし、会長に届け出るものとする。
第5条　地区理事は、地区会事務所を定め、これ
を会長に届け出るものとする。
第6条　地区理事は、地区会員の意向を把握し、
本県技師会の会務執行に反映するものとする。
第7条　地区会の運営に関する経費は本県技師会
の助成金その他をもってあてるものとする。
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第8条　その他必要事項は、地区会毎に定める。
第9条　この規程の改廃は、理事会の決定を経て
行うものとする。

  附　則
  この規程は昭和63年４月１日より施行する。
   

埼玉県放射線技師会互助規程

                           　　昭和63年４月１日制定
第1条　この規程は、会員相互の親陸と相互扶助
をはかるために定めたものである。
第2条　前条の目的を達成するために、次の各号
の事業を行う。

　（１）会員に対する弔慰金、見舞金の給付
　（２）その他会員の福祉増進に関する事業
第3条　弔慰金、見舞金の給付は別表による。
第4条　給付を受ける事由が発生した場合、直ち
に地区理事に連絡し、連絡を受けた理事は速や
かに会長に別紙給付申請書を提出するものとす
る。

第5条　会長は、前条の申請書を受けた場合、内
容審査のうえ、速やかに関係理事を通じて給付
金を支給するものとする。                    

第6条　給付を受ける事由が発生して６箇月以上
経過したものは支給しない。 

第7条　この規程に定めるもののほか、必要な事
項は理事会において決定するものとする。

第8条　この規程の改廃は、理事会の決定を経て
行うものとする。        

  附  則
  この規程は昭和63年４月１日より施行する。

　別表１

１　病気見舞金は引続き３か月以上の場合に支給

する。以後１年以上療養の場合は１年毎に給付
する。
２　障害療養見舞金は、医師の診断書により放射
線障害と認定された場合:又は業務上の災害に
よる療養に給付する。
３　会費滞納者は、これを完納しなければ受給資
格がないものとする。

研究会設置規程

　　　　　　　　　　　平成11年３月10日制定
（目　的）
第1条　この規程は定款第４条に基づき本会に研
究会を設置し、研究活動を促進する事を目的と
する。

（設置及び廃止）
第2条　研究会を設置するときは研究会設置申請
書（様式̶研１）を会長に提出する。
２　研究会設置の申請があった場合、会長は理事
会の承認を得てこれを認可することができる。
３　研究会を廃止するときは、研究会廃止届（様
式̶研２）を会長に提出する。

（名　称）
第3条　研究会は、その名称とともに本会研究会
であることを称することができる。

（研究会の構成員）
第4条　本会が認可する研究会の主たる構成員は
本会会員とする。

（活　動）
第5条　研究会は、目的を達成するために自主的
活動するものとし、概ね次の事を行う。
　（１）研究会を開催する。
　（２）研究成果を学術大会等に発表する。
（助　成）
第6条　本会は、認可した研究会の発展向上を図
るために申請により、理事会の承認を得て、助
成を行うことができる。
２　助成の方法は別途理事会で定める。

在籍年数 死亡弔慰金 傷害療養見舞金 病気見舞金

５年未満 5,000円 ̶ ̶

５年以上 10,000円 5,000円 5,000円

10年以上 10,000円 5,000円 5,000円
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（報　告）
第7条　研究会は、年度の活動状況を総会に報告
する。

（規程の改廃）
第8条　この規定は、理事会の決定を経て行うも
のとする。

  付　則
１　この規程は、平成11年４月１日から施行する。

技師会センター運営規程

            　　　　　　　平成８年４月１日制定
　　　　　　　　　　　平成10年３月12日改定
第1条　本会技師会センターは埼玉県放射線技師
会事務所及び会議室で構成する。

第2条　この規程は、技師会センターの運用につ
いて規定する。                  

第3条　技師会センターの管理責任者は会長とす
る。会長はセンターの業務管理者を指名し、業
務管理者がセンター運営業務を行なう。

２　重要事項については理事会において審議す
る。

第4条　業務管理者はセンターの運営に関する全
ての責任を有する。

第5条　技師会センターの管理及び運営に関する
経理は、「一般会計」によって処理する。

（会議室の利用）
第6条　次に掲げる一に適合する場合、会長の許
可を得て技師会センターを利用することができ
る。

　（１）会長が主催する全ての会議、委員会、講
習会等

　（２）理事、常任理事が主催する全ての会議、
講習会等

　（３）地区理事が主催する全ての会議、講習会
等

　（４）本会会員が所属する団体で、会長が認め
た会議等

　（５）その他、会長が特に認めた会議、講習会
等

（使用手続）                                         
第7条　前条のうち（１）もしくは（２）に該当
する場合を除き、使用する者は、使用責任者を
定め、別に定める「技師会センター使用許可申
請書」を３週間前までに、所定の使用料金を添
えて提出し、会長の許可を得なければならない。

（使用の優先）
第8条　使用は本会事業に関するものを優先し、
第６条の順とする。

（使用料及び使用時間）
第9条　使用料及び使用時間は、第６条の（１）
及び（２）に該当する場合を除き、下記の規定
によるものとする。
２　使用時間の区分及び使用料は次に定めるとお
りとする。
　（１）09：00～12：00　　　　2,000円
　（２）13：00～17：00　　　　2,000円
　（３）18：00～21：00　　　　2,000円
　（４）09：00～17：00　　　　4,000円
　（５）13：00～21：00　　　　4,000円
　（６）09：00～21：00　　　　5,000円
第10条　使用責任者は、重大なる過失による使用
中の火災、設備等の毀損事故に対して責任を有
するものとする。
第11条　この規程の改廃は、理事会の決議により
行なう。
　付　則 
１　この規程は平成８年４月１日より施行する。
　付　則 
１　この規程は平成10年４月１日より施行する。

会計事務取扱規程

　　　　　　　　　　　平成11年３月10日制定
第１章　総　則

（目  的）
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第1条　この規程は社団法人埼玉県放射線技師会
（以下「本会」という。）の財務及び会計の取扱
（以下「会計」という。）に関する基準を定め、
その財政状態を明らかにし、もって事業の円滑
な運営を図ることを目的とする。

（総　則）
第2条　本会の会計は、別に定めるもののほか、
この規程の定めるところによる。

（会計原則）
第3条　本会の会計は、正確な報告を提供すると
ともにすべての取引について、原則に従った正
確な会計帳簿を作成するものとする。

（会計の総括）
第4条　本会の会計は、会長が総括するものとす
る。

（会計責任者）
第5条　会長は、会計を担当する理事（以下「財
務担当理事」という。）を任命するものとする。
２　財務担当理事をもって会計責任者とする。
３　会計責任者は、会計の出納に関し、その一部
について補助者を命じ、行わせることができる。

（年度の区分）
第6条　本会の会計における資産、負債等の増減
異動ならびに収益及び費用の所属する事業年度
は、その事業取引の発生した日の属する年度と
する。

（会計の区分）
第7条　本会の会計は、一般会計と特別会計に区
分し行うことができる。

２　本会の事業に関し、特定の事業を行う必要が
あるときは、特定の資金を保有するものとし、
その運用を行う場合は、特別会計を設け、その
目的に従い運用するものとする。

（会計年度）
第8条　本会の会計年度は。毎年４月１日に始ま
り翌年３月31日に終る。

（書類の保存期間）

第9条　予算書、会計帳簿、伝票及び計算書類の
保存期間は、10年とする。

第２章　勘定科目及び帳簿
（勘定科目）
第10条　本会における取引は、別に定める勘定科
目により処理するものとする。

（帳　簿）
第11条　帳簿は、主帳簿、補助簿及び必要に応じ
その他の補助諸表を備付けるものとする。
　（１）現金出納簿
　（２）預金出納簿
　（３）収支予算の管理に必要な帳簿
　（４）固定資産台帳
　（５）基本財産明細台帳
　（６）会費明細帳
　（７）その他の補助諸表

第３章　予　算
（予算の作成）
第12条　財務担当理事は、毎会計年度開始前、当
該年度の事業計画の決定に基づき収支予算を第
７条に定める区分に従い作成し、理事会の承認
を得て総会に提出し、議決を求めるものとする。

（予算の執行）
第13条　支出予算の執行は会長とする。
２　会長にやむを得ない事情があるときは、財務
担当理事がこれを行い、予算の執行後すみやか
に会長に報告するものとする。

（予算の流用及び予備使用）
第14条　予算の執行にあたり、大科目間の流用
は、理事会に承認を求めるものとする。ただ
し、緊急の場合は、理事会の事後承認を求める
ことができる。
２　予備費使用を行う必要があるときは理事会の
承認を得て行うものとする。

（継続費）
第15条　支出予算決定後、本会の事業実施上特に
数年にわたり執行する必要があるときは、その
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所要額及びその年割執行額を定め、理事会の承
認を得て行うものとする。

（繰越明許費）
第16条　支出予算のうち、その事業実施上特に必
要がある場合であって当該年度において支出が
終らない場合は、予め理事会の承認を得て翌年
度に繰延べて使用することができるものとす
る。

（積立金）
第17条　年度決算において剰余金が生じたとき
は、その一部について積立金に計上することが
できる。

第４章　金銭会計
（金銭の範囲）
第18条　この規程において、金銭とは、現金及び
預金をいい、現金は通貨小切手その他随時通貨
と引替えることのできる証書をいう。

２　前項の預金とは、普通預金、通知預金、定期
預金及び金銭信託等をいう。

（出納方法、証拠書の授受）
第19条　金銭の収納は。伝票及び証拠書に基づい
て行うものとし、会長及び会計責任者の承認を
得るものとする。

２　金銭の支払いは、会長及び会計責任者の承認
を得た伝票及び証拠書により行うものとする。

３　預金証書等は、金庫に保管又は金融機関に保
管預託するものとする。

（金融機関の指定）
第20条　預金口座を設ける銀行その他の金融機関
は、会長が指定するものとする。

（借入金）
第21条　予め決められた短期借入金の限度内で借
入れをしようとするときは、常任理事会にはか
るものとする。

２　定時総会前において資金の不足を生じる場合
は、最小限度の短期借入をすることができるも
のとする。その場合理事会の事後承認を求める

ものとする。
（手持現金）
第22条　手持現金は必要最少限度にとどめるよう
努めるものとする。

（預金の名儀人）
第23条　預金の名儀人は会長とする。
２　出納に使用する印鑑は、本会会長の会印を使
用するものとする。
３　出納に使用する印鑑は、会長が保管する。　
４  印鑑の押印は、必要の都度に会計責任者が会
長に求める。
５ 印鑑の保管及び押印については、副会長に委
任することができる。
６　預金通帳及び現金引出カードは、会計責任者
が保管する。
７ 会計責任者は、原則として預金払出しの事前
に会長の承認を得るものとし、会長から求めら
れた時には、ただちに預金通帳を提出して、そ
の内容について説明を行うものとする。

（金銭の残高照合）
第24条　現金残高は、現金出納簿残高と照合する
ものとする。
２　預金残高は、取引銀行等の預金残高証明書又
は預金通帳及び預金証書により照合するものと
する。

第５章　棚卸資産
（棚卸資産の定義）
第25条　棚卸資産（以下「物品」という。）　と
は、消耗品、備品、図書及び機械器具等であっ
て、１件20万円未満のものをいう。

（保管管理）
第26条　物品のうち、消耗品を除く備品等につい
ては、備品台帳を設け、記入整理するものとす
る。
２　財務担当理事は、物品の出納、保管を行うと
ともにその使用状況について監督を行うものと
する。
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３　財務担当理事は、物品のうち必要に応じその
一部を補助者に保管管理をさせることができ
る。

（物品の照合）
第27条　財務担当理事は、毎年１回以上保管する
物品と台帳を照合し、会長に報告するものとす
る。

（物品の廃棄）
第28条　財務担当理事は、物品を廃棄しようとす
るときは、その理由を付して会長の承認を得て
行うものとする。

第６章　固定資産
（固定資産の定義）
第29条　固定資産とは、耐用年数が１年以上であ
って、かつ取得価格が20万円以上のものをいう。

（取得価格）
第30条　固定資産の取得価格は、固定資産の区分
に従い次の各号によるものとする。

　（１）製作にかかるものは、その製作費及び附
帯費

　（２）購入にかかるものは、その購人価格及び
附帯費

　（３）贈与にかかるものは、その公正な評価額
（固定資産の譲渡及び担保等）
第31条　固定資産の譲渡及び担保の設定について
は、総会の承認を得るものとする。

２　不動産登記を必要とする固定資産は取得後登
記するものとする。

第７章　決算
（決算書の作成）
第32条　会計年度が終了したときは、次の各号の
財務諸表を一般会計及び特別会計の別に作成す
るものとする。

　（１）収支計算書
　（２）貸借対照表
　（３）財産目録
２　決算書は、会計年度終了の翌月15日までに完

結するものとする。
３　会計理事は、前項の決算が完結したときは、
すみやかに監事の監査を受け理事会及ぴ総会に
報告し承認を求めるものとする。

（監  査）
第33条　財務担当理事は、会計に関して年度決算
完了後すみやかに監査を受けなければならな
い。

第８章　契　約
（契約責任者）
第34条　契約に関する責任者は契約責任者とす
る。
２　契約責任者は会長とする。
３　会長にやむを得ない事情があるときは、財務
担当理事が契約者として職務を代理するものと
する。

（契約方法）
第35条　契約は、一般競争入札に付し、当該契約
の目的に従い、最高又は最低の価格による入札
者と締結するものとする。

（指名競争人札）
第36条　契約が次の各号の１に該当する場合にお
いては、前条の規程にかかわらず、指名競争入
札の方法により契約を締結することができる。
　（１）契約の性質又は目的により競争に加わる

者が少数で一般競争入札に付する必要がな
いとき。

　（２）一般競争入札に付することが不利と認め
られるとき。

　（３）前各号に規定するもののほか、事業運営
上必要があるとき。

（随意契約）
第37条　契約が次の各号の１に該当する場合にお
いては、前条の規程にかかわらず、随意契約の
方法により契約をすることができる。
　（１）契約の性質又は目的が競争を許さないと

き。
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　（２）緊急を要する場合で、競争に付す暇がな
いとき。

　（３） 競争に付すことが、不利と認められると
き。

　（４） 前各号に規程するもののほか、事業運営
上必要があるとき。

２　第１項の規程により随意契約をしようとする
ときは、なるべく２人以上から見積書をとらな
ければならない。

（契約書）
第38条　契約を締結しようとするときは、その履
行に関し、必要な条項を記載した契約書を作成
しなければならない。ただし、軽易な契約につ
いては、契約書の作成を省略し、又はこれに代
える書類をもって処理することができる。

第９章　雑　則
（規程の改正）
第39条　この規程の改廃は、理事会の承認を得る
ものとする。

附　則
１　この規程は、平成11年４月１日より施行する。

超音波式骨密度測定装置貸出し規程

　　　　　　　　　　　平成21年３月４日制定
（目的）
第1条　この規程は、超音波式骨密度測定装置貸
出しに関する必要事項について定める。

（貸出し対象）
第2条　公益事業に使用する地区会に対し貸出す
こととする。

第3条　地区会以外への貸出しは認めない。ただ
し、公益性が認められるイベントに対しては、
理事会の承認を得て貸出すことができる。

（使用料）
第4条　貸出し料金に関しては別途定める。
（期間）
第5条　貸出し期間は、貸出し日より返却日まで

の期間とし５日間を限度とする。
（申込方法）
第6条　貸出し申し込みは本会ホームページ上よ
り行うこと。

（使用手続）
第7条　貸出し時は技師会センター備え付けの
「貸出し書」に必要事項を記入すること。
（使用制限）
第8条　貸出し装置の無断での転貸、譲渡、改造
及び不法利用は行わないこと。

（確認事項）
第9条　使用前には必ず「使用説明書」を熟読し、
動作確認すること。
２　使用後は梱包前に下記の確認を２名以上にて
行うこと。
　（１）解析データの消去
　（２）動作確認
　（３）破損等外観の確認
３　返却時にも必要事項を記入すること。
（その他事項）
第10条　破損等の不具合が生じた場合は、速やか
に技師会センターもしくは担当理事に連絡をす
ること。
第11条　破損等不具合があった場合の修理代金
は、原則として本会が負担することとする。

（改廃）
第12条　この規程の改廃は理事会の決定を経て行
うものとする。
　付　則　
１　この規程は平成21年４月１日より施行する。
　別　紙
　１．選挙立候補届
　２．候補者推薦届
　３．互助給付金申請書
　４．会費免除申請書
　５．研究会設置申請書
　６．研究会廃止届
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　７． 社団法人　埼玉県放射線技師会会誌購読会
員規程

　８．社団法人　埼玉県放射線技師会　地区地図

別　紙 

選挙立候補届 
                                    　

　　現住所                                        　
　　氏名　性別　年齢                              　
　　勤務先　所在地　施設名                        　
　　平成　年　月　日執行の                        　
　社団法人埼玉県放射線技師会○○選挙に立
候補します。　
　                                                 　
　　上記の通りお届けします。                      　
　　　　平成　年　月　日                          　
　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　印    　
　上記の者、○○選挙に立候補することを承
認いたします。
　　　　平成　年　月　日                         　
　　○○地区会                                   　
　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　印    　
                                                 　
社団法人埼玉県放射線技師会選挙管理委員長　殿

候補推薦届
                    　

　　候補者住所                                  　
　　氏名　性別　年齢                            　
　　勤務先　所在地　施設名                      　
　                                                 　
　　平成　年　月　日執行の                      　
　社団法人埼玉県放射線技師会○○選挙に推
薦します。　
　                                                 　
　　　　平成　年　月　日                        　
　　○○地区会                         　
　　推薦者氏名　　　　        　           　印　
　                                                 　
　　○○選挙に立候補することを承認いたします。
　　　　平成　年　月　日                       　
　　候補者氏名　　　　　　　　　　　　印　
　                                                 　
社団法人埼玉県放射線技師会選挙管理委員長　殿  
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様式－研１                                      　
研究会設置申請書

　　　　　　　　　　　　　平成　年　月　日 　
　　
　　社団法人埼玉県放射線技師会
　　会長　　　　　　　　殿                       　
　　　　　　　　　　○○ 研究会               　
　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　印  　
　規程の定めるところにより、下記のとおり
研究会の設置を申請します。

記                         　
　　１　研究会の名称                              　
　　２　代表者、役員等の名前                      　
　　３　連絡先                                    　
　　４　研究会構成員－別添名簿のとおり
　　（本会会員と他の区別がわかるような名簿）
　　５　研究分野、内容（具体的に）
　　６　研究会履歴                                　
　　７　助成申請の有無                            　

様式－研２                                        　
研究会廃止届

　　　　　　　　　　　　　平成　年　月　日
　                                                  　
　　社団法人埼玉県放射線技師会
　　会長　　　　　　　　殿                         　
　                                                  　
　　　　　　　　　　○○ 研究会               　
　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　印  　
　                                                  　
　規程の定めるところにより、下記のとおり
研究会の廃止を届けます。

記                           　
　　１　研究会の名称                                  　
　　２　代表者、役員等の名前
　　３　連絡先                                        　
　　４　廃止の理由                                    　
　　５　廃止の年月日        

互助給付金申請書                                 　
　                                                 　
　　平成　年　月　日                                　
　　社団法人埼玉県放射線技師会
　　　会長　　　　　　　　殿                      　
　　　　　　　　　　　〇〇地区会          　
　　　　　　　　　　　理事　　　　　　　印　
　会員　　　　　　氏に下記事項発生のため
互助規程により見舞金を給付されるよう申請
いたします。      　

記                        　
　　勤務場所                                      　
　　氏名                                          　
　　当該事項                                      　
　　発生年月日                                    　
　　金額                                          　
　　理事の意見                                    　

会費免除申請書                                     　
　                                                  　
　　平成　年　月　日                                 　
　　社団法人埼玉県放射線技師会
　　　会長　　　　　　　　殿                       　
　　　　　　　　　　　〇〇地区会           　
　　　　　　　　　　　理事　　　　　　　印 　
　会員　　　　　　氏は下記事項発生のため
会費納入規程により会費納入を免除されるよ
う申請いたします。 　

記                       　
　　事故発生前の勤務場所                           　
　　氏名                                           　
　　離職の理由                                     　
　　療養期間                                       　
　　理事の意見           
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（目的）
第１条 この規程は、他都道府県技師会会員の社

団法人埼玉県放射線技師会（以下、本会と
いう）における開催事業への参加及び会誌
「埼玉放射線」購読の資格を規定する。

（会員）
第２条　会員は、本規程に賛同し、会費を納めた

次のものとする。
　（１）他都道府県技師会の正会員で本会の会誌

購読会員を希望するもの。
　（２）その他理事会で承認されたもの。
（資格の更新）
第３条
　（１） 会員資格は年度ごとの更新とする。
　（２） 更新を希望する者は、会員資格喪失の3月

末日までに本会に申し出ること。
（会費）
第４条
　（１）会員の年会費は、9,000円とする。
　（２）会費は年度の9月末日までに納入し、退会

時には返納しない。

（会員の権利）
第５条
　（１）会員は、本会開催事業への参加と本会会

誌「埼玉放射線」購読の権利を有する。
　（２）本会の総会における議決権はない。
（入退会）
第６条
　（１）入会を希望するものは、本会の入会申込

書に会費を添えて本会へ届け出ること。
　（２）退会を希望するものは、退会の旨を本会

へ届け出ること。
（規程の改廃）
第７条
　（１）この規程の改廃は理事会の決定を経て行

うものとする。
（付則）
　（１）この規程は、平成15年4月1日より施行す

る。

社団法人　埼玉県放射線技師会会誌購読会員規程
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社団法人　埼玉県放射線技師会　地区地図（平成22年3月1日現在）
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M E M O
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寄付金の報告
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平成22年2月14日、さいたま赤十字病院にて第1回救急セミナーが開催されました。
講師および内容は次のとおりです。

　 1．救急医療に必要な基礎知識
　　　　　埼玉医科大学総合医療センター　　　　　　　　　　准教授　　　輿水　健治
　 2．小児救急について
　　　　　埼玉県立小児医療センター　放射線技術部　　　診療放射線技師　横山　　寛
　 3．当センターの救急医療について
　　　　　埼玉医科大学総合医療センター　放射線部　　　診療放射線技師　中根　　淳
　 4．当院の救急医療について
　　　　　さいたま赤十字病院　　放射線科　　　　　　　診療放射線技師　岡田　智子

受講者：23名

　この講習会は放射線技師になり、ベテランの技師はもちろんのこと、1年から数年の技師の方々を対象
として企画しました。
　病院に勤務し、最初の目標は当直業務に入ることです。当直に入ると、通常自分一人で全ての業務をこ
なさなければならず、もちろん救急患者であることから、可及的な対応を求められるわけです。そのため
に技術的、医師とのコミュニケーション、精神論を含めたワンポイント的な講習会でした。
　今後は、放射線技師だけの業務をしていたのでは、救急医療に対応できないことが多く経験します。医
師しかできないことを除き、それ以外の業務を放射線技師が臨機応変に対応できる能力が求められる時代
がきています。
　第2回以降はそのような講習会を企画していきますので、よろしくお願いいたします。

第1回救急セミナー報告

学術担当常任理事　富　田　博　信
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　本年度より会場を伊奈の県民活動センターから大宮ソニックシティーに移し開催しました。交通アクセ
スが良好であること、メイン会場を集中させたことなどにより、より活気のある大会となりました。まず
は参加してくださいました会員皆様に御礼と、学術大会のご報告をさせていただきます。
　今回の大会プログラムでは、一般演題　19演題、ランチョンセミナ－、フィルムリーディングコーナー、
特別講演、県民公開講座、ハンズオンセミナ－（ナナオ）、テクニカルディスカッション（CT）、レク
チャーコース　（消化管）、機器展示（17社）、と内容も多岐にわたり企画しました。以下にその参加者人
数などの内訳をご報告します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　学術大会参加者報告
１）学術大会全体
会員 223名
賛助会員 28名
非会員 22名
学生 １名
小計 274名
県民公開講座 83名
総合計 357名

２）フィルムリーディング（上部消化管、胸部CT、超音波、乳房X線）
上部消化管 60名
胸部CT 53名
乳房X線 41名
超音波 24名
クイズ（乳房） 50名

３）ランチョンセミナー 約150名

４）ナナオハンズオンセミナー 21名

　以上のように大変多くの皆様に参加いただきました。今後さらに会員の皆様のご意見を取り入れ、次回
大会におきましても一層充実した内容となるように実行委員一同努力してまいりたいと思いますので、皆
様の参加を待ちしております。最後に今回の学術大会の実行委員の皆様に成功の御礼をさせていただき第
25回学術大会の報告とさせていただきます。

第25回埼玉放射線学術大会報告

学術担当常任理事　富　田　博　信
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　平成22年3月14日（日）温かな春の日、大宮ソニックシティにて第25回埼玉放射線学術大会が開催され
ました。併催して一般県民対象の県民公開講座を行いましたのでご報告させていただきます。
　今回は「医用画像最前線～明日の健康のために」をテーマに掲げ、骨粗鬆症の講演をメインに超音波骨
密度測定、医療被ばく相談やパネル展示を行いました。同じ内容の講演（20分）を4回行う（当初の予定
では3回）初めての試みで、講演途中に来場された方も次回の講演を聞いていただくことができ良い試み
であったと考えます。また、質問を受ける時間も十分取ることができ会場の皆さまには大変満足をして頂
けたと思います。来場された皆さまは、私たちの仕事を紹介したパネル展示も熱心にご覧になり検診を受
けることの大切さ、予防医学の大切さを十分に伝えられたのではと思います。　　
　当初は、日曜日のましてや行楽日和にどれくらいの人が来場して頂けるだろうか危惧しておりました。
しかし午前10時開場時間になり、蓋を開けてみると一人、二人・・・。次々と来場者がいらして、当初の
不安が吹き飛び、意欲へと変わりました。自治体広報誌への案内やポスターを利用して会員施設などに広
報をした結果が良い方向に動いたと考えます。ひとりも来ていただけないのではと不安にかられました
が、最終的には83名の県民の皆さまに参加していただき成功裏に終えることができました。来場して頂い
た県民の皆さまには、心から感謝申し上げます。
　私たち診療放射線技師個人の力には当然のように限界があります。しかしながら会員の皆さまのお力添
えを得て埼玉県放射線技師会が一団となって物事に取り組めば大いなる力となり、県民の皆さまに満足し
て頂ける公益活動をおこなえると考えます。これからも会員の皆さまのご協力をお願い致します。
　最後になりましたが、講演をしていただいた講師の吉岡鑑二様（東洋メディック株式会社）、準備段階
からご助力いただいた学術大会実行委員と公益委員の皆様、そしてなにより学術大会に参加して頂いた会
員の皆さまにこの場をお借りして心よりお礼申し上げます。ありがとうございました。

県民公開講座開催報告

公益委員会　星　野　　　弘
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　この度参加してくださった県民の皆さまのアンケート調査をご紹介させていただきます。県民の皆さま
のご意見を真摯に受け止め、これからの公益活動に少しでも生かせればと考えます。

（県民公開講座の様子）

（公益委員会メンバー　お疲れ様でした）
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・来場者　83名　アンケート回収67名　回収率80.7％

1 ．年齢を教えてください。

2．性別を教えてください。

3．住所を教えてください。（市町村のみで結構です。）

第25回埼玉放射線学術大会　県民公開講座（2010.03.14）
アンケート集計結果

集計報告：公益担当　星　野　　　弘

0歳未満 20代 30代 40代 50代 60歳以上
0 0 2 6 5 54

男性

女性
女性 82％

男性 18％

男性 女性
12 55

さいたま市 越谷市 上尾市 鴻巣市 志木市 入間市 東京都
56 4 2 1 1 1 2

入間市 1%

越谷市 6%
上尾市 3%
鴻巣市 1%
志木市 1%

東京都 3％ さいたま市
越谷市
上尾市
鴻巣市
志木市
入間市
東京都

さいたま市 85％

20歳未満 0%
20代 0% 30代 3％

40代 9％

50代 7％
20歳未満
20代
30代
40代
50代
60歳以上

60歳以上 81％
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4 ．職業を教えてください。

5．今回の講演をどこで知りましたか？

6．健康診断を受けていますか？

主婦 公務員 会社員 自営業 学生 病院、医療スタッフ その他
49 0 6 1 0 2 9

市報さいたま あすなろ
ホーム

病院掲示の
ポスター

放射線技師会
ホームページ 温泉施設 その他

（未回答含む）
53 3 1 3 1 6

公務員 0%

会社員 9%
自営業 1%
学生 0%

病院、医療スタッフ 3%

その他 13%

主婦 74％

主婦
公務員
会社員
自営業
学生
病院、医療スタッフ
その他

あすなろホーム 4%
病院掲示のポスター 1%

放射線技師会のホームページ 4%

温泉施設 1% その（未回答含む）10%

市報さいたま
80％

市報さいたま
あすなろホーム
病院掲示のポスター
放射線技師会ホームページ
温泉施設
その他（未回答含む）

毎年受けている たまに受けている 受けていない
42 15 9

毎年受けている

たまに受けている

受けていない

毎年
受けている
63％

たまに受けている 23％

受けていない 14％
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7 ．次回はどのような内容を希望しますか？

・血管年齢について。
・糖尿病、コレステロールについて。（2件）
・ 健康維持のための体操指導等。公報で知らせて
ください。
・肺活量について。
・体脂肪率について。
・次回もこのようなことをお願いします。
・ このような機会をありがとうございます。毎年
続けて頂けたら助かります。（2件）
・血液検査等について。（3件）
・骨密度測定を測定して頂きたいです。（2件）
・腰痛体操。（2件）
・骨のゆがみに関わる疾病、健康について。（2件）
・C型肝炎について是非お願いします。（2件）
・花粉、アレルギーにかんして。
・お薬について。
・一般的検査について。
・具体的な行動計画を示して下さい。
・高齢者、認知症関係。
・ 埼玉県東部地域において本日のような検査を開
催して欲しい。
・整形外科の先生のお話を聞きたい。
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　本会の創立に、そして進歩発展に多大な貢献を果たしてこられました水澤政之助先生が，平成22年3月
20日に旅立たれました．ここに哀悼の辞を捧げねばならないことになりましたことは誠に痛恨の極みであ
ります．
　水澤先生のことは昔から存じ上げておりましたが、より親しくおつきあいをさせていただいたのは本会
創立50周年記念事業でした。本会の創世記のお話を聞かせていただくために小川町の自宅に伺ったこと、
また祝賀会当日は元会長として足を運ばれて、鏡割りに参加いただいたこと、今でも鮮明に残っておりま
す。その後、縁があり、水澤先生が初代技師長であった小川赤十字病院へ勤務することになり、ご挨拶に
伺ったところ大変喜んでいただき心強く感じました。その後、入院時には病室へ、また自宅へと数回伺い
ましたが、その度に凛とした姿勢、会話に驚かせられました。逝去されてすぐに連絡をいただきました
が、私が駆けつけたのは当日夕刻になってしまいました。通夜には、水鳥、山岡、藤間元会長をはじめ水
澤先生と技師会活動をとともにした先輩方が駆けつけていただき、大勢にて見送らせていただきました。
先生が創立した本会は創立58年の歴史を積み重ね、さらに明日に向かって更なる発展と飛躍が期待されま
す。先生の御霊に対し埼玉県放射線技師会を代表し、ご冥福をお祈り申し上げます．やすらかにお眠りく
ださい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　合　掌

在りし日の水澤先生を偲んで本会創立50年周年記念記事を掲載させていただきます

水澤政之助先生を偲んで

住所：埼玉県比企郡小川町大塚250
生年月日：大正7年5月3日　　享年91歳

社団法人埼玉県放射線技師会
会長　小　川　　　清
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第１地区

１、平成21年度　第3回　第一地区勉強会
　　　　　　日　時：平成22年3月5日（金曜）19時～21時
　　　　　　場　所：済生会川口総合病院　地下1階　食堂
　　　ア、メーカー講演
　　　　　　内　容：「実験　高濃度バリウムと添加剤」
　　　　　　講演者：株式会社カイゲン　営業企画推進部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永長正樹（ながおさ　まさき）様
　　　イ、特別講演
　　　　　　内　容：「NPO法人　日本消化器がん検診精度管理機構　胃がんX線検診　新しい基準撮影法」
　　　　　　講演者：東京都予防医学協会　放射線部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤清二（さとう　せいじ）様　
　　　ウ、総会
　　　　
　　　　　参加人数：30名
　　　
２、平成22年3月20日（土曜）「わくわくさいたまいきいき祭り」
　　　　　開催時間：10時～16時
　　　　　　　会場：さいたま市市民活動サポートセンター（コムナーレ9F）
　　　　　　　主催：アシスト浦和21
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第一地区として参加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実行委員　15名
　　　　　　　　　　・放射線検査の啓発　　　　　　
　　　　　　　　　　・無料の超音波骨密度測定　　被検者165名
　　　
　　　　　　　　　　終了後、お疲れ様会を実行委員9名で行ないました。
　　　
　　　

　　　　　　　　問い合わせ：第一地区理事　八木沢　英樹　h-yagisawa@sart.jp

「報　告」
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講議中 実験中

佐藤 清二 先生
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第２地区

9 4
2-19-35

02-2959-7111
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第３地区
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第４地区

　去る3月11日、熊谷市文化創造館　さくらめいと　にて平成21年度埼玉県放射線技師会第4地区総会が行
われました。
　当日参加は43名、委任状提出者118名で、地区会則第12条により総会成立の運びとなりました。以下に
平成21年度決算書および平成22年度予算書を提示いたします。

平成21年度埼玉県放射線技師会第4地区会総会報告
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　平成22年6月6日（日）秩父市保健センターにおいて第13回保健センターまつりがおこなわれます。その
中で埼玉県放射線技師会第4地区会として、医療画像展を開催いたします。
　10年以上開催していますが、年々多くの市民の皆様に、来場いただき喜ばれています。
　市民の皆さんに我々の会を知っていただく、貴重な時間となっています。
　会員の中でお手伝いをしていただける方を募集しております。実行委員をやってみたい方、下記の地区
役員までご連絡をお願いします。

長谷川英治　　　羽生総合病院　　　　　　吉田　真一　　　秩父病院
山田　伸司　　　小川赤十字病院　　　　　萩原　貴之　　　行田総合病院
山崎由紀敏　　　東松山市立市民病院　　　斎藤　幸夫　　　深谷赤十字病院
尾川　光弘　　　熊谷総合病院　　　　　　小林　茂幸　　　深谷赤十字病院

昨年度、秩父市保健センターまつり医療画像展の様子

秩父市保健センターまつりにて医療画像展開催



埼玉放射線・Vol.58　No.3　2010各地区掲示板各地区掲示板

巻

頭

言

会

告

お
知
ら
せ

総
会
資
料

本

会

の

動

き

訃

報

各

地

区

掲

示

板

自
由
投
稿

会

員

の

動

向

議

事

録

年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

役
員
名
簿

投
稿
規
定

Ｆ

Ａ

Ｘ

申

込

書

283（93）

第５地区
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　物理特性の評価については、ExcelやImageJを用いた手法が普及してきている。今回は、CT装置の性
能評価項目より、空間分解能（スライス面内、体軸方向）、スライス厚、時間分解能の測定原理及び評価
方法について紹介した。また、評価法はそれぞれの項目に対し種々あるが、比較的簡便で誤差の少ない方
法にて測定した。

・空間分解能（スライス面内）－ワイヤ法にてMTF曲線により評価－

〈Pitfall〉裾野の平均化： ビームハードニング補正のある再構成関数では、裾野が上昇する前までを平均
化する。

　　　  裾野のZeroing： アンダーシュートがある場合は、無くなるまでを信号とし、その外側をゼロで
置換する。

・空間分解能（体軸方向）－微小球体法にてMTF曲線により評価－
　　後述の実効スライス厚を算出するSSPzをフーリエ変換したMTFより得られる。

・スライス厚　－微小球体法にてSSPzのFWHMにより評価－

〈Pitfall〉ROIの設定： 球体辺縁部より少し大きめ。（ROIが極端に大きいとプロファイルカーブが広がっ
てしまう）

　　　金属球の選択： 測定スライス厚の1/10が推奨されているが、スライス厚1mm以下では0.1mm以下
の球体が必要であり、信号成分の低下により誤差が生じる可能性がある。当院での
実験結果からは、スライス厚の1/2以下までは測定誤差は少ないことが示唆された。

・時間分解能　－金属球打ち出し法にてTSP、MTFにより評価－

〈Pitfall〉TSPの時間軸： 心電同期再構成の場合、スライス間隔を単に時間間隔に変換するのではなく、
心拍数のR-R間隔によって規定される。

CT装置の物理特性について

済生会川口総合病院　城　處　洋　輔

PSF LSF                    LSF  OTF  MTF

Zeroing

CT  SSPz              FWHM  1
2

h

1
2

h

1
2

h

1
2

hCT  TSP               FWHM  
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第5地区勉強会（平成22年2月19日）

モニタ診断への基礎知識

獨協医科大学越谷病院　放射線部　諏　訪　和　明

＜背景＞

　今まで、診療放射線技師は、フィルム診断を
行っていく中で、フィルムの感度・増感紙の感
度・自動現像機の管理・シャウカステンの輝度な
ど、出力されるフィルム・表示するシャウカステ
ンなどに対し、最適な診療情報の提供に取り組ん
できました。
　現在、フィルム診断からモニタ診断に移行され
つつある中で、モニタに対する放射線技師の関心
度は、フィルムに比べてとても低く取り組みにく
いと思われがちです。
　しかし、医師に画像情報を提供する立場とし
て、最適な画像を提供することは言うまでもな
く、モニタに関してもできる限り多くの知識を持
たなくてはなりません。
＜モニタ診断の特徴＞

　モニタ診断を行っていくには、モニタで読影す
る際の利点・欠点について十分に理解しておく必
要があります。
　モニタ読影の欠点としては、解像度・輝度・コ
ントラストに限界があること、輝度劣化（モニタ
の寿命）があること、表示画像の一貫性を保つこ
とが難しいことなどが代表として挙げられます。
　この利点・欠点とモニタの特徴を理解すること
で、診断の質を落とさずにモニタ診断へ取り組む
ことができます。
＜液晶モニタの種類＞

　液晶モニタと言っても、液晶パネルの駆動方式
の違いからTN方式・VA方式・IPS方式の3種類
に大別できます。特徴として、TN方式は駆動電
圧・コストが低く視野角特性が悪い、VA方式は
純粋な黒を表現できることとコントラスト比が高

い、IPS方式は視野角特性は良いがコントラスト
比・輝度・応答特性を高くしにくいなどが挙げら
れます。また、TN方式はPC用、VA方式はTV
用、IPS方式は医療向け用として高いシェアを
持っています。
＜液晶モニタの構造＞

　液晶モニタの構造をFig.1に示します。
カラーモニタとモノクロモニタの違いはカラー
フィルタの有無によるだけで他の構造は全く同じ
です。
　しかし、カラーフィルタがないモノクロモニタ
は、カラーモニタに比べ3～5倍の輝度が得られま
す。

＜フィルムとモニタの解像度＞

　フィルムはモダリティから出力されたデータ全
てのピクセルを表現できるのに対し、モニタの場
合、各種モニタでピクセル数に限界があるため限
界以上の入力データ全体を表現すると縮退して画
像情報が欠落します。（等倍以上の拡大表示で縮
退しないデータを表示可能）

Fig.1
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＜画像Viewerとモニタの関係＞

　「Viewer」は診断ワークステーション全体もし
くはその内部の画像表示ソフトウェアのことを言
います。「モニタ」は診断ワークステーションの
一部であり、Viewerの描画した画像を忠実に表
示することが役割です。Viewerの性能とモニタ
の性能を理解することは、モニタ診断をする上で
必要不可欠です。
　Viewerに依存する機能として、画像の縮退に
関わる画像補間を紹介します。
　Nearest Neighbor（ニアレストネイバー）
　変形後のピクセルが変形前にどこの座標に位置
していたかを計算し得られた座標を四捨五入また
は小数点以下切り捨てし、その座標にあるピクセ
ルの階調を変形後の階調にします。
Bi-Linear（バイリニア）
　いわゆる「線形補間」。変形後のあるピクセル
が変形前のどの領域に相当するかを計算し、その
領域内にあるピクセルの階調の平均値を変形後の
ピクセルの階調にします。
Bi-Cubic（バイキュービック）
　バイリニア法では「変形後のピクセルが、変形
前に占めていた領域」だけを評価対象にします
が、バイキュービック法ではさらにその周りの領
域に含まれる階調も考慮に入れて変換を行いま
す。バイキュービック法では周りの領域も扱うの
で、バイリニア法のように単純に平均を取るとい
うわけにはいかず別の関数を使って処理します
が、この関数の特性で、変形後の画像はエッジが
強調される傾向にあります。 （Fig.2）
＜DICOMの考え方＞

　DICOM Base Standardの2008Part14にDICOM
について記載されていますが、モニタに関する内
容として、中心になってくるのがGrayscale 
Standard Display Func-tion（以下GSDF）です。
GSDFとは、日本語でグレースケール標準表示関

数と言い、与えられた輝度の範囲にデジタル画素
値を表示するための、客観的で定量的な仕組みを
提供するために開発されたもので、１つの画像表
示装置あるいは１つの画像モダリティの特性に基
づかない、輝度の広い範囲にわたる、人間の視覚
の測定モデルに基づいている（Bartenモデル）。
異なるダイナミックレンジを持つ表示装置間の見
え方を合わせる方法を定義していると書かれてい
ます。
　例えば、あるモニタで、16段のステップ画像が
等間隔で16段見えているときに、見え方があって
いるとすると、異なる種類のモニタでも、同じ画
像データが等間隔で16段見ることが出来るという
ことになります。（Fig.3）また、DICOM Base 
Standardの2008Part14では、P値（画像の階調）
についても説明されています。つまり、P値画像
をGSDFでキャリブレーションされている各種モ
ニタに表示することで各モニタのダイナミックレ
ンジによらず同様の見え方になるということにな
ります。
＜モニタ管理について＞

　DICOMによってより良い診療情報の提供を行
う環境作りがなされていることはすでに理解でき
たと思います。しかし、モニタは使用時間や設置

Fig.2
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環境などにより経年変化から輝度の低下や特性の
変動が発生してしまうのが現状で、常に最適な表
示をさせるためにはモニタのキャリブレーション
が必要になります。
　キャリブレーションとは、輝度の調整やLUT
（GSDF）の再設定を行う作業で、キャリブレー
ションを行うためにはモニタの管理が必要になっ

てきます。
　現在、日本国内のモニタに関するガイドライン
には、日本画像医療システム工業会（JIRA）が
提 唱 し て い る「QAガ イ ド ラ イ ン JESRA 
X0093-2005」があります。
　このガイドラインに従い精度管理することで、
より最適な画像を提供することが可能になりま
す。
＜まとめ＞

　私の個人的見解になってしまいますが、モニタ
は「画像を表示するためのモダリティ」であると
考えています。
　そのためには、モニタの特性や特徴を十分に理
解することが必要と思っています。
　冒頭にも記したように、最適な画像を提供する
立場にある私たちは、各施設の撮影方法・画像出
力方法などを十分に理解し、各モダリティに合っ
たモニタを選択し、提供していくことが、これか
ら求められることになると思います。

Fig.3
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第６地区

　第六地区会会長に就任し、早いもので一年が過ぎました。この一年は、第六地区会員の皆様また地区役
員の皆様に助けられながら地区を運営し、無事に定期講習会やボーリング大会などの各種イベントを開催
することができました。昨年度の定期講習会では、円滑な検査を行う上で不可欠な患者接遇についての講
習会にはじまり、読影能力を身につけることで、結果としてより質の高い検査を行えると考え、読影につ
いての講習会を数多く取り入れました。そして、最後に私たち診療放射線技師の重要な役割である被ばく
低減についての講習会を行いました。それぞれ、一回目定期講習会36名、二回目31名、三回目25名と多数
の方に参加していただきましたが、第六地区の会員総数約250名から考えると少ないと感じます。今年度
は、より多くの会員の方に参加いただけるよう、地区役員とともに検討していく所存です。
　この度、平成21年度第六地区総会にて、10年以上前に第六地区会の活性化と情報の伝達方法として発行
が開始された、Lock ONを埼玉県放射線技師会の会報の地区だよりに掲載することになりました。理由
は、地区会業務の効率化と経費削減と印刷の仕上がり具合の三点です。業務の効率化についてですが、
Lock ONの発送業務がなくなることにより、時間が節約でき会議で多くの議論が可能となります。次に
経費削減についてですが、現在Lock ONを発送する際、印刷代と用紙代と発送費用がかかっており、第
六地区会の支出の中で大きなウエイトを占めています。必要なくなった費用をどのように地区会員の皆様
に還元していくかは、今後検討していきます。印刷の仕上がり具合については、埼玉県放射線技師会の会
報は、印刷の精度が良いため、皆様からいただいた資料をきれいに掲載することができます。以上の理由
により平成21年度第六地区総会にて議案を出し、可決されたことをご報告いたします。会員の皆様のご理
解とご協力をよろしくお願いいたします。
　今後、第六地区会のホームページが講習会の案内やイベントの案内の伝達に大きな役割を果たしていき
ます。定期的に確認していただけるようお願いいたします。
　最後に、優秀な役員や会員の皆様のご協力をお借りして、少しでも地区会が活発になるよう盛り上げて
いくつもりでおりますので、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

Lock ON  Vol1

指扇病院　石　川　直　哉
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　平成22年2月25日（木）さいたま赤十字病院にて、平成21年度第六地区第3回定期講習会が開催され、25
名の会員に参加いただきました。今回のテーマは、「上尾中央総合病院における放射線管理　医療被ばく
低減施設認定を取得して」で、講師は上尾中央総合病院の佐々木　健様でした。講演では、医療被ばく低
減施設認定について基礎から講演いただき、取得までの過程をとてもわかり易くご講演いただきました。
私たち診療放射線技師は、患者さんだけでなく、医療従事者が安心して働けるよう医療被ばくについての
知識を積極的に高めると共に、その知識を広めていくことが重要であると感じました。また、画像の質と
被ばくの低減は紙一重の関係ですが、検討を重ねることで少しでも被ばくを低減できるよう心がける必要
があると再認識しました。
　埼玉県に多くの医療被ばく低減施設認定が取得できるよう、今回の講演の資料を佐々木様のご好意でい
ただきました。第六地区ホームページに掲載してありますので、参考にしていただけたらと思います。最
後に第六地区会では、これからも診療放射線技師に必要とされる知識を多くとりいれていきたいと考えて
おります。たくさんの方の参加お待ちしております。

『平成21年度　第六地区会第３回定期講習会報告』

　平成22年度第1回定期講習会を下記のとおり開催いたします。ご参加のほどよろしくお願いいたします。

記
 テーマ1『未定』
 講師：指扇病院　榎本　雅彦様

 テーマ2『当院の乳腺診断について』
 講師：さいたま赤十字病院　岡田　智子様

 テーマ3『造影剤の副作用について』
 講師：西大宮病院　北澤　健司様

 日時：平成22年6月3日（木）19:00～
 場所：さいたま赤十字病院　本館５階第三会議室
　尚、詳細は第六地区会ホームページにてご確認ください

『平成22年度　第六地区会第1回定期講習会のご案内』
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　毎日暖かい日が続いておりますが、会員の皆様はお変わり無くお過ごしでしょうか。
　今年も例年通り、第六地区納涼会を下記の通り開催したいと思います。日頃交流の少ない方とも親睦を
はかれる楽しい集いになるように企画させて頂きました。
　是非御参加くださいますよう、御案内申し上げます。

 日時：平成22年7月1日（木）　19:00～
 場所：魚河岸　料理酒場　えん　大宮東口店
 　　　大宮駅東口徒歩１分　南銀座通り
 　　　TEL 048-658-2996
 会費：男性　4,000円
 　　　女性　3.000円
※下記担当者まで電話または、メールにて申込みお願いします。
担当者　指扇病院　放射線科　　榎本　雅彦
　　　　TEL　048-623-6818
　　　　E-mail　xray@sashiogi.com

『第六地区納涼会のお知らせ』
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　3月28日（日）、本会の鈴木正人監事の紹介で
「がんサロンたんぽぽ」に私と星野　弘理事が参
加してきましたので報告いたします。
　この会はがん患者、その家族が集まり、悩みな
どを打ち明け、お互いにサポートしていくことを
趣旨としたものです。月に一度2時間程度開催し、
対象地域は主に埼玉県全域としています。今回は
3回目の開催でしたが、20名程度の方々が集まり
ました。
　私たちは医療従事者として、一般参加をさせて
もらい、可能な限り参加者からの相談に応じてき
ました。
　がんに限らず、患者さんの多くは病気になると
初めての経験で、診断や治療で使われる言葉のほ
とんどは聞いたことがない専門用語なのです。そ
の上、なぜ、自分が病気になったのか？この後、
自分はどうなるか？不安だらけの日々を過ごして
いるのが実情です。患者本人はもちろん、家族も
患者本人にどのようにサポートして良いかわから
ない方も少なくありません。ですから、看護学で
は「患者本人へのサポートと同時に家族へのサ

ポート」が必要と言われています。
　そこで、私たち診療放射線技師（以下技師）
は、医師ではありませんが、医療従事者の一員と
して、患者、その家族とその医療現場の間で潤滑
油となれるのではないかと思うのです。
　私たち技師が「がん患者の会で相談？」と思う
方もいるかもしれません。古くは、技師は医師か
ら依頼された検査を言われたとおりに検査をこな
すことが良いとされてきました。例えば、CT専
門、MRI専門、治療専門・・・というように。も
ちろん、専門化することは必要ですが、今では診
断から治療までの流れをある程度知った上で検査
をすることが求められている時代です。
　相談を持ちかける方は一般の患者とその家族で
す。もちろん、私たちを医師ではない医療従事者
であるということを知った上で相談してくれるの
です。私たちが医療従事者としてわかる範囲でア
ドバイスをするだけでもいいと思うのです。
　また、このような会を通して県民の皆様ががん
に対して意識を持ち、検診受診率が向上してくれ
ればと思います。

みんなのカプリッチオ

埼玉県のがんを考える会

がんサロンたんぽぽ
田　中　　　宏

がんサロンたんぽぽ
開催日時：4月25日、5月23日、6月20日、7月25日　15:00～17:00
開催場所：フォーシーズン志木ふれあいプラザ　志木市本町5-26-1　丸井8F
　　　　　048-486-1000
お問合せ：「埼玉県がんを考える会」志木市中宗岡4-11-39
　　　　　古賀秀子　090-6712-7048
鈴木監事のHPにリンクされています。「埼玉県会議員　鈴木正人」で検索してください。
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ことわざ全集その11
一流のラーメン屋は行列をつくらない

　HT

－この“ことわざ”は私の知人の医師から教わっ
た言葉である。－
　おいしいラーメン屋は行列をつくるという印象
があります。もちろん、この理屈は正しく、おい
しいから行列をつくるのです。
　しかし、ラーメン職人は「オレはおいしいラー
メンを作るから行列ができて当たり前だ」と思っ
たとすれば、それは単なる“おごり”になってし
まいます。このラーメン屋はいずれ閉店になるこ
とでしょう。
　おいしくて、待たせない。これが一流のラーメ

ン屋の条件だといいます。しかし、現実にはおい
しければ行列はできるし、多少なりとも待たせる
こともあるのが現実です。このことわざの真意は
「スピードもサービスの一つ」「決して今の自分に
おごらない」ということだと解釈しています。
　たとえば、私たちが担当する検査にも言えるこ
とである。検査の技術はもちろん、その検査精度
で満足するのではなく、患者を待たせない。ま
た、待つのであれば、いかにストレスを軽減する
かということを常に考えることが必要なのだと思
うのです。

ことわざ全集その12
世の中、8割は理不尽なことである

　HT

　社会生活は集団生活です。職場、自治会、サー
クル活動、家族など複数人の生活ということにな
ります。その集団が自分にとって、どういう関係
かによって理不尽な割合は変わってきますが、仕
事の場合はおおむね8割ではないかと思うのです。
人それぞれが自分の考えや意見を持っている以
上、全ての人が100%納得いく決断はできません。
つまり、多くの場合、bestではなくbetterな決断
となるわけです。そう考えると、自分の納得いく
bestな決断は全体の2割程度あればいい方ではな

いかと思うのです。
　そこで、自分の意見がbestだと言わんばかりに
押し通せば、単なる「我の強い人」か「ワガマ
マ」になる可能性大と言えます。
　もちろん、意見を言うことは大切で、言わない
ことは逆に良くないことだと思いますが、人に
よっては意見を言えない人もいるのです。ですか
ら、相手が意見を言えるようにしてあげることも
大切ですよね。
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ことわざ全集その13
感謝の言葉は言葉で表してこそ感謝となる

　HT

　初恋の相手に自分の気持ちを伝えられなかっ
た・・・。
　私もそんな経験がありますが、皆さんも、そん
な青春時代の良き思い出があるのでは。
　しかし、よく考えれば、これは独り相撲の自己
満足なのです。告白できなかった故、自分の切な
い気持ちは初恋の相手が知る由もありません。そ
して、初恋相手にとってみれば自分が好きだった

事実はないのです。
　さて、社会生活をするなかで、人は周囲の人々
から助けられて生きています。感謝の気持ちを心
で思っていても、また、理屈でわかっていても言
葉で相手に伝えなければ、感謝していないことと
同じことになってしまうのです。
　感謝の気持ちは「ありがとう」と言葉で相手に
伝えて初めて感謝となるのだと思います。

ことわざ全集その14
5分前行動と5分後行動

　HT

「あなたは5分前行動をとっていますか？」という
質問にあなたはどう答えますか？
　Yes・・・　No・・・　どちらでもない・・・。
　5分前行動ということに関しては今更説明はい
りませんね。相手を待たせないという意味です。
それに対して、5分後行動とは意識的にそうして
いる人は極めて希だと思いますが、無意識に行動
パターンが5分後行動になってしまう人をいいま
す。
　ただし、時と場合、相手や社会的な地位によっ
て違うものです。例えば、仕事に関しては5分前
行動をとるが、家族や親しい友人関係の時は5分
後行動になってしまうことは多々あることです。
しかし、全てにおいて、また、仕事に関して5分
後行動をとる人もいます。

　前に、人と上手に付き合うためには「人より少
し損をする」ということわざを紹介しましたが、
このことわざに通じるものがあります。5分前行
動の人は仕事や行事では他人より先に来て準備を
していますよね。
　さて、「あなたは5分前行動をとっていますか？」
という質問に「Yes」もしくは「そう心がけてい
る」と答えた人は5分前行動といえるでしょう。
しかし、「どちらでもない」と答えた人は5分後行
動をとっている可能性大です。なぜなら、5分後
行動の人は無意識的にそうしている人が多いし、
5分前行動の人は意識的にそうしているからです。
　小さな積み重ねが、自分の信頼を築くのではな
いでしょうか。
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ことわざ全集その15
他人の力を借りるのと、アテにするのは全く違う

　HT

　自分一人の力で何か物事を実現することは少な
く、多くの場合は他人の力を借りて結果を出して
いるものです。これが、難しい事柄になればなる
ほど、他人の力を借りなければ実現しないという
ことは言うまでもありません。
　例えば、自分の友人のAさんがいて、そのAさ
んの知人（自分は会ったこともない）Bさんが胃
がんの疑いがあるとしましょう。Bさんの行動パ
ターンは3つあります。
1．Aさんが「俺の友人のBが胃がんの疑いがある
と言われたんだけど、いい医者紹介してくれない
かな？」と言われた場合。
2．Bさんが私に直接電話で「Aの知人のBですが、
先日、胃がんの疑いがあると言われて、どなたか
良い医者を紹介していただきたいのですが」と言

われた場合。
3．Bさんが私に直接会いに来て「Aの知人のBで
すが、先日胃がんの疑いがあると言われて、どな
たか良い医者を紹介していただきたいのですが」
と言われた場合。
　1より2、2より3の方が、“私”は真剣にBさん
の為に動くと思います。これは損得ではなく、B
さんの真剣さに心を打たれたわけです。つまり、
事例1ではBさんはAさんをアテにしているわけで
す。しかし、事例3ではBさんはAさんの人脈を借
りましたが、基本的には自分で解決しようとする
姿勢が十分に伝わってきます。

人の「問題解決能力」とは解決しようとする強い
意志と真剣さということでしょうか。

ことわざ全集その16
結果主義と過程主義

　HT

　社会では「結果が全て」という言葉をよく耳に
します。確かにスポーツ選手などは、どんなにが
んばっても結果が残せなければ契約は切られてし
まいます。また、同じ職場でも、「あの人は協調
性がないが、技術はピカイチなんだよね」そんな
言葉も聞いたことがあると思います。
　では、過程は全く評価に値しないのでしょう
か？

　柔道の谷　亮子選手が、まさかの銅メダルだっ
たとき、旦那様は「僕には金色に見えるよ」と
言ったそうです。
つまり、「社会は結果主義」、「身内は過程主義」
ということでしょうか。
家族や仲間が何かに失敗したとき、「過程主義」
で接したいですね。
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ことわざ全集その17
自分のことは自分が一番しらない

　HT

　私が勤務する病院の前の病院長から教えていた
だいた言葉です。
　人は我が強くなったり、謙虚さを失うと、つい
つい自分が見えなくなってしまうものです。
　では、我が強くなったり、謙虚さを失うときは
どのような時なのでしょうか。元々の性格がそう
である場合はもちろん、仕事に慣れてきた時、歳
をとった時、自分にストイックになっている
時・・・。さらに輪を掛けると、他人から意見さ
れるのもイヤになってしまうようです。他人から
意見され、素直に聞く姿勢がないと、他人は意見
すら言わなくなるものです。それが楽、と言う人
もいるのでしょうが、いわゆる「裸の王様」で
す。

　数年前、北海道の精肉工場による偽装事件があ
りましたが、その会社は社員が誰一人として社長
に意見を言えなかったそうです。結果、倒産しま
した。
　ですから、常に物を言ってくれる人が身近にい
ることが自分を客観視するポイントなのです。た
だし、自分を褒めていい気分にしてくれる人はダ
メです。言いにくいことを言ってくれる人が本当
に必要なのです。
　つまり、ゴマを擂らなければならないリーダー
のいる組織は、将来がないということでしょう
か？
　自分も気を付けよっと・・・。

ことわざ全集その18
子の心親知らず

　HT

「親の心子知らず」説明がいらないほど有名な
“ことわざ”です。
　しかし、このことわざは大人が作ったもので、
親の目線のみで子の目線は全く考えられていませ
ん。
「親はこんなにも、あんたたち子供のことを考え
てやっているのに・・・。まったく親の心子知ら
ずってこのことね！」なんて会話が目に浮かびま
す。ここで、大きな間違いは「・・・やっている

のに」です。親が子供のことを考えるのは当たり
前のことなので、「・・・やっているのに」とい
う言葉は出ないですよね。自分が子供の時に同じ
事を言われたら「頼んでねーよ！」って言い返し
ていたような記憶があります。ついつい子供の時
の気持ちを忘れてしまいますね。

　本当の子供の気持ちをわかっていないのは、親
だったりして・・・。
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会　員　の　動　向（平成22年 3 月31日現在）

平成22年 4 月 7 日承認

事　由 会員番号 氏　名 勤　務　先 地区
新入会 55935 若林　香苗 自治医科大学付属大宮医療センター 1
新入会 55940 小貝　将之 厚生連熊谷総合病院 4
新入会 80047 森井　稔 野中病院 6
転入 44564 卯都木　隆仁 ゆうあい内科・脳神経クリニック 4
退会 40466 島田　雅之 上尾中央総合病院 6
退会 32127 山崎　宣治 入間川病院 1
退会 43074 中村　友紀 4
退会 48454 小林　真梨子 1
退会 50550 高橋　敏男 埼玉成恵会病院 4
退会 48798 柴田　泰恵 八潮中央総合病院 5
退会 1666 水澤　政之助 4
退会 14444 佐野　正喜 5
退会 46730 津島　衛 新座志木中央総合病院 6
退会 45683 海老原　幸雄 上尾中央総合病院 6
退会 17384 吉田　修郎 1
退会 44682 藤澤　健一 東京医科歯科大学歯学部附属病院 6
退会 43674 新島　隆司 2
退会 38309 新井　茂徳 春日部厚生病院 5
退会 47673 藤井　信次 さやま総合クリニック 2
退会 40675 鈴木　智子 埼玉医科大学病院 3
退会 13774 櫻井　守 小川赤十字病院 4
退会 44804 小浦　基明 新座志木中央総合病院 1
退会 17381 村上　信男 済生会川口総合病院 1
退会 49438 山崎　光幸 春日部厚生病院 5
退会 29153 高橋　勉 埼玉協同病院 1
退会 52306 佐藤　由美子 東松山市立市民病院 4
退会 48866 田村　真理子 朝霞台中央総合病院 3
退会 7615 大関　家行 3
退会 23730 大野　孝夫 坂戸中央病院 3
退会 18388 相川　庸三 3
退会 48789 古賀　広司 埼玉成恵会病院 4
退会 54104 河村　悦嗣 埼玉医科大学病院 3
退会 44103 舩越　伸顕 埼玉医科大学病院 3
退会 47857 大西　嘉奈子 新座志木中央総合病院 3
退会 80025 大石　妙枝 南越谷健身会クリニック 5
退会 47582 永山　章子
退会 55251 蓮見　浩之 大宮中央総合病院 6
退会 32135 木村　保弘 埼玉医科大学総合医療センター 3
退会 80013 標　卓弥 春日部中央総合病院 5
退会 26174 田沼　好章 獨協医科大学越谷病院 5

前回会員数　1220名
会員数 1186名 34名減少
新入会 3名 今年度累計　　52名
再入会 0名 今年度累計　　 2名
転入 1名 今年度累計　　 4名
転出 0名 今年度累計　　 4名
退会 38名 今年度累計　　47名
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平成21年度　第 5回常任理事会議事録（抄）

日　　　時：平成22年1月6日（水）
場　　　所：技師会センター
出　席　者：会　　　長　小川 清
　　　　　　副　会　長　堀江 好一、橋本 里見
　　　　　　 常 任 理 事　 田中 宏、結城 朋子、

松田 恵雄、富田 信博、
中村 正之、矢部 智

1 会長挨拶（要旨）
　明けましておめでとうございます。年の切り替
えに伴い公私共々、それぞれけじめを付け、心機
一転し何事にも新しい気持ちで取り組んでくださ
い。年末から日本放射線技師会の問題多数があり
ましたが、これらを一つ一つ審議していきたいと
思います。
2 議事録作成人、議事録署名人の選出
議長　小川　清
議事録署名人　堀江　好一、橋本　里見
議事録作成人　田中　宏と定めた。
　　
　 　議事録作成人、議事録署名人の選出につづ
き、小川会長を議長に選出し、平成21年度、第
5回常任理事会を開催した。
3 報告および確認事項
（１）会長（小川）－抜粋－
　　ア 、消化器癌検診学会から寄付依頼に付、全

国都道府県会長に寄付依頼の取りやめと、
詫び状が送られた。

（ 2）総務（矢部）
　　ア、新春の集いについて
　　　１）新入会員48名に案内状を送付した。
　　　２） （社）埼玉県医師会長に案内を送付し

た。
　　　３） 賛助会員の参加登録数は22社44名で

あった。
　　　４）総合司会を田中とした。
（ 3）総務（田中）
　　ア、第4回常任理事会議事録確認
4 審議・承認・確認事項
（１） 金森セミナー開催の依頼につき審議した。

日時は平成22年4月25日（日）を第一希望と
し、4月18日（日）を第二希望とした。会場
は交通の便を考慮しソニックシティで承認
した。

　　 本議案書は次回理事会に提出する。
（２） マネージメントセミナーにつき審議した。

日時は平成22年3月27日（土）を第一希望と
し、3月20日（日）を第二希望とした。本議
案書は次回理事会に提出することとする。

（３） 会員カード発行につき審議した。2社の仕様
書と見積もりが資料として提出された。会
員カード発行はカード作成会社に委託する
方向とした。また、新入会員分は2ヶ月毎に
発行する。

　　 本議案書は次回理事会に提出する。
（４） 会員データベースにつき審議した。会津大

学との交流事業内でデータベース構築に関
する知見を取得することで承認された。（交
流事業内で作成された成果物の流用が可能。
その場合、無償、瑕疵条項無し。）

　　 本議案書は次回理事会に提出する。
（５） 本会会誌の表紙を審議した。ブルーベース

からレッドベースに変更することで承認し
た。

　　 本議案書は次回理事会に提出する。
（６） HP上の本会退会届様式変更につき審議し、

承認した。
　　 本議案書は次回理事会に提出する。

　報告事項および審議・承認事項を確認し、次回
常任理事会の日程を決定し閉会となった。
　次回常任理事会予定　平成22年3月3日（水）

　配布資料（メール配信を含む）
（１）会長資料
（２）副会長資料
（３）総務資料
（４）編集・情報資料
（５）学術資料
（６）公益資料
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平成21年度　第 6回常任理事会議事録（抄）

日　　　時：平成22年3月3日（水）
場　　　所：技師会センター
出　席　者：会　　　長　小川 清
　　　　　　副　会　長　堀江 好一、橋本 里見
　　　　　　常 任 理 事　 田中 宏、結城 朋子、

松田 恵雄、富田 信博、
中村 正之、矢部 智

1  会長挨拶（要旨）
　3月は予算総会や学術大会があり、大変に忙し
いことと思いますが、執行部全員で協力して乗り
切りましょう。

2  議事録作成人、議事録署名人の選出
　　議　　　　長　小川　清
　　議事録署名人　堀江　好一、橋本　里見
　　議事録作成人　田中　宏と定めた。

　議事録作成人、議事録署名人の選出につづき、
小川会長を議長に選出し、平成21年度、第6回常
任理事会を開催した。

3  報告および確認事項
（ 1）会長（小川）－抜粋－
　　ア、（社）日本放射線技師会理事会報告
　　　 1）日時：平成22年2月27日14:00～16:00
　　　 2）場所：（社）日本放射線技師会事務所
　　イ、CTセミナー副読本（全国地域版）
　　ウ、 放射線医学総合研究所公開講座につい

て。
　　エ、 マンモグラフィ認定講習会、女性技師育

成支援プログラムについて。
　　オ、 （社）日本放射線技師会理事を埼玉から

推薦した。
　　カ、 聴覚障害者の放射線部門におけるガイド

ラインについて。

　　キ、日本病院学会案内について。

（ 2）副会長（橋本）
　　ア、会員カードについて
　　　 1） カード差し込み用台紙を作成する事と

する
　　　 2） 発送方法は業者委託ではなく手作業で

行う。
　　　 3）会員番号付けを来週までに行う。
　　　 4）裏面記載事項は以下の通り。
　　　　・ 表記のものは、社団法人埼玉県放射線

技師会の会員であることを証明する。
　　　　・ 本証の取り扱いは慎重にし、他人に貸

与または譲渡してはならない。
　　　　・ 本証は、その資格を失った場合は発行

者へ返却すること。
　　　　・〒331-0812
　　　　　 埼玉県さいたま市北区宮原町2丁目51

番39
　　　　　社団法人埼玉県放射線技師会
　　　　　TEL　048-664-2728
　　　　　URL　http://www.sart.jp
　　イ、金森セミナーについて
　　　 　講師宿泊用シングルルームブリランテ武

蔵野5部屋を予約済み。（朝食込み9500円程
度）

　　　 　宿泊の件は第一三共手塚氏に連絡済み。
メジフィジックスは連絡未

　　　 　第一三共のテキストは受講者全員に配布
予定とのこと

（ 3）総務（田中）
　　ア、第5回常任理事会議事録
　　イ 、医用乳房画像研究会出張勉強会依頼につ

いて
　　　 1）日時：平成22年3月30日（火）
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　　　 2）施設：白岡中央病院
　　　 3）講師： 1．多摩がん検診センター
　　　　　　　　　　高嶋優子
　　　　　　　　 2．さいたま赤十字病院
　　　　　　　　　　岡田智子

（ 4）総務（矢部）
　　ア 、第二地区、入間市健康まつりにおける実

行委員宛てに、委嘱状を郵送した。
　　イ 、第25回定期総会（予算）の総会運営委員

宛てに、委嘱状を郵送した。
　　ウ、来年度の予定表を作成した。
　　エ 、決算総会の監事監査資料として使用する

ため、平成21年度分の各委員会議事録をい
ただきたい。今年度の最終委員会が終わっ
た時点でまとめて提出をお願いしたい。

（ 5）編集情報（松田）
　　ア 、会津大学から、交流事業部分の覚書（案）

が、提案されました。

（ 6）学術（富田）
　　ア 、埼玉学術大会実行委員出欠名簿につい

て。
　　イ 、3月9日に学術担当で、事前学術大会打ち

合わせを行います。
　　ウ、大宮ソニックと打ち合わせは進行中。
　　エ 、学術大会看板（第一会場　市民公開講

座、会場入り口用）は作成依頼済。
　　オ 、学術大会機器展示メーカーあとから追加

が多数あり、読影予定の部屋601号も機器
展示へ。その際の読影コーナーは第一会場
後ろをパーテーションで仕切り使用する。

（ 7）公益（中村）
　　ア、第6回公益委員会を開催した。
　　　 1）日時：2月16日（火）18：00～21:00
　　　 2）場所：技師会センター

　　　 3）人数：6名
　　　 4）内容：学術大会　医療画像展について
　　イ、漏洩線量測定
　　　 1） 浦和医師会メディカルセンター（さい

たま市）2月20日（土）NO.22
　　　 2） 中央区役所保健センター（さいたま

市）3月1日（月）NO.23
　　　 3） さいたま市療育センターさくら草（さ

いたま市）3月1日（月）NO.24
　　ウ、今後の予定
　　　 　漏洩線量測定、国立リハビリテーション

センター（所沢市）3月中旬NO.25

3  審議・承認・確認事項
（ 1）（登録番号：常理‐ 80）（取り下げ）
（ 2） （社）日本放射線技術学会関東部会の

CTGUM研究会と本会が共催をし、埼玉で
研究会の開催をすることにつき審議し、承
認した。（登録番号：常理‐ 81）（承認）

（ 3） 日本放射線技術学会第57回関東部会研究発
表大会の名義後援依頼について審議し、承
認した。

　　（登録番号：常理‐ 82）（承認）
（ 4） 日本放射線技術学会第57回関東部会研究発

表大会の合同企画開催について審議した。
（登録番号：常理‐ 83）（継続審議）

　報告事項および審議・承認事項を確認し、次回
常任理事会の日程を決定し閉会となった。
　次回常任理事会予定　平成22年7月7日（水）

　配布資料（メール配信を含む）
（ 1）会長資料
（ 2）副会長資料
（ 3）総務資料
（ 4）編集・情報資料
（ 5）学術資料
（ 6）公益資料
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平成21年度　第 6回理事会議事録（抄）

日　　　時：平成22年2月3日（水）
　　　　　　午後6時30分～午後9時00分
場　　　所：技師会センター
出　席　者：会　　　長：小川 清
　　　　　　副　会　長： 堀江 好一、橋本 里見
　　　　　　常 任 理 事： 田中 宏、矢部 智、結

城 朋子、松田 恵雄、
富田 博信、中村 正之、

　　　　　　理　　　事： 潮田 陽一、星野 弘、
八木沢 英樹、尾形 智
幸、西山 史朗、肥沼 
武司、澁市 直紀、長
谷川 英治、矢崎 一郎、

　　　　　　監　　　事：山本 英明
委任状提出者：小林 剛、石川 直哉
欠　　　席：鈴木 正人、和田 幸人

1  会長挨拶（要旨）

　報告を兼ねる

2  議事録作成人、議事録署名人の選出

　　議　　　　長：小川　清
　　議事録署名人：堀江好一、矢部　智
　　議事録作成人：田中　宏と定めた

3  報告及び確認事項

（ 1）会　長（小川）抜粋
　　ア、表彰関係の報告があった。
　　　 1） 医療功労協会会長賞）瀬尾登吾氏、松

元和敏氏
　　　 2） 平成22年度叙勲表彰資料提出
　　イ 、新春対談　東京都放射線技師会中澤会長 

東京都放射線技師会1月号と本会会誌1号に
掲載

　　ウ、金森セミナー企画

　　エ 、日本放射線技師会定款・諸規定改定委員
会

　　　 1） 会誌については職能的な内容は公益で
はないので評価されない。学術的な内
容にして生涯学習、学術振興費に見え
るように国民に向けて発信できるか。
広告をとってもよいが収益に計上す
る。

　　　 2） 会費納入については都道府県放射線技
師会は別法人であるが、同じ目的を有
するなら法人で決めて明確に分ける必
要はない。

　　　 3） 定款において事業について目的に、国
民の医療を担う、学術研究を前面に、
生涯学習だけでは弱い。

　　　 4） 内部留保金について現在は特例民法法
人　公益法人になれば新しい法律にな
る。現在は国債1億円のみである。

　　　 5） 学術大会について、主体は日本放射線
技師会か都道府県放射線技師会とする
か。また、各県持ち回り役割を明確に
すべきとの意見があった。さらに、八
地域に学術振興費供出する場合、法人
格が無いなどの問題もあり、根拠のな
いお金は困難である。補助金ではなく
本部事業経費で行うという意見もあっ
た。

　　　 6） 社員総会の考え方については、総会は
1回とも2回とも明確にされていない。
2回の場合は3月に予算総会。事業年度
終了後に定時総会。4月から新執行部
体制となり定時総会は新執行部で対応
する。

　　オ、3Cの会について
　　　 1） （株）日本放射線技師会出版会と（社）
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日本放射線技師会が手を切ることを求
める。

　　　 2） 再度の定款改正にあたり経緯と謝罪文
を求める。

　　　 3） （社）日本放射線技師会の新しい執行部
体制は今後相談していく必要がある。

　　　 4） 会長給与引き下げを求める。
　　　 5） 国際交流の見直し。国際認定技師の提

案。
　　　 6） チーム医療推進協議会第1回シンポジ

ウムが、平成22年1月30日に鶴見大学
で開催された。

　　　　　 参加人員約200名で、その内、放射線
技師は13名のみの参加であった。他職
種の意気込みが伝わっってきた。

　　　　　 長浜厚生労働省副大臣、山口衆議院議
員（理学療法士）、田口　構想日本　
北村協議会代表、福原麻希氏が参加し
た。

（ 2）副会長（堀江）
　　ア 、平成22年1月20日（水）第8回公益社団法

人改革検討小委員会を開催した。
　　イ 、平成21年11月18日（水）第2回IT化検討

委員会を開催した。

（ 3）副会長（橋本）
　　ア 、1月17日（日）日本放射線技師会主催の

CTセミナーが終了した。

（ 4）総務（矢部）
　　ア 、平成22年『新春の集い』参加状況報告
　　参加人数

　　優待券使用状況

　　イ、その他
　　　 1） 医師会長より祝電を拝受し紹介した。
　　　 2） 表彰者2名の方よりご挨拶をいただい

た。
　　　 3） 受付が一時込み合ったが、想定内のこ

とでもありトラブルには至らなかっ
た。

　　　 4） 料理が比較的残った。
　　　 5） 参加者が昨年と比べて、13名（11％）

減少した。（正会員－11、新入会員－
2）

　　　　　 前売り券から優待券への変更が理由に
挙げられるが、地区理事の負担を考慮
すると優待券の否定は出来ない。

　　ウ 、埼玉会員籍のみの方から、他県への転出
希望の問い合わせがあった。埼玉会員は、
独自の会員籍であり他県への転出手続きは
出来ないことを本人へ連絡をした。

　　エ 、総務委員の学術大会参加については総務
委員会から第25回埼玉学術大会の実行委員
としての出欠を確認中である。

（ 5）編集・情報（松田）
　　ア 、編集・情報委員会の開催報告（議事録・

案を参照）
　　　 1） 平成21年12月15日、第9回の編集・情

報委員会を開催した。
　　　 2） 平成22年01月07日、第10回の編集・情

報委員会を開催した。
　　イ 、埼玉放射線編集関連（詳細は潮田理事報

告を参照）
　　　 1） 埼玉放射線が以下のように変わった。
　　　　①発刊月が奇数月へ変更になった。

22年参加者内訳 21年参加者
正会員 49名 60名
新入会員 8名 10名
賛助会員 45名 45名
合計 102名 115名

優待券（チケット） 19名
優待券（印刷） 12名
合計 31名
使用率 31/49（63.2％）
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　　　　② 表紙カラーをワインレッドとし、特集
を黄字表記にて見易くした。

　　　　③巻頭にあった広告を後半に移動した。
　　　 2） 埼玉放射線12月号を12月15日に発行致

した。
　　　　　 学術特集に関しましては、会員への依

頼原稿による乳腺特集とした。今後、
著作物作成依頼規定に基づき、執筆料
の振り込み及び別刷り10部の発送を予
定している。

　　　 3） 埼玉放射線1月号を本年1月25日に発行
した。

　　　　　 予算総会特集号とし、埼玉放射線学術
大会プログラムを収載した。

　　　 4） 埼玉放射線3月号を本年3月17日に発行
の予定。

　　　　① 学術特集として、学術委員会から提出
された、以下の企画を採用する予定。

　　　　　 学術特集（企画）「（仮称）消化管撮影
の流れ」＊本企画は、消化管検査のポ
イントを、県内施設の消化管撮影技師
様（担当者）から平易に紹介してもら
うことで、会員の技術向上を目的とす
る。

　　　　② 次号（埼玉放射線3月号）の原稿締め
切りは、2月07日。皆様のご協力をお
願いしたい。

　　ウ 、Webサイトの運営・メールマガジンの
配信。（詳細は肥沼理事報告を参照）

　　　 Webサイトの保守管理及び更新（コンテ
ンツアップ）を行った。また、メールマガ
ジンからも誘導リンク処理を行った。

　　エ 、Webサイト用レンタルサーバについて
　　　 1） 前回の理事会で承認されたレンタル

サーバの借り換えについて、契約先
（First Server）のプランが見直され
たため、承認時での内容で契約が困難

（新規契約終了）となった。
　　　 2） 当該契約に付きましては、予定してい

た契約と最も近いコースでの契約を予
定している。ご理解をお願い致しま
す。

　　　 3） なお、レンタルサーバに関しては、時
期を見て会員データベース用に用いる
専用サーバの確保について再度お願い
する予定。

（ 6）編集・情報（潮田）
　　ア 、埼玉放射線2010年第1号発刊にむけての

活動
　　　 1） 第9回編集・情報委員会（2010 No.1-1）
　　　　①日時： 平成21年12月15日 18:30～20:00
　　　　②場所：技師会センター
　　　　③内容：1．第1号内容説明
　　　　　　　　2．第1号表紙検討
　　　　　　　　3．第1号裏表紙決定
　　　　　　　　4．次号以降の企画
　　　　　　　　5．校正作業の予定
　　　　　　　　6．その他
　　　　④参加者：編集・情報委員10名
　　　 2） 「埼玉放射線2010年第1号校正依頼」の

送信
　　　　　日時：平成21年12月26日　18:05
　　　 3） 「埼玉放射線学術大会」関連の校正依

頼を送信
　　　　　日時：平成21年12月28日　17:22
　　　 4） 第10回 編集・情報委員会（2010　

No.1-2）
　　　　①日時：平成22年1月7日　18:30～20:30
　　　　②場所：技師会センター
　　　　③内容：1．初稿校正結果確認
　　　　　　　　2．表紙「文字色」決定
　　　　④参加者：編集・情報委員8名
　　　 5） 望月印刷へ最終校正後の原稿提出
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　　　　　日時：平成22年1月14日　14:00
　　イ、今後の予定
　　　 1） 第11回 編集・情報委員会（2010　

No.2-1）
　　　　①日時：平成22年2月9日　18:30
　　　　②場所：技師会センター
　　　　③内容： 埼玉放射線　2010年第2号発刊

について
　　　 2） 第12回 編集・情報委員会（2010　

No.2-2）
　　　　①日時：平成22年2月25日18:30（予定）
　　　　②場所：技師会センター
　　　　③内容： 埼玉放射線　2010年第2号発刊

及び校正について
　　　 3） 埼玉放射線　2010年第2号発刊
　　　　　日程：平成22年3月17日（予定）
　　ウ 、埼玉放射線　2010年第2号掲載予定内容

（別紙参照）

（ 7）編集・情報（肥沼）
　　ア、HPの更新（※携帯版含む）
　　　 1） 学術案内
　　　　①第3地区　新年会
　　　　②第33回　埼玉大腸疾患研究会（PDF）
　　　　③第28回　埼玉消化管撮影研究会
　　イ、メールマガジン
　　　 1） 登録者　136名　（前回135名）
　　　 2） メールマガジン発行
　　　　　no18（12月15日発行）
　　ウ、第25回埼玉放射線学術大会
　　　 　12月13日に演題発表の採用通知を演者に

送信した。

（ 8）学術（富田）
　　ア 、12月8日に第1回埼玉放射線学術大会実行

委員会を行った。（議事録は別紙）
　　　次回委員会は平成22年1月28日開催予定。

　　イ 、1月17日にJART生涯学習セミナーを開
催した。99名申し込みで92名参加。

　　ウ 、平成22年1月31日の開催CT認定講習会に
て全日程が終了。

　　エ 、学術大会事項委員会進捗状況
　　　 1） 第一回実行委員会で大枠が確定し、実

行委員マニュアルをチェック（別紙）
　　　 2） 各セクション役割分担、責任者、仕事

割り振りを確認
　　　 3） プログラムは学術委員会で詳細を検討

した。（理事会報告済み）
　　　 4） 平成22年1月28日に実行委員で現地視

察と導線など確認
　　　 5） 機器展示メーカーに展示希望案内を発

送（平成22年1月25日）（別紙）
　　　 6） 各座長、シンポジストに依頼状を発送

（平成22年1月25日）
　　　 7） ナナオハンズオンセミナー会場視察と

当日段取り調整
　　オ 、（株）ナナオについて去年同様機器展示

を無料とした。また、ハンズオンセミナー
受付を4階に設置し、申し込み受付を自社
のHPへリンクして行う。

　　カ、救急セミナーを2月14日に開催予定

（ 9）財務（結城）
　　会費納入状況

（10）公益（星野）
　　ア、漏洩線量測定
　　　 1） ひまわり学園（さいたま市）1月12日

（火）No.20
　　　 2） 関東脳神経外科病院（熊谷市）1月26

日（火）No.21
　　イ、今後の予定（2月）
　　 　浦和医師会メディカルセンター　2月20日
（土）（さいたま市）
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　　ウ 、サーベイメータの点検校正が終了した。
（校正年月日：平成21年12月11日）

（11）第一地区（八木沢）
　　ア、第3回地区役員会を開催　役員5名参加
　　　 1） 日時：2010年1月15日（金）19:00～20:30
　　　 2） 場所：埼玉社会保険病院　第3会議室
　　　 3） 内容：第3回地区勉強会（総会含む）

の日時内容を決定
　　イ、今後の予定
　　　 1） 第3回第一地区勉強会
　　　　① 日時：2010年3月5日（金）19:00～20:30
　　　　② 場所：埼玉県済生会川口総合病院
　　　　　　　　職員食堂
　　　　③内容： 1．メーカー紹介　カイゲン

「演題未定」20分程度。
　　　　　　　　2．特別講演
　　　　　　　　 講演者：東京都予防医学協会　

佐藤清二様
　　　　　　　　 講演内容：「NPO法人　日本消

化器がん検診精度管理機構
　　　　　　　　 胃がんX線検診　新しい基準撮

影法」　1時間
　　　　　　　　3．総会
　　　 2） 「わくわくさいたまいきいき祭り」に

第一地区として参加予定
　　　　①日時：2010年3月20日（土曜）
　　　　②会場：浦和パルコ

（12）第二地区（肥沼）
　　ア、第8回公開講座
　　　 1） 日時：平成22年1月24日（日）14:00～
　　　 2） 会場：所沢ミューズ　キューブホール
　　　 3） 参加者：88名
　　　 4） 内容
　　　　①診療放射線技師について
　　　　② 股関節症の検査について　～先天性股

関節脱臼の予防も含めて～
　　　　　 豊岡第一病院　診療放射線技師　佐々

木拓哉
　　　　③ 理学療法～家庭でできる理学療法～
　　　　　 国立障害者リハビリテーションセン

ター　理学療法士　岩崎洋
　　　　④カルシウムと骨について
　　　　　 国立障害者リハビリテーションセン

ター　管理栄養士　繁田文子
　　　　⑤ 治療について～人工関節置換術ほか～
　　　　　 国立病院機構　西埼玉中央病院　整形

外科医師　北里精一朗
　　　　⑥ その他　骨密度計測　コニカワークス

テーション展示
　　　 5） 実行委員
　　　　肥沼武司（国立障害者リハビリセンター）
　　　　千田俊秀（所沢市市民医療センター）
　　　　柴俊　幸（所沢ハートセンター）
　　　　瀧澤　誠（原田病院）
　　　　藤井大悟（石心会狭山病院）
　　　　大坂勇輔（原田病院）
　　　　武田義昭（狭山中央病院）
　　　　今井真仁（防衛医科大学校病院）
　　　　霜田哲徳（豊岡第一病院）
　　　　伊藤寿哉（石心会狭山病院）
　　　　中邑友香（所沢市市民医療センター）
　　イ、今後の予定
　　　 1） 入間市健康まつり
　　　　①日時：平成22年3月14日（日）10:00～
　　　　②会場：入間市健康福祉センター
　　　 2） 地区監査
　　　　①日時：平成22年3月14日（日）10:00～
　　　　②会場：入間市健康福祉センター
　　　 3） 第5回勉強会・地区総会
　　　　①日時：平成22年3月19日（金）18:30～
　　　　②会場：所沢市保健センター
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（13）第三地区（澁市）
　　ア、新年会
　　　 1） 日時：平成22年1月29日（金）19：00～
　　　 2） 場所： 和風居酒屋　旬天旬菜　然（ぜ

ん）
　　　　　 JR・東武東上線　川越駅西口下車徒

歩5分　赤心堂病院前
　　　 3） 参加者：26名
　　イ、今後の予定
　　　 1） 第3回　勉強会開催
　　　　①日時：平成21年3月中旬
　　　　②場所： 埼玉医科大学総合医療センター
　　　　③内容：担当役員と思案中
　　　 2） 平成21年度　第三地区　総会
　　　　①日時： 平成21年3月中旬　第3回　勉強

会後
　　　　②場所：埼玉医科大学総合医療センター
　　　 3） 第3回　第三地区　役員会
　　　　①日時： 平成21年3月中旬　第3回　勉強

会後
　　　　②場所：埼玉医科大学総合医療センター

（14）第四地区（長谷川）
　　ア、今後の予定
　　　 1） 地区勉強会
　　　　①平成22年2月1日（月）
　　　　②地区役員会　開催予定
　　　 2） 平成22年度第4地区監査会
　　　　平成22年2月下旬
　　　 3） 平成22年3月上旬
　　　　 平成22年度第4地区総会および第4地区勉

強会

（15）第五地区（矢崎）
　　ア、今後の予定
　　　 1） 地区総会
　　　　①日時：平成22年2月19日18：45～

　　　　②場所：越谷中央市民会館
　　　 2） 地区勉強会
　　　　①日時：平成22年2月19日（金）19：00～
　　　　②場所：越谷中央市民会館
　　　　③内容： 1　CT装置の物理特性　済生会

川口総合病院　城處　洋輔　氏
　　　　　　　　 2　モニター診断への基礎知識

獨協医科大学越谷病院　諏訪　
和明　氏

　（16）第六地区（石川）
　　ア、今後の予定
　　　 1） 平成21年度　第3回地区役員会・地区

会報『Lock　ON』第2号発行
　　　　①日時：平成22年2月5日（木）
　　　　②場所：さいたま赤十字病院
　　　　③内容： 地区会報『Lock　ON』第4号

発行
　　　 2） 平成21年度埼玉県放射線技師会第六地

区会定期総会及び、平成21年度第3回
定期総会

　　　　① テーマ： 「医療被ばく低減施設認定取
得報告」

　　　　②日　時： 平成22年2月25日（木）
19：00～

　　　　③場　所： さいたま赤十字病院
本館4階　成人病センター

4  審議・承認事項

（ 1） 埼玉県放射線管理士・機器管理士部会の解
散申請につき審議した。埼玉県放射線管理
士・機器管理士部会は長年に渡り入眠状態
であり、会員を多数集めることのできるイ
ベントを企画することが困難である。また、
放射線管理・機器管理は、どちらも重要な
技師の職務と思われるが、埼放技の中に部
会として存続させるほど企画が考えられな
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いことが理由にあげられ、承認した。ただ
し、役員11名に電子メールでの承諾を得る
こととされた。（議案書番号：理-71）（承認）

（ 2） センターパソコンの更新とソフトウェアの
購入について審議し、承認した（議案書番
号：理-72）（承認）

（ 3） 第1回わくわくさいたまいきいき祭り（浦和
パルコ健康祭り）参加に際し、予算案の承
認および展示パネル、のぼり、骨密度装置
の貸し出しについて審議し、承認した。（議
案書番号：理-73）（承認）

（ 4） 入間市健康まつり「あなたのための放射線
展」へ参加につき審議し、承認した。（議案
書番号：理-74）（承認）

（ 5） 平成21年度事業の会員カード発行について
審議した。複数の見積書を検討し、東京
カードソリューションズ株式会社に、運用
は全て業者任せで2ヶ月毎の発行することで
承認した。（議案書番号：理-75）（承認）

（ 6） 実践臨床画像セミナーの開催につき審議し、
承認した。（議案書番号：理-76）（承認）

（ 7） 決算総会および懇親会について審議し、承
認した（議案書番号：理-77）（承認）

（ 8） 新入会等について審議し、承認した。（議案
書番号：理-78）（承認）

（ 9） 会員データベースの構築に向け、調査事業
の一環として、公立学校法人会津大学と、
交流事業を実施する旨を審議し、承認した。
（議案書番号：理-79）（承認）

（10） パブリックコメントをもらう。地区会計は
本会と一緒。（議案書番号：理-80）（承認）

5  監事講評

（ 1） （議案書番号：理-75）について、カードの
デザインを一般会員から募集するなどの余
裕を持った企画の進め方を望む。

（ 2） （議案書番号：理-79）について、会津大学

の交流は予算や技術的なものだけではなく、
違う分野の団体との交流は技師会にとって
大きなメリットになると思うので積極的な
交流を期待する。

（ 3） 会誌の広告を巻頭から巻末に移動した。
様々な事情や経緯があり巻頭にしたという
ことは理解しているが、不特定多数の多く
の目に触れ誤解を招くおそれもあるので、
巻末にしたほうがよいと思う。

（ 4） 理事会資料が非常に多いので、必要なもの
と、そうでないものを分けたほうがいいの
ではないか。

　報告事項および承認審議事項を確認し、次回理
事会の日程を決定し閉会となった。
　次回、平成22年度　第1回理事会予定　平成22
年4月7日（水）

配布資料（メール配信を含む）
（ 1）会長資料
（ 2）副会長資料
（ 3）総務・財務資料
（ 4）編集・情報資料
（ 5）学術資料
（ 6）公益資料
（ 7）ホームページ資料
（ 8） 各地区資料（第一地区、第二地区、第三地

区、第四地区、第五地区、第六地区）
（ 9）　議案書
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平成21年度　第 7回臨時理事会（メール会議）議事録（抄）

日　　　時： 平成22年3月13日（土）午後4時（採
決締め切り）

方　　　式：メール会議
参　加　者：会　　　長：小川 清
　　　　　　副　会　長：堀江 好一、橋本 里見
　　　　　　常 任 理 事： 田中 宏、矢部 智、結

城 朋子、松田 恵雄、
富田 博信、中村 正之

　　　　　　理　　　事： 潮田 陽一、星野 弘、
八木沢 英樹、尾形 智
幸、小林 剛、西山 史
朗、八木沢 英樹、肥
沼 武司、澁市 直紀、
長谷川 英治、矢崎 一
郎、石川 直哉

議事録作成人：矢部　智
議事録署名人：堀江　好一、橋本　里見

議　案： 「平成22年度当初予算（案）」の一部変更
について

事　由： 　前回の理事会でご承認いただきました

「平成22年度当初予算（案）」ですが、顧
問税理士より、平成23年に公益社団法人
格取得の申請を行うためには、今回皆様
にご承認いただいた予算を一部訂正しな
ければ、申請が難しいのではないかと指
導を受けました。このため、急遽メール
にて一部変更しました予算（案）つきま
して再度ご検討していただくこととなっ
てしまいました。

　　　　 尚、予算変更の詳細につきましては、添
付いたしました「平成22年度一般会計予
算の概要について」をご参照ください。

　　　　採決結果　承認＿21名
　　　　　　　　　否決＿0名
　全員の承認により「平成22年度当初予算（案）」
の一部変更について承認された。

配布資料： 財務「平成22年度一般会計予算の概要
について」

以上
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第25回　社団法人埼玉県放射線技師会
総　会　議　事　録（案）

1 　日　　　　時　平成22年3月14日（日）
　　　　　　　　　午前11時20分から12時15分
2 　場　　　　所　埼玉県大宮区桜木町1－7－5
　　　　　　　　　 大宮ソニックシティ　市民

ホール
3　会　　員　　数 1,198名
4 　出　　席　　者 98名
　　委任状提出者 549名
　　合　　　　計 647名
5 　開　　　　会
　定刻橋本副会長の司会により会長の挨拶の後、
総会を開会した。
6　議決事項
　第 1号議案　平成22年度事業計画案
　第 2号議案　平成22年度予算案
　第 3号議案　その他
7　議事の経過の概要及びその結果
　榎本雅彦総会運営委員長より、資格審査の結果
を踏まえ、出席者数と委任状の合計数が会員数の
過半数以上にあたるために定款26条に基づき、本
総会は成立したことを認める旨の報告がなされ
た。
　引き続き、定款25条の規程に則り、議長選出を
諮り、出席者の中から土田拓治氏を推薦し、満場
一致で承認された。議事録署名人に堀江好一氏、
橋本里見氏が選出された。
（ 1）第1号議案　平成22年度事業計画案
　このことについて議長は説明を求めた。説明は
資料に基づき小川会長が行った。
　今年度は、昨年お約束した新公益法人制度移行
認定について、一年間定款や諸規程を見直し準備
をしてまいりました。その結果を今回の総会にて
会員の皆様に評価頂き、本年申請に進んで行きま

す。皆様のご支援ご強力をお願いします。今回の
認定申請作業ですが、公益法人のガイドラインが
最初から確固たる出来映えではなく、常に改訂、
よく言えば改善が図られ、我々はある時は、この
ままでは公益は無理かなと困惑し、ある時はいけ
そうだと楽観的にもなりました。日本中の法人が
この制度に悩まされておりますが、本会は「公益
目的である県民のために」と「職能団体の会員の
ために」をバランスよく調整し活動していきま
す。
　平成22年度事業計画案について、昨年と大きな
変更はありませんが、今年は放射線技師のスキル
アップを目指して読影能力を向上させるための講
習会を地区ごとに開催していきます。是非とも出
不精な心にむち打って出席ください。またマネー
ジメント・セミナーに本腰を入れて開催していく
つもりです。
　本会は先人達によって昭和26年に発足した58年
の歴史をもった組織です。我々理事はこの組織を
一段ステップアップさせるために公益社団法人格
取得に全力投入する旨を説明した。
（ 2）第2号議案　平成22年度収支予算（案）
　このことについて議長は説明を求め、結城常任
理事が予算案書に基づいて平成21年度補正予算案
および平成22年度予算案を詳細に説明した。
（ 3）第3号議案　その他
　このことについて、議長は執行部および会場に
議案の有無を求めた。執行部より以下の報告が
あった。
　堀江副会長から、公益社団法人移行手続きの進
捗状況について詳細に報告した。
　橋本副会長から、会員証発行についての進捗状
況について詳細に報告した。
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　議長は、第1号議案から第3号議案について順次
に賛否を諮り、各議案は全員異議なく承認され
た。
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議

事

録

平　成　22 年　度

埼玉県放射線技師会 年間スケジュール表日本放射線技師会
平成22年度（4-6）予定（案）

4月 埼放技 日放技等 5月 埼放技 日放技等 6月 埼放技 日放技等
木 1 土 1 火 1
金 2 日 2 水 2 理事会3
土 3 月 3 木 3
日 4 火 4 金 4
月 5 水 5 土 5 定期総会
火 6 木 6 常任連絡会2 日 6
水 7 理事会1 金 7 月 7
木 8

JRC
ITEM

土 8 火 8
金 9 日 9 水 9
土 10 月 10 木 10
日 11 火 11 金 11
月 12 水 12 理事会2 土 12
火 13 木 13 日 13
水 14 金 14 月 14
木 15 土 15 火 15
金 16 日 16 水 16
土 17 月 17 木 17
日 18 金森セミナー 火 18 金 18
月 19 水 19 土 19
火 20 木 20 日 20
水 21 金 21 月 21
木 22 土 22 火 22
金 23 日 23 水 23
土 24 月 24 木 24
日 25 火 25 金 25
月 26 水 26 常任連絡会3 土 26
火 27 木 27 日 27
水 28 金 28 月 28
木 29 土 29 総会(決算) 火 29
金 30 日 30 水 30

月 31

平成22年度（7-9）予定
7月 埼放技 日放技等 8月 埼放技 日放技等 9月 埼放技 日放技等

木 1 日 1 水 1 常任理事会2
金 2 JART

総合学術
大会

月 2 木 2
土 3 火 3 金 3
日 4 水 4 理事会4 土 4
月 5 木 5 日 5
火 6 金 6 月 6
水 7 常任理事会1 土 7 火 7
木 8 日 8 水 8
金 9 月 9 木 9
土 10 火 10 金 10
日 11 SARTセミナー 水 11 土 11
月 12 木 12 日 12
火 13 金 13 月 13
水 14 土 14 火 14
木 15 日 15 水 15
金 16 月 16 木 16
土 17 火 17 金 17
日 18 水 18 土 18
月 19 木 19 日 19
火 20 金 20 月 20
水 21 土 21 火 21
木 22 日 22 水 22
金 23 月 23 木 23
土 24 CTサミット 火 24 金 24
日 25 水 25 土 25
月 26 木 26 日 26
火 27 金 27 月 27
水 28 常任連絡会4 土 28 火 28
木 29 日 29 水 29 常任連絡会5
金 30 月 30 木 30
土 31 火 31
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平成21，22年度役員名簿

役　　職　　名 氏　　　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール
会　　　長 小川　　清 小川赤十字病院 0493-72-2333 k-ogawa@sart.jp
副　会　長 堀江　好一 社会保険大宮総合病院 048-663-1671 k-horie@sart.jp
副　会　長 橋本　里見 埼玉社会保険病院 048-832-4951 s-hashimoto@sart.jp
常任理事（総　　務） 田中　　宏 埼玉県立小児医療センター 048-758-1811 h-tanaka@sart.jp
常任理事（総　　務） 矢部　　智 越谷市立病院 048-965-2221 s-yabe@sart.jp
常任理事（財　　務） 結城　朋子 済生会栗橋病院 0480-52-3611 t-yuuki@sart.jp
常任理事（編集・情報） 松田　恵雄 埼玉医科大学総合医療センター 049-228-3804 s-matsuda@sart.jp
常任理事（学　　術） 富田　博信 済生会川口総合病院 048-253-1551 h-tomita@sart.jp
常任理事（公　　益） 中村　正之 獨協医科大学越谷病院 048-965-1111 m-nakamura@sart.jp
理　　事（学　　術） 尾形　智幸 さいたま赤十字病院 048-852-1111 t-ogata@sart.jp
理　　事（学　　術） 西山　史朗 東京放射線クリニック 03-3529-5420 s-nishiyama@sart.jp
理　　事（学　　術） 小林　　剛 北里大学北里研究所メディカルセンター病院 048-593-1212 t-kobayashi@sart.jp
理　　事（編集・情報）     潮田　陽一 埼玉医科大学総合医療センター 049-228-3593 y-ushioda@sart.jp
理　　事（公　　益）     星野　　弘 埼玉社会保険病院 048-832-4951 h-hoshino@sart.jp
理事（総務）第一地区 八木沢英樹 埼玉社会保険病院 048-832-4951 h-yagisawa@sart.jp
理事（編集・情報）第二地区 肥沼　武司 国立障害者リハビリテーションセンター 04-2995-3100 t-koinuma@sart.jp
理事（総務）第三地区 澁市　直紀 埼玉医科大学国際医療センター 042-984-4192 n-shibuichi@sart.jp
理事（総務）第四地区 長谷川英治 羽生総合病院 048-562-3000 e-hasegawa@sart.jp
理事（総務）第五地区 矢崎　一郎 春日部市立病院 048-735-1261 i-yazaki@sart.jp
理事（総務）第六地区 石川　直哉 指扇病院 048-623-1101 n-ishikawa@sart.jp
渉外マネージャー 石栗　一男 蓮田一心会病院 048-764-6411 k-ishiguri@sart.jp

　監事・顧問
役　　職　　名 氏　　　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール

監　　　　事 山本　英明 埼玉県立小児医療センター 048-758-1811 h-yamamoto@sart.jp
監　　　　事 鈴木　正人 埼玉県県会議員 m-suzuki@sart.jp
顧　　　　問 和田　幸人 埼玉医科大学病院 0492-76-1264 y-wada@sart.jp

役　　職　　名 氏　　　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール
顧問税理士 増田　利治 増田利治税理士事務所 048-649-1386

社団法人　埼玉県放射線技師会
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　総務・財務委員会
役職名 氏　　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール

委　員　長 田中　　宏 埼玉県立小児医療センター 048-758-1811 h-tanaka@sart.jp

副委員長 矢部　　智 越谷市立病院 048-965-2221 s-yabe@sart.jp

副委員長 結城　朋子 済生会栗橋病院 0480-52-3611 t-yuuki@sart.jp

委　　員 堀江　好一 社会保険大宮総合病院 048-663-1671 k-horie@sart.jp

委　　員 橋本　里見 埼玉社会保険病院 048-832-4951 s-hashimoto@sart.jp

委　　員 八木沢英樹 埼玉社会保険病院 048-832-4951 h-yagisawa@sart.jp

委　　員 澁市　直紀 埼玉医科大学国際医療センター 042-984-4192 n-shibuichi@sart.jp

委　　員 長谷川英治 羽生総合病院 048-562-3000 e-hasegawa@sart.jp

委　　員 矢崎　一郎 春日部市立病院 048-735-1261 i-yazaki@sart.jp

委　　員 石川　直哉 指扇病院 048-623-1101 n-ishikawa@sart.jp

委　　員 田中　達也 小川赤十字病院 0493-72-2333 t-ytanaka@sart.jp

委　　員 岡田　義和 埼玉県健康づくり事業団 048-859-5173 y-okada@sart.jp

委　　員 平野　雅弥 埼玉医科大学病院 049-276-1264 m-hirano@sart.jp

委　　員 千田　俊秀 所沢市市民医療センター 04-2992-1170 t-chida@sart.jp

　学術委員会
役職名 氏　　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール

委　員　長 富田　博信 済生会川口総合病院 048-253-1551 h-tomita@sart.jp

副委員長 尾形　智幸 さいたま赤十字病院 048-852-1111 t-ogata@sart.jp

副委員長 西山　史朗 東京放射線クリニック 03-3529-5420 s-nishiyama@sart.jp

副委員長 小林　　剛 北里大学北里研究所メディカルセンター病院 048-593-1212 t-kobayashi@sart.jp

副委員長 石栗　一男 蓮田一心会病院 048-764-6411 k-ishiguri@sart.jp

委　　員 田中　　宏 埼玉県立小児医療センター 048-758-1811 h-tanaka@sart.jp

委　　員 塚田　高志 アジュール竹芝総合健診センター 03-3437-2701 t-tsukada@sart.jp

委　　員 越沼　沙織 済生会習志野総合病院 047-473-1281 s-koshinuma@sart.jp

委　　員 村田　光俊 獨協医科大学越谷病院 048-965-1111 mi-murata@sart.jp

委　　員 岡田　智子 さいたま赤十字病院 048-852-1111 s-okada@sart.jp

委　　員 中根　　淳 埼玉医科大学総合医療センター 049-228-3400 j-nakane@sart.jp

委　　員 城處　洋輔 済生会川口総合病院 048-253-1551 y-kidokoro@sart.jp

委　　員 大森　正司 さいたま赤十字病院 048-852-1111 s-omori@sart.jp
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　編集・情報委員会
役職名 氏　　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール

委　員　長 松田　恵雄 埼玉医科大学総合医療センター 049-228-3804 s-matsuda@sart.jp

副委員長 潮田　陽一 埼玉医科大学総合医療センター 049-228-3593 y-ushioda@sart.jp

副委員長 肥沼　武司 国立障害者リハビリテーションセンター 04-2995-3100 t-koinuma@sart.jp

委　　員 村田　雅弘 小川赤十字病院 0493-72-2333 m-murata@sart.jp

委　　員 富田　欣治 深谷赤十字病院 048-571-1511 y-tomita@sart.jp

委　　員 栗田　幸喜 済生会栗橋病院 0480-52-3611 k-kurita@sart.jp

委　　員 江守亜矢子 小川赤十字病院 0493-72-2333 a-emori@sart.jp

委　　員 阿野　匡昭 埼玉社会保険病院 048-832-4951 m-ano@sart.jp

委　　員 川田　俊彦 埼玉社会保険病院 048-832-4951 t-kawata@sart.jp

委　　員 柳田　　智 北里大学北里研究所メディカルセンター病院 048-593-1212 s-yanagita@sart.jp

委　　員 白石　　圭 伊奈病院 048-721-3692 k-shiraishi@sart.jp

委　　員 柏　　達司 塩味病院 048-467-0016 t-kashiwa@sart.jp

委　　員 市川　隆史 埼玉医科大学病院 049-276-1264 t-ichikawa@sart.jp

委　　員 諏訪　和明 獨協医科大学越谷病院 048-965-1111 k-suwa@sart.jp

委　　員 栗田　裕樹 佐々木病院 048-571-0242 y-kurita@sart.jp

　公益委員会
役職名 氏　　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール

委　員　長 中村　正之 獨協医科大学越谷病院 048-965-1111 m-nakamura@sart.jp

副委員長 星野　　弘 埼玉社会保険病院 048-832-4951 h-hoshino@sart.jp

委　　員 磯田　一巳 所沢市市民医療センター 04-2992-1170 k-isoda@sart.jp

委　　員 太田　良平 埼玉社会保険病院 048-832-4951 r-ota@sart.jp

委　　員 工藤　安幸 東松山市立市民病院 0493-24-6111 y-kudoh@sart.jp

委　　員 長谷部和仁 豊岡第一病院 04-2964-6311 k-hasebe@sart.jp

委　　員 大嶋　健悟 獨協医科大学越谷病院 048-965-1111 k-oshima@sart.jp
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役
員
名
簿

1 ． 投稿の資格
　 1） 診療放射線技師の原則として、（社）埼玉県放射線技師会会員に限る。
　 2） 診療放射線技師でない執筆者は、その限りでない。
2． 投稿の種類
　原著論文、総説、誌上講座、資料、学会特集、その他とする。
　但し、原著論文については未発表のものに限る。
　その他については、3200字以内とする。
3． 投稿論文の採否
　　投稿論文の採否は、編集情報委員会で決定する。原著論文、総説、誌上講座、資料の審査には査読制
を採用する。掲載は、原則として採用順とする。
4． 投稿の方法
　　原著論文、総説、誌上講座、資料その他を電子メールに添付する。
　　原稿作成に使用するファイルは限定をしないが、可能であればテキスト形式に変換したファイルを添
付すること。
5． 原稿の記載方法
　 1） 表紙：①論文表題　②全著者名　③施設名・所属
　 2） 本文：①和文要旨（400字以内、キーワード 5個以内）
　　　　　　 ②緒言、使用機種、対象・方法、結果、考察、結語の順に記載する。
　　　　　　 ③原稿は、和文または英文とする。英文の場合は、英文要旨も添付する。　　
　　　　　　 　 ワードプロセッサーによる原稿を原則とし、A 4判縦置き、20字×20字（横書き）にて

30枚以内とし、図表 1枚を用紙 1枚とみなす。
　 3）図・表： 別紙に番号を付して添付し、本文中に挿入位置を記す。図、写真は、直接製版できるもの

とする。
　 4）文献： 引用文献は、本文の終わりに引用順に記す。表記形式は、下記のとおりとする。尚、著者名

は筆頭者から 3名までとし、それ以上は、和文文献の場合「他」、英文文献の場合は「ｅt　
ａｌ」とする。

　①雑誌の記載法
　　著者名：表題、雑誌名（省略形）、巻、初項～終項、発行年（西暦）
　②単行本の記載法
　　著者名：表題、書名（版）、発行所、発行地、発行年（西暦）、初項～終項
　 5  ）学会特集については、専用の用紙を用い、その他については可能な限り、上記の手順に基づくもの
とする。

6． 校正
　 　原著論文、総説、誌上講座、資料の執筆校正は初稿のみとし、直接筆頭者に送付する。 7日以内に校
正の上返送すること。
7． 別刷
　 　原著論文、総説、誌上講座、資料に限り20部まで本会負担とする。追加分の別刷は有償とし10部単位
で著者負担する。その際に別紙に表題と希望部数、別刷送付先を明記すること。
8． その他
　投稿規程は理事会の議を経て改変することがある。
9． 原稿の送り先
　封書に「原稿在中」と朱色で明記すること。
　〒331－0812　さいたま市北区宮原町 2丁目51番39
　　　　　　　　社団法人　埼玉県放射線技師会　編集情報委員会宛
　　　　　　　Ｅ-ｍail：hensyu@sart.jp
10．問い合わせ
　〒350－8550　埼玉県川越市鴨田1981 埼玉医科大学総合医療センター　中央放射線部　松田恵雄
　電話049－228－3804 E-mail：s-matsuda@sart.jp
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平成22年度　第12回SARTセミナー申込書

送付先　：　〒331-0812　　埼玉県さいたま市北区宮原町2丁目51番地39
　　　　　　　社団法人　埼玉県放射線技師会
　　　　　　　TEL048-664-2728
　　　　　　　FAX048-664-2733
FAXにて送付して下さい。

受講申込者氏名
（複数人でも結構です）

勤 務 先

勤 務 先 所 在 地

勤 務 先 電 話 番 号

〒

勤務先ＦＡＸ番号

技師会会員番号（未入会の方
「未入会」と書いてください）

Eメールアドレス
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会員異動届

ファックス送信票
下記のとおり送信いたしますので、よろしくお願いいたします。

受信者

送信者

ふりがな
届出会員名

技師会番号

①転出者は正確にご記入下さい

②変更した項目をご記入下さい

〒　　－
TEL　　　－　　　－

TEL　　　－　　　－
〒　　－

地区名 地区

平成　　　年　　　月　　　日

FAX番号：048－664－2733
（社）埼玉県放射線技師会

氏　　名

施 設 名

施設住所
＊郵送の場合
　　〒331－0812　さいたま市北区宮原町２丁目51番地39
　　社団法人　埼玉県放射線技師会
　　電話：048－664－2728

〒

（社団法人）埼玉県放射線技師会
　会員登録変更届

転出先 （　　　　　）県へ転出 技師会費を（　　　　　　）年度まで納入

変　

更　

項　

目

○印
ふ　り　が　な

自 宅 住 所

ふ　り　が　な

勤 務 先 名

ふ　り　が　な

勤務先住所

ふ　り　が　な

改 　 　 姓

地 区 変 更

連絡先変更

第（　　）地区を第（　　）地区に
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̶編　集　後　記̶
　この原稿を書いているのは桜の季節です。先日、幼い頃からの友人がパートナーの仕事のためシンガ
ポールへと旅立ちました。仕事上の制約があるので、彼女も3年間は日本に戻れないといいます。「あぁ、
じゃあ私の花嫁姿は見てもらえないのね…」などと冗談をとばして見送りながらも、何とも言えない寂し
さが心に残りました。
　別れがあれば出会いもあります。私の職場に待望の新人さんが入ってきました。大学を卒業したばかり
のピカピカの1年生技師です。技師になって8年の私に初めて出来た後輩です。初々しい姿を見ていると、
自分が新人だった頃の気持ちが蘇ってきました。後輩もあんな思いでいるのだろうなと考えると、先輩と
してしっかり指導しなければいけないと気持ちが引き締まりました。
　節目の季節に気持ちを切り替えて、｢ここからまた新しい自分で1年を過ごしてみよう｣ と決意した方は
たくさんいらっしゃると思います。友人から早くも外国生活を楽しんでいるとメールが届きました。新人
技師の後輩も、そして先輩技師1年目の私も、新たな環境の中で少しずつでも前に進んでいこうと頑張っ
ています。1年はまだまだ長いです。新年度に胸の中に湧き上がった気持ちを大切に、毎日を送れたら素
敵ですね。

（まつやま人）

埼玉放射線　第213号
印　刷　　平成22年 5 月10日
発行日　　平成22年 5 月14日
発行所　　〒331－0812　さいたま市北区宮原町２－51－39
　　　　　社団法人　埼玉県放射線技師会
　　　　　Eメールアドレス
　　　　　　sart@beige.ocn.ne.jp
　　　　　ＨＰ掲示板・認定者名簿パスワード
　　　　　　ユーザー名　sart
　　　　　　パスワード　saitama
発行人　　社団法人　埼玉県放射線技師会
　　　　　会　　長　　小　川　　　清
　　　　　編集代表　　松　田　恵　雄
印　刷　　〒338－0007　さいたま市中央区円阿弥5－8－36
　　　　　望　月　印　刷　株　式　会　社
　　　　　　　電話　048－840－2111

事　務　所
　〒331－0812
　さいたま市北区宮原町２丁目51番39
　社団法人埼玉県放射線技師会　技師会センター
　電　話　048－664－2728　FAX　048－664－2733
　Eメールアドレス　sart@beige.ocn.ne.jp

事務局長　　渡　辺　　　弘
事 務 員　　植　松　敏　江
勤務時間　　９：00～12：00
　　　　　　13：00～15：00

裏表紙に掲載する風景写真を募集いたします。
なお選考は編集情報委員会に一任をお願いいたします。
また、いただいたデータは返却いたしません。
データの送信は編集情報委員会 潮田（y-ushioda@sart.jp）までお願
いいたします。



広告協賛会社一覧（順不同）

Ｎｏ. 会社名 郵便番号 住所 電話

１ 株式会社メディカル・サービスＴ＆Ｋ 362−0001 上尾市上1710−3 048−777−7021

２ 株式会社日立メディコ北関東支店 330−0845 さいたま市大宮区仲町2−75大宮フコク生命ビル5Ｆ 048−643−1487

３ 第一三共株式会社埼玉支店 350−1123 川越市脇田本町15−10三井生命川越駅前ビル4Ｆ 049−241−5611

４ 長瀬ランダウア株式会社 300−2686 茨城県つくば市諏訪C22街区1 029−839−3322

５ ㈱エルクコーポレーションさいたま営業所 331−0812 さいたま市北区宮原町3−537−1 048−663−2221

６ ケアストリームヘルス株式会社 104−0032 東京都中央区八丁堀2−21−6 03−5540−2692

７ バイエル薬品株式会社 330−0843 さいたま市大宮区吉敷町1−75−1太陽生命大宮吉敷町ビル7F 048−640−6027

８ 日本メジフィジックス株式会社関東支店第一営業所 136−0075 東京都江東区新砂3−14−10 03−5634−7450

９ 富士フイルムメディカル株式会社　埼玉営業所 330−0842 さいたま市大宮区浅間町2−240 048−645−6001

10 堀井薬品工業株式会社東京北営業所 331−0804 さいたま市北区土呂町2−44−18 048−663−9491

11 株式会社カイゲン大宮営業所 337−0003 さいたま市見沼区春岡1−6−5 048−686−0711

12 伏見製薬株式会社東京営業所 164−0013 東京都中野区弥生町2−41−5 03−5328−7801

13 エーザイ株式会社埼玉医薬五部 330−0854 さいたま市大宮区桜木町1−11−７　東通ビル５Ｆ 048−647−9961

14 東洋メディック株式会社 162−0813 東京都新宿区東五軒町2−13 03−3268−0021

15 ＧＥヘルスケア・ジャパン㈱ 330−0834 さいたま市大宮区天沼町1−313−2 048−658−3450

16 三田屋商事㈱ 171−0051 東京都豊島区長崎1−27−1 03−5995−6789

17 富士製薬工業株式会社 102−0094 東京都千代田区紀尾井町3−19 03−3264−2211

18 ㈱島津製作所 604−8511 京都市中京区西ノ京桑原町１ 075−823−1111

19 富士フイルムRIファーマ株式会社東京第二支店 104−0031 東京都中央区京橋2−13−10京橋ＭＩＤビル 03−5250−2631

20 株式会社フィリップスエレクトロニクスジャパン
メディカルシステムズ 330−0802 さいたま市大宮区宮町2−96−1三井生命大宮宮町ビル5Ｆ 048−640−1198

21 株式会社ケー・アイ・シー・メディカルシステム 350−0165 埼玉県比企郡川島町中山2109−1 049−297−5130

22 東芝メディカルシステムズ株式会社 331−8701 さいたま市北区土呂町1−45−10 048−651−9290

23 コニカミノルタヘルスケア株式会社 330−0844 さいたま市大宮区下町1−42−2ＮＱビル6Ｆ 048−631−1505

24 コヴィディエンジャパン株式会社 158−0097 東京都世田谷区用賀2−39−11用賀STビル４階 03−5711−2800

25 日本放射線防禦株式会社東京支店 113−0033 東京都文京区本郷2−38−12 03−3811−1158

26 株式会社医療科学社 113−0033 東京都文京区本郷3−11−9 03−3818−9821
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罫囲み　A4・1/2_1C

患者さんにやさしく安心な検査・術式の環境は、広く上質なワークスペースから生まれます。

Offset open design
スライド機構付きのフラットなオフセットテーブルと
従来の長手動に横手動を加えた2ウェイアームにより、
広いワークスペースを生み出しました。
使いやすく、患者さんにも負担の少ない検査・術式が可能です。

FPD専用X線透視撮影装置

Digital X-ray Radiographic / Fluoroscopic Table System

〒101-0021   東京都千代田区外神田4-14-1 秋葉原UDX  
www.hitachi-medical.co.jp
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MapCHECKソフトウェア

スピーディかつ正確な2D検証機能により,
治療計画検証に要する時間を短縮

 IMRT検証2D測定システム
（IMRT QAのゴールドスタンダード）

4D IMRT QAを可能にした
IMRT/IGRT/SBRT専用の
QAツール

高分解能･高密度で,
お手持ちのEPIDの有効利用が可能

MapCHECKファミリー

I
M
R
T
/
S
B
R
T
の
Q
A
を

　
マ
ル
チ
に
、効
果
的
に
、効
率
よ
く
。



10



11



12



13



14



15



16



社団法人　埼玉県放射線技師会 

http://www.sart.jp 
E-mail sart@beige.ocn.ne.jp

埼玉放射線　第58巻　第3号　通巻213号　平成10年1月16日　第四種郵便物認可 

2010

No.3

埼玉放射線 vol.58

総会資料特集号総会資料特集号  

総
会
資
料
特
集
号

総
会
資
料
特
集
号  

〒331-0812　埼玉県さいたま市北区宮原町2丁目51番39 

社団法人　埼玉県放射線技師会 

TEL  048-664-2728 

FAX  048-664-2733 

www.sart.jp 

sart@beige.ocn.ne.jp 

領布価格　1,000円（会誌購読料は会費に含まれる） 

埼

玉

放

射

線

 

社
団
法
人
　
埼
玉
県
放
射
線
技
師
会 

２
０
１
０ 
・  
 

第
五
十
八
巻 

二
一
三
号 

第
三
号 

　 
月
 

5
 

「コロッセオ」　撮影　 伊奈病院　倉内　克憲　氏 
 

コメント　イタリアの首都ローマにある世界遺産 
紀元80年頃建設されたこの闘技場では、何千人もの剣闘士が 
命をかけて闘ったとされる。当時のローマ帝国の繁栄を伺い 
知ることができる、歴史的遺産である 




